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はじめに

志木市遺跡調査会

会長細田信良

志木市 の幸町地区に は、市域最大規模の集落遺跡である西原大塚遺跡が広がっ

ています D 畑が多い田園地帯であったこの地区も、近年、住宅の数が多くな り、

また 、西原特定土地 区画整理事業が開始されるに至り、徐々にではありますが

その姿 を変え つつ あ ります  O

平成 11年 2月、こ の地 の一角に共同住宅建設の計画がもちあがり 、 志木市教

育委員会では 開発関係者と埋蔵文化財の保存について協議を 重ね、その結果 、

記録保存のため の発掘調査を行うことに決定しました  O

発掘調査の 委託を受け た志木市遺跡調査会では、酷暑の  8月から 霜柱の立ち

はじめる  12月の末ま で調査を行いました 。

調査結果は 、本書に納められているとおりですが 、 弥生 時代 末 葉 か ら 古 墳時

代初頭期 にかけての  70軒を越す住居跡や、全国的にも稀な鳥形土器を出土した

大型方形周溝墓など が発見され、多大な成果を上げることができました。

発掘調査・整理作業及 び本書の刊行につきましては、文化財保護の趣旨を御

理解を いた だいた小松 フォークリフト株式会社に全面的な御協力を賜りました  O

また 、志木市教育委員会をはじめとする関係各位並びに発掘調査・整理作業に

携わっ た皆様 からは、多くの御援助をいただきました  O ここに、心から感謝申

し上 げる 次第 です。

最後に、本書 が多く の方 々の埋蔵文化財に対する理解と認識を深めるととも

に、志木市の 歴 史を学 ぶ上での一助になることを願っています  O 





例 日� 

1. 本書は、埼玉県志木市幸町三丁目に所在する西原大塚遺跡(県� NQ09-007)第45地点の発掘調査報告

書である� O 

2.本調査は、志木市教育委員会の斡旋により、小松フォークリフト株式会社から志木市遺跡調査会が

委託を受け実施 した。� 

3.発掘作業は、 平成� 11年� 8月3日から同年� 12月24日まで、整理作業は平成� 11年� 9月6日から平成12年� 

9月29日まで11-った。� 

4.調査地点の地番及び面積は、 以下のとお りである。

地番埼玉県志木市幸町三丁目� 3140-1、3146-2、3170、3200-1・3

面積� 5642.416n:f。� 

5.発掘調査の担当は、佐々木保俊があたった。� 

6.本書の作成は志木市遺跡調査会が行い、編集は佐々木保俊が当っ た。執筆は下記のとおりである。

第� 1章第1節関根証明

第� 2・3節佐々木保俊

第� 2章第 l節遺構内野美津江 遺物 宮川幸佳

第� 2節上田 寛

第� 3節遺構内野美津江 遺物 宮川幸佳

第� 4節内野美津江

第� 3章� (1) 佐々木保俊� 

(2) 宮川幸佳� 

(3) 上田 寛� 

7.本書の挿図版の作成は、執筆者の他に伊野部三千子 ・田代雄介・高杉朝子 ・成田しのぶ・ 二階堂美

知子 ・野村貴子 ・矢野恵子 ・油橋由美 ・渡辺ゆかりが加わった。� 

8.調査区内の空中写真撮影は、株式会社東京航業研究所に委託した。� 

9.住居跡出土炭化材の樹種|司定及び方形周溝墓出土土器の胎土分析は、株式会社パレオ・ラボに委託

した。� 

10.出土 した遺物および記録類は、志木市教育委員会で保管している。� 

11. 発掘調査および出土品整理作業 ・発掘調査報告書作成にあたっては、以下の諸機関・諸氏にご教

)。示 ・ご援助を賜っ た。記 して感謝する次第である(敬称略

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課・ 埼玉県立博物館 ・埼玉県立歴史資料館

埼玉県立さきたま資料館・埼玉県立埋蔵文化財センター ・側)埼玉県埋蔵文化財調査事業団

志木市文化財保護委員会・志木市行政資料室 ・志木市立郷土資料館

会田 明・浅野 信英・浅野春樹・ 故 麻生優 ・荒井幹夫 ・飯田 充晴 ・市毛 勲

井上 尚明・今井 尭・碓井 三子 ・梅沢太久夫・ 岡本東三・ 織笠 明子・ 織笠 昭

書上元博・柿沼幹夫・ 片平 雅俊・ 加藤秀之 ・隈本 健介 ・栗島 義明 ・栗原 和彦

黒済 和彦・小出輝雄・肥沼 正和 ・小久保徹 ・小宮恒雄 ・笹森 健一・塩野 博

斯波 治・ 白石 浩之・ 実川 順 一 ・鈴木一郎 ・鈴木加津子・鈴木� 敏弘 ・鈴木正博
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田代 隆・田中英司・坪田幹夫 ・照林敏郎・中島岐視生・中島 宏・ 長縄 賢

中村倉司 ・中山 清隆・並木 隆・根本 靖 ・野沢 均 ・早川 泉 -早坂贋人

堀 善之 ・松本 富雄 ・茂木忠雄 ・森田信博・ 柳井彰宏・柳田敏司 ・吉本 洋子

若井千佳子 ・和田 晋治 ・渡辺 誠� 

12.調査組織

く役員〉会長秋山 太蔵(志木市教育委員会教育長) (~平成12年 6 月)

細田 信良 ( 11 ) (平成12年 7 月 ~)

副会長川目 憲夫(志木市教育委員会教育総務部長)� (~平成 1 2年 3 月 )

谷合 弘行(志木市教育委員会生涯学習部長) (平成12年 4 月~)

理事 神 山 健吉(志木市文化財保護委員会委員長)

井上 園夫(志木市文化財保護委員会副委員長)

高橋 長次 (志木市文化財保護委員)

高橋 豊(

内田正子(

理事兼事務局長

鈴木 重光(志木市教育委員会生涯学習課長)� (~平成 12年 3 月 )

土橋春樹(�  11 ) (平成 12年 4 月~)

監事萩原洋子(志木市立郷土資料館長) 


永田 伸夫(社会教育指導員)


く事務局〉金子	 雅佳(生涯学習課長補佐) (平成 12年 4 月~)


関根正明(文化財保護担当主査) 


佐々木保俊(文化財保護担当主査)


清水あや子(文化財保護担当主任) (~平成12年 3 月 )


尾形則敏�  ( 11 ) 


新井由起子(� 11 ) (平成1 2年 4 月 ~)
 

13. 発掘調査および整理作業参加者

調査員

内野美津江

調査補助員

東浦久美子 ・吉谷顕子

発掘調査及び整理作業協力員

浅見喜見 子 ・足立 裕子 ・阿部 公子 ・阿部 ふみ子 ・飯田 久子 ・飯塚麻由美

井上麻美子 ・井上 始子 ・伊野部三千子 ・岩森 都・遠藤 英子・遠藤美智子

大井 文 ・大平 裕子・神山 久子 ・神山 博� -岸田 純一・黒田千恵子

小日向すみ子・高麗 篤子・金野 照子・佐々木しづ子 ・清水 七枝・末次 明美

鈴木美佐江・鈴木百合香・砂川 春子・高杉 朝子 ・高橋 恭子 ・竹内 大輔

田代 雄介・塚田 和枝 ・土屋 富子 ・中 路子 ・永井 真理・中嶋 清美

中村 逸子・名久井よし江 ・成田 しのぶ・ 二階堂美知子・野村 貴子 ・橋本 好子� 
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久留 浪子 ・広沢 奈津子 ・松崎 陽子・峰崎 靖子・宮川 幸佳・宮部 勇輔

矢野 恵子 ・柳沢 美子・ 山口 優子・ 油橋 由美 ・吉川 泰央 ・吉田 信江

渡辺 日出男 ・渡辺 ゆかり

特別参加

朝香 輝朗 ・上田 寛・ 松浦 佐代子

凡 例

1. 本書の遺構 ・造物の挿図版の指示は、以下のとおりである。� 

O 遺構の略記号は、以下のとおりである。� 

y=弥生時代末葉~古墳時代初頭の住居跡� Hニ古墳時代後期の住居跡� D=土坑� 

O 遺構・遺物の挿図版の縮尺は、それぞれに明記 した。� 

O 遺物写真図版の縮尺は任意とした。� 

0 遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。また、ピット・掘 り込み内の数値は床面もしく

は確認面か らの深さを、 凸堤上の数値は床面からの高さを示し、 単位は佃で、ある。� 

O 遺構挿図版中の ドット は遺物出土位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。� 

O 挿図版中のス クリーントーンの指示は、以下のとおりである。

撹乱 四四四皿 住居跡内暗赤褐色土堆積位置駿翠翻

カマド 仁二二コ 土師器黒色処理 仁二三ゴ� 

2. 本書の住居跡の説明文中に使用 した主軸と は、弥生時代末葉~古墳時代初頭においては炉跡と入口

(想定)を結んだ線、古墳時代後期においてはカマドが設置された壁と直交する線とした。� 

3. 遺構の土層説明や土器の記述のなかで用いた色の表示方法は 『新版 標準土色帖� 1999年版」農林

水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修によった。

班



目 次

言

例

次 

巻頭図版

はじめに

{7!J 

凡

目

挿図目次

表 目 次

図版目次

第� 1章 発掘調査の概要

第� 1節� 調査に至る経過

第� 2節� 遺跡の位置と環境 2 

第� 3節 発掘調査の経過 4 

第 2章� 検出された遺構と遺物 6 

第� l節� 弥生時代末葉から古墳時代初頭の住居跡 6 

第� 2節� 古墳時代初頭の方形周溝墓 127 

第� 3節� 古墳時代後期の住居跡 145 

第� 4節� 土坑 152 

第	 3章� まとめ 155 

1弥生時代末葉から古墳時代初頭の住居跡について� 155 

2弥生時代末葉から古墳時代初頭の土器について� 156 

3方形周溝墓について 159 

引用・参考文献	 170 

附編� 自然科学分析� 173 

1弥生末・古墳初頭土器の胎土材料� 173 

2植物珪酸体分析 182 

3 出土炭化材の樹種同定 184 

報告書抄録� 

IV 



挿図目次

第� 1図 市域の地形と遺跡分布� 0/20000)

第� 2図 周辺の地形と調査地点� 0/5000)

第� 3図 試掘トレ ンチ配置図

第� 4図� 180号住居跡� 0 / 60)

第� 5図 床硬化面

第� 6図� 180号住居跡出土遺物� 1 0/4) 

第� 7図� 180号住居跡出土遺物� 2 (1/3) 

第� 8図� 181号住居跡� (1/ 60)

第� 9図 床硬化面

第10図� 181号住居跡出土遺物� 0/4)

第11図� 182号住居跡� 0/60) 10 

第12図 床硬化面 10 

第13図� 182号住居跡出土遺物� (1/3) 11 

第14図 183号住居跡� (1/60) 12 

第15図 183号住居跡出土遺物� (1/4) 13 

第16図 184号住居跡� (1/60) 15 

第17図� 184号住居跡出土造物� 0/3) 15 

第18図� 185・207号住居跡� 0/60) 16 

第19図 床硬化面 16 

第20図� 185号住居跡出土遺物� 0/3) 16 

Q

U

Q

U

Q

U

1

i

t

-

-

第21図� 186号住居跡� 0/60)

第22図 床硬化面

第23図� 186号住居跡出土遺物� 10/4) A

1 
口 

ワ

白

円 

つω

ワ臼
ワ

臼

円

ノ 

i6
n
u
n
u
-
-

第25図� 187号住居跡� 0/60)

第26図 床硬化面 L

n

L

9

u

n

J
u

q

U

第24図� 186号住居跡出土遺物� 20/3) 

第27図� 187号住居跡出土造物� 0/4)

第28図� 188号住居跡� 0/60)

第29図 床硬化面

第30図� 188号住居跡出土遺物� 10/4) 

第31図� 188号住居跡出土遺物� 20/3) 円

ο U

斗

戸 

円

ヨ 

A
A

R

U

山

ワ

白

第32図 189号住居跡� 0/60) L

n

L

n

4

9

A

b

第33図� 189号住居跡出土遺物� 0/3) 

第34図� 190号住居跡� 0/60)

第35図 床硬化面

盟 

1

2

6

6

7

8

9

9

9

第36図� 191号住居跡� (1/60) 

V 

円
。 



第37図� 

第38図� 

第39図

第40図� 

第41図� 

第42図� 

第43図� 

第44図� 

第45図

第46図� 

191号住居跡出土遺物� 0/3)


192号住居跡� 0/60)


床硬化面


192号住居跡出土遺物� 0/4)


193号住居跡� 0/60)


193号住居跡出土遺物� 10/4) 


193号住居跡出土造物� 20/3) 


194号住居跡� 0/60)


床硬化面
 

194号住居跡出土造物� 0/4)
 円
台 

27 

28 

28 

28 

29 

29 

29 

31 

31 

1
iU

第47図� 195号住居跡� 0/60)

第48図 床硬化面

第49図� 195号住居跡出土造物� 1 0/4) 

第50図� 195号住居跡出土造物� 2 0/3) 

『
uU 

qη
du 

A
ui 

4
4 

『 

q
u 

q
u 

ム 

R
U

Aq 

ワ 

円 ウ 

第51図� 196・201号住居跡� 0/60) q

u

n

F
O

di

Id

q 

第52図 床硬化面

第53図� 196号住居跡出土遺物� 10/4) 

第54図� 196号住居跡出土造物� 20/3) 

Q
u 

q
u

n
u 

『

吐 

l
門

u

q 
U

A

u

第55図� 197号住居跡� 0/60)

第56図 床硬化面

第57図� 197号住居跡出土造物� 10/4) 

第58図 197号住居跡出土遺物� 20/3) 

第59図 198号住居跡� 0/60) 

第60図 199・223・224号住居跡� 0/60) 

第61図� 199号住居跡出土遺物(1/4)

第62図� 200号住居跡� 0/60)

第63図 床硬化面

第64図� 200号住居跡出土遺物� 0/4)

第65図� 201号住居跡出土遺物� 0/3)

n
u 

-
-

せ 

4
4 

A

ょ

っ
凸 

つ

1せ 

4
4

qA斗
uA 

吐 

吐 

A

A
d

4
A

第66図� 202・237号住居跡� (1 /60)

第67図� 202号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 

第68図� 202号住居跡出土遺物� 2 (1/3) 

第69図� 203号住居跡� 0/60)

第70図� 203号住居跡出土造物� 0 /4)

第71図� 204号住居跡(1/ 60)

第72図 床硬化面

第73図� 204号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 

第74図� 204号住居跡出土造物� 20/3) 

VI 

ハ
斗 

門
斗

ウ
斗 

斗

吐

に 

A
A

A
i

b

A

A
I

Q

U

Q

U

i

A

i

A

Uu 

n
U 

ハ

に 

FD

巳 

u

-

-

di
寸
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第� 1章発掘調査の概要

第� 1節 調査に至る経過

平成� 11年� 2月、小松フォークリフト株式会社か ら志木市教育委員会(以下、 教育委員会)に志木市幸

町三丁目� 3140-1、3146-2、3170、3172、3173-1・4、3175-2、3177-3、3200、3200-3地内

の小松フ ォークリ フト志木工場 (以下、 志木工場)跡地に計画されている高層の共同住宅開発事業に係

る埋蔵文化財の有無及び取り扱いに関する照会があった。なお、この計画では、 土地所有者の小松フォー

クリフト株式会社と開発者の株式会社長谷工コー ポレーション、 トータルハ ウジング株式会社との売買

契約の中に埋蔵文化財保存措置については、 土地所有者が行うという条件であ った。

該当地は、志木市遺跡分布図において遺跡が存在する可能性の高い地域に含まれているが、昭和� 47年

に実施された遺跡分布調査の際には、すでに志木工場は建設されていたために分布調査が行えず、本来

は埋蔵文化財包蔵地として周知すべき地域と して考えられていた。こうした経緯もあるため、教育委員

会では、確認調査を行う必要がある旨の回答を行った。

その後、� 2月19日、� 3月15日の事前協議を経て、� 3月31日に土地所有者小松フォークリフト株式会社

から確認調査依頼書が提出されたため、教育委員会では志木工場の解体や舗装撤去などの工事計画に合

わせ、対象地域� 20，648.91 rrf を 4 月 15 ・ 1 6 日、 5 月 15 ・ 16 日、 6 月 10 ・ 11 ・ 14~ 16 日 の 9 日間にわたり、 

100 2OOm、

てみ、4-，;、"'¥〆 'YA、止、，>Y/〆夕、、~'C~I./"'"/ 、、 、グ 、

第� 2凶周辺の 地形と調査地点� ( 1/5000) 
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確認調査を実施 した。

その結果、 対象地域の北側約� 3分のーから、 住居跡と思われる もの� 10ヵ所、溝跡と思われるもの 5カ

所、土坑と思われるもの� 1ヵ所、焼土跡� 1ヵ所、 柱穴と思われる もの� 2ヵ所及び弥生時代の土器片が検

出され、何らかの保存措置が必要であることが判明した。なお、試掘調査の実施面積は約� 2，000rrfで、

試掘対象面積の約� 10%であ る。

この結果を踏ま え、� 7月27日に開発者の株式会社長谷工コーポ レー ション、土地所有者の小松フォー

クリフ ト株式会社な どと埋蔵文化財の保存対策についての協議を行っ た結果、遺跡、が確認された区域全

体が現状保存不可能のため、記録保存と しての発掘調査を実施するこ とで合意した。

教育委員会では、調査にあたる組織として志木市遺跡調査会� (以下、遺跡調査会)を斡旋し、遺跡調

査会ではこれを受けた。� 7月30日には発掘屈が提出されたため、関係書類を埼玉県教育委員会を経由し、

文化庁に提出 した。

遺跡調査会は、� 8月2日に土地所有者の小松フ ォークリフ ト株式会社と委託契約を締結し、� 8月3日

から発掘調査を開始した。(通知文章番号 教文 第2-68号 平成� 11年� 8月27日付)。

第� 2節遺跡の位置と環境� 

(1 )市域の地形の概要

志木市は埼玉県の南西部に位置し、市の南西は朝霞市 ・新座市と接 し、北東は荒川によって浦和市と、

北西は柳瀬川によって富士見市と画される。 市の規模は東西� 4. 南北� 4.71km・面積� 9.06knl73km・	 を測る。

市域の地形は、市中央部を南東流する新河岸川によって大略二分され、北東部は荒川(旧入間川水系)

によって形成された低地、南西部は武蔵野台地の野火止台にあたる。 より詳しくみると、市の北東部に

は北東流する柳瀬川がある� この柳瀬川は流末で90度近く西方に流れを変へ、市の中央部を南東流するO

新河岸川と合流する。

武蔵野台地は肯多摩川の扇状地といわれ、標高� 100mを測る東京都青梅市付近を扇頂にして、西から� 
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東に向けて大きく広がる。志木市の台地部分は、武蔵野台地の北東端部にあたり、北東に向けてゆるや

かに傾斜し、南西奥部の新座市との境付近で標高約19m、先端部で� 9m前後を測る。また、朝霞市との

境には南西方向に小さ な谷が入り込むため、市域の台地部分は大きな舌状を呈している。

荒川の形成した低地は、市域では上流部で標高約� 6m、下流部で約� 5mとあまり比高差はないが、部

分的に自然堤防がみられ、僅かな起伏が認められる。� 

(2)市域の遺跡の概要

市域の埋蔵文化財包蔵地は、 主に柳瀬川と新河岸川を望む台地上の縁辺部に位置する。

遺跡、は柳瀬川を北西に臨む台地上にあり、標高は14~16mで北西方向に徐々に傾斜しているが、おお

8mむね平坦である。台地下の柳瀬川に開析された低地は約 を測る。崖下には小規模な湧水地が認めら

2れるが、 ヵ所は比較的規模が大きくその部分がえぐれているため崖線は凹凸をなす。

遺跡、を乗せる台地上には畑地を多く残しているが、現在、土地区画整理事業が進行中であり、また、

住宅建設を主とする開発も始まっていて、埋蔵文化財に対する影響が多くなりつつある。

48 1975)本遺跡の最初の発掘調査は昭和� 年に行なわれ(谷井 、それ以降、志木市教育委員会 ・志木

1984 1985市史編さん室・志木市遺跡調査会で調査を行なっていて(志木市史編さん室 、佐々木 ・� 

1989 1996 1997 1998 1987 1990 1990 1996 1999 2000)・ ・ ・ 、佐々木 ・尾形 ・ 、尾形 ・ 、尾形・深井 ・ 、

縄文時代中期後半、弥生時代後期、古墳時代前期を中心に、古墳時代後期、奈良・平安時代を含んだ集

1ill旧石事「 O支~- T-iJfF 1 戻二平安|中世 !近世

瓦可ゴ空
- -~

。…o 。一@一一

Q
O

O2中野遺 跡� 

O

柳瀬川流域には、上流から西原大塚
にしはらおおつか

遺跡・新邸遺
あらやしき

跡 ・中道
なかみち

遺跡・城山
しろやま

遺跡・中野
なかの

遺跡、柳瀬川と新

河岸川の合流する付近に市場裏遺跡、新河岸川流域には因子山
たごやま

遺跡 ・富士前
ふじまえ

遺跡、また、朝霞市との境

にある谷の奥部には大原遺
おおはら

跡、がある。

荒川低地には現在、宿遺
しゅく

跡・馬場
ぱ ぱ

遺跡・関根兵庫
せきねりょうご

館跡が知られているが、自然堤防上には未発見の遺

跡がある可能性も残されている。� 

一
�
 一

(3)遺跡の立地と環境


西原大塚遺跡、は、市の南端に位置する面積約180.000nfの市域最大規模の集落跡である。


h 草創|早!前|中| 後|晩| 前|中� i後|前|後� 1 

1車場遺跡�  . 

3城山遺跡�  O 0 10 
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e
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。
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一@
一
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8新邸遺跡�  
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。
0

一
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10因子山 遺 跡� 

0…


。一。

O 

表� 1 志木市の遺跡の概要(。は主体と なる時期)� 
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落跡であることが知られてきている。また、未発表ではあるが旧石器時代の石器集中地点、 縄文時代

後・晩期の遺構・遺物も発見されている。

第� 3節 発掘調査の経過

発掘調査は平成11年 8月3日から開始した。表土剥ぎはパックホー ・ベールローダー・ダンプカーを

使用し、調査区北側から行な った。� 

10日からは調査区北隅に基点を設け、調査区の形状に合わせて10m間隔に杭打ちを行ない、グリッド

を設定した。グリッドの配列は、基点から南東に向けてA~F 、 南西に向けて 1 ~12 とし た。 

16日か らは調査協力員を導入し、調査区北側か ら遺構確認作業に入り、順次南側に進んでいったが、

語詮1 8月� 9月� 

表土剥ぎ� W..&ø'~ 
遺構確認、� Z量密� z 
17号方周� ~防協~
180Y 話努� 

181Y 

182Y 

183Y 

184Y 

185Y 

186Y 

187Y 臨死� 

188Y ~ 

10月� 11月� 12月 謁詮1 日月� 9月� 10月� 11月� 12月

220Y !WAi 
221Y 協隊� 

%事後	 222Y 珍協� 

223Y ~ 

~ 224Y 協綴�  

勿勿~ 225Y lfP}. 

滋鋭� 226Y 珍~ 出 
協� 227Y ~ 

観� 228Y ~ 

!WAi 229Y 勿忽� 

230Y 	 z 
231Y 	 協 ‘� 

189Y E腕� 232Y 	 修~ 

190Y 被	 233Y 

191Y 2防協 書留� 234Y 	 級勿後� 

192Y lWa. 235Y 	 努事� 

I 193Y ~勿勿後 236Y ~ 

~ 237Y 降� 
195Y 珍勿脇� 238Y 幽� 
196Y ~ 239Y 協� 

197Y E協働�  240Y ~ 

2 	 ~198Y 	 241Y 

199Y 諺磁:a� 242Y 2量� 

200Y 務� 243Y w. 
201Y 2日� 244Y 協� 

202Y 腕瀦磁陣� 245Y 修担� 

203Y B 246Y 詔� 

204Y 滋滋滋軍事� 247Y 窃� 

205Y 援� 248Y a 
206Y 四 249Y h両	 γ 

207Y 250Y 2 
208Y 251Y ，，J 

2断 | llH ~ 


210Y 場� 12H 勿脇 
  

211Y 沼� 345D s 

212Y 	 ~・ 346D 認� 

213Y 	 ~ 347D 協 舘 脇 �  

214Y 脇� 348D 初努観� 

215Y ~容量 349D 5事� 

216Y 段勿~ 350D 夜� 

217Y 勿Z現� 351D 援� 

218Y 勿勿滋� 352D 話� 

219Y 1 協� 353D 	 ~ 

表� 2 調査進行表� 
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北半は遺構が密集していて数十軒の住居跡の存在が予測できた。また、 18日には (A. B -4 ~ 6) グ

リッドに大型の方形周溝墓(1 7号方形周溝墓)がある ことが確認できた。遺構の分布は南側にいくに従っ

て希薄になることがうかがえた。 

17号方形周溝墓は多くの住居跡と重複していたが、プラン確認の結果すべての住居跡を切っているこ

とが判明、 23日からは方形周溝墓の調査に入った。 

26日からは 180号住居跡を掘り始めるが、大半の労力を方形周溝墓にあてた。 

9月 9日からは方形周溝墓の土層図を取り始めるが、、北東溝の土層観察ベルト中に鳥形土器を発見

したのは 10日のことであった。 

24日か らは住居跡の本格的調査にとりかかる。作業は遺構の重複の少なく、比較的調査が容易と思わ

れる調査区南側から、写真撮影 ・測量などの記録作成を行ないながら順次進めていった。 

30日には 1ヵ月にも及んだ方形周溝墓の調査を終え、 10月 5日に空中撮影を行な った。 

10月中旬に入り、作業は遺構の密集する調査区北側に徐々に進み、数軒が重複する住居跡もあり、調

査は困難をきわめた。住居跡の中には、少数ながらベッド状遺構と思われる施設をもつものや、住居の

主軸を短軸にもつものなどが認められた。

これらの遺構の諸記録を作成 し、 12月24日には全体の空中撮影を行ない、全作業を終了した。 
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第� 2章 検出さ れた遺構と遺物

第� 1節 弥生時代末葉から古墳時代初頭の住居跡� 

180号住居跡(第� 4・5図)

〔位置JD-3 G。

〔住居構造〕南壁の一部は破壊されている。(平面形)隅丸方形。(規模)� 380 x 360cmo (主軸方向)� N-

80 Eo (壁高) 28~41cmを調印 、 急斜に立ち上がる。(床面)壁際と 、 炉の周辺を除い てよく 硬化し0 
-

ている。(炉〉住居中央から南東に偏って位置する。� 70X50cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 10cmを

測る。炉中央部に礁が配される。(柱穴)住居に伴う柱穴は検出されなかっ た。西側壁際の� l本は入口

施設に関係しょうか。(貯蔵穴)南西壁下、やや南に偏って位置する。� 45X 35cmの円形を施 し、 深さ� 26 

cmを測る。貯蔵穴東側に高さ� 3~ 4cm ・幅30~40cmの凸堤が弧状に構築さ れ る。

〔覆土〕
 

1層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロ ックを含む。
 

2層 黒褐色土� (10YR3/2)。ローム粒子 ・炭化物粒子を含む。
 

3層 黄褐色土� (10YR5/6)。ロームブロックを多く含む。貼床充填土。
 

o、� 
-̂

-̂ 

"，，"'・ ー� 

0 0  

2m 

第� 4図� 180号住居跡� 0/60) 第� 5図床硬化面� 
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〔遺物〕南西側床面上から比較的多く出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

180号住居跡出土遺物(第 6・7図)

壷形土器 (1・ 5・8) 

1は体部中位から下半にかけて 1/2程度遣存する。外面は体部中位が横、下位は斜、底部付近は縦方

向のハケメ調整後、横方向にへラミガキを施す。内面の調整は体部中位がへラナデ、下位は横方向のへ

ラミガキが施される。 色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/3)を呈するが、 2ヵ所に黒斑がみられる。外面

は赤彩される。 胎土は白色粒子、 1---2mmの細礁を僅かに含むが轍密である。床面上から散乱した状態

で出土した。 

5・8は底部破片。 5は小型で底径5.5cmを測る。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面に

はへラナデした工具痕が残る。色調は灰黄褐色 (10YR4/2)を呈し、胎土には砂粒、細礁、軽石と思

われる白色粒子を含む。住居南壁際床面上の出土。 8は底部に木葉痕が残る。外面はへラナデされるが

ハケメ痕を残す。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈する。外面は赤彩される。煤が底面に付着する。

胎土には白 ・黒色粒子を多く、細離を僅かに含む。覆土中の出土。

高杯形土器 (2) 

脚台部を欠損し、杯部は 1/2程度追存する。推定口径20cmを測る。接合部からゆるく内湾しながら口

縁部へ至り直線的に立ち上がる。内外面ともに口唇部は横方向にへラナデされる。杯部上半は横方向、

下半は縦方向にへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈し、内外面ともに赤彩され

る。 胎土は砂粒、細離を僅かに含むがきめ細かい。床面上の出土である。

聾形土器 (3・4・6・7) 

3は完形の台付蓋形土器である。口径11.5cm・裾径24cm・器高28cmを測る。最大径を体部上半にもち、

頭部でくびれ、口縁部はゆるやかに外反する。脚台部はやや直線的に聞く。 口層部はハケ状工具により

平坦面が作られ、外縁に同一工具によりやや左方向から刺突された刻みが一周する。外面はへラナデさ

れるが口縁部が縦方向、体部は斜方向、脚台部は縦方向のハケメ痕を残す。 内面は体部中位以上が横方 

2 。 10 cm 

第 6図 180号住居跡出土造物 1(1/4) 
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向にへラナデさ れるがハケメ

痕を残す。脚台部内面は上位� 

4 	
縦方向、下位横方向 にハケメ� 

調整されるが、へラナデのた

めハケメ痕が消されている� O~)) 色調は にぶい赤褐色� (2.5YR 

6 
4/3)を呈する。外面 には煤

が付着し、内面体部中位には

ぎケ 炭化物がこびりついている。� 

8 
7 	 5cm 

胎土に は砂粒、 細蝶を含む。� 

南コーナ 一、 床面上からの出
第� 7図� 180号住居跡出土遺物� 20/3) 

土である。� 

4・6は口頭部破片。� 4は口唇部にハケ状工具を刺突した刻みが施される。内外面ともにへラナデさ

れるが、外面縦方向、内面横方向のハケメ痕が残る。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈する。外面には

煤が付着する。胎土には砂粒、細礁、白色粒子を含む。南西ピット脇床面上の出土。� 6は口唇部にやや

右方向から刺突された刻みが施される。調整は� 4と同じ。色調は灰褐色� (5YR4/2)を呈する� 胎士O

には砂粒、細離を含む。覆土中の出土。� 

7は台付費形土器の脚台部破片である。内外面ともにへラ ナデされるがハケメ痕を残す。脚端部にも

ハケメ痕が残る。色調は褐色� (7.5YR4/3)を呈する。胎士には砂粒、細操、 白色粒子を含む。覆土中

の出土。� 

181号住居跡 (第 8・9図)

〔位置JA-6 G。

〔住居構造〕東側は破壊されている。(平面形)間丸長方形。(規模)450 x 400cmo (主軸方向)� N -290 

Wo (壁高)24~34cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)住居西側がよ く 硬化してい る 。 (炉)住居中

央から北西に偏って位置する。� 80x45cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 15cmを測る。炉西側に礁が配

される。(柱穴)各コーナーにある� 4本が主柱穴である。(貯蔵穴)南東コーナーに位置する� o 50 x40cm 

の楕円形を呈し、 深さ� 31cmを測る。貯蔵穴北側に高さ� 4~ 7cm ・幅30~40cmの凸堤が構築さ れる O

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子・ 小ブロックを含む。
 

2層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。
 

3層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子・ブロ ックを多く 含む。
 

4層 黒褐色土(10YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕貯蔵穴付近、南西壁際から出土した。

〔時期〕弥生時代末葉� 

181号住居跡出土遺物 (第 10図)

壷形土器(1)

小型の土器で体部中位以下� 1/2程度遺存する。全体の器形は不明であるが、体部は最大径をやや下半� 

8 




にもつ球状を呈する。外面はへラミガキされるがノ、ケメ痕を残す。内面はへラナデされる。内外面とも

に遺存状態が悪い。色調は明赤褐色� (2.5YR5/6)を呈する。胎土は白色粒子、� 1~ 2mmの細離を僅か

に含むがきめ細かい。貯蔵穴からの出土である。

整形土器� (2 ~ 4) 

2・3はともに護部と脚台部の接合部破片で、脚台部は裾部にかけてやや直線的に聞く。� 2は護部と

脚台部の接合がよくわかる例である。天井部が抜けた脚台に、ソケット状の突起を挿入して護部と脚部

を接合している。外面はへラナデされるが縦方向のハケメ痕を残す。内面はへラナデされる。色調はに

ぷい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。護部外面には煤が付着する。胎土は砂粒、� 1~ 2mmの細際、軽石と� 

.ι.ー

¥久¥i-... 

、� ¥

?ム
¢ラ
 ' ，I 1_

@ 

.] 

.1ι.. 

。
。
 

蕊支下三"---へく二二子� ~~ミ
州四刺繍欄~ミミミ蕊ぶ馴附 1m 

第� 8図� 181号住居跡� 0/60) 

必¥� 
2 

O 
O 判ドマ� 

3 10ロn 

t 
。

第� 9凶 床{皮化血 第10図� 181号住居後出土迫物� (1/4) 
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推測される樟色~白灰色の� 2mm前後の粒子を多量に含む。南西壁際からの出土である。� 3は聾部との接

合強化のため、脚台部天井に粘土を補強しているのが観察できる。外面はナデられるが縦方向のハケメ

痕を残す。内面はへラナデされるが、その際の工具痕が残る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈す

る。胎士は� 2mm前後の赤褐色粒子、� 1~ 2mmの細擦を含むが細かい。西コーナー付近床面上からの出土

である。� 

4は聾部のみ1/2程度遺存する。推定口径16cm。最大径を体部中位にもち、頚部は直立ぎみに立ち上

がり、口縁部はやや外反する。口唇端部はハケ状工具によるナデの後、同ーの工具でやや左から刺突し

た刻みが一周する。体部は球状を呈する。外面はへラナデされるが口縁部と頚部が横方向、体部中位ま

でが斜方向、以下縦方向のハケメ痕を残す。内面は口縁部から体部中位までヨコナデ、以下縦方向にへ

ラミガキされる。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈する。外面には煤が付着し、内面体部下半には炭化

物がこびりつく。胎土は砂粒、� 1~2mm程度の細離を含むが細かい。東コーナー付近の床面上から出土

している。� 

182号住居跡(第11・12図) 

C{立置J A-6G。

〔住居構造〕東側は17号方形周溝墓に切られる。(平面形)楕円形。(規模)不明X360cmo (主軸方向〉 

S -650 -Wo (壁高)30~39cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(床面)全面に貼床される。北側の一

部と貯蔵穴西側の一部が硬化している。(炉〉住居中央から西に偏って位置する。� 50X 35cmの楕円形を

呈する地床炉で、深さ� 5cmを測る。(柱穴)検出されなかった。(貯蔵穴)北東コーナーに位置する。大

半は破壊されているが、深さ� 19cmを

、 ¥�  測る。貯蔵穴西側に高さ� 4 ~18cm . 

幅25~50cmの凸堤が巡っている。書� 
〔覆土〕不整合な堆積で、埋め戻さ

れた感がある。� 

1層黒褐色土(10YR3/2)。ロー

ム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒

子を僅かに含む。� 

2層暗褐色土�  (10YR3/3)。ロー

ム粒子を多く含む。焼土粒子を僅か

に含む。� 

.1l.J' 

ミぶ応対話

2m 
OiI 

第11図� 182号住居跡� 0/60) !:l' Jl!H2図休u化1(11 
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3層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を含む。炭化材小片を僅かに含む。
 

4層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を含む。炭化材小片を含む。
 

5層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。
 

6層 暗褐色土(1� 0YR3/3)。ローム粒子を多く含む。
 

7層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子、焼土粒子を含む。
 

8層 褐色土(10YR4/6)。ロ ームブロ ックを多く含む。貼床充填土。


〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。


〔時期〕弥生時代末葉。


〔所見)覆土中から焼土と炭化材が多く検出されたことから焼失住居の可能性が大きい。
 

182号住居跡出土遺物� (第13図 ・第� 195図1)


壷形土器(2・3)
 

2は肩部破片。� Rの無節斜縄文が施される。文様の上位と下位には� S字状結節文がめぐるが縄文帯下

位の結節文はへラミガキで消されている。縄文帯以下は丁寧にへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色� 

(5YR5/3)を呈し、 縄文帯以外は赤彩される。胎土は砂粒、細礁、白色粒子を僅かに含むがきめ細か

く.堅撤である。覆土中の出土である。� 

3は体部破片。外面はへラミガキが施されるがハケメ痕を僅かに残す。内面は剥離が著しい。色調は

にぶい赤褐色� (5YR5/3)を呈し、赤彩される。胎土には砂粒、細離を含む。覆土中の出土。

聾形土器(1)

口頭部破片。口唇部には左方向から浅く刺突した刻みが加えられる。外面と内面口縁部はへラナデさ

れるが、広 く粗いハケメ痕を残す。内面の頚部以下はへラナデされる。色調はにぷい赤褐色� (5YR 

5/4)を呈する。胎土は砂粒、� 1~ 3 mmの細機、白色粒子を含み粗い。覆土中の出土。

土製勾玉(1)

頭部1/2程度遺存する。現存長3.2cm .径1.8cm・孔径� 2~ 4 mm・重量7.5gを測る。表面は丁寧にナデ

Oられる� 子Lは左から右方向に穿孔されている。色調はにぶい黄褐色(10YR5/4)を呈する。胎土には

砂粒、細礁を含む。覆土中の出土。� 

183号住居跡 (第 14図)


〔位置� JA -6 Go 


〔住居構造J17号方形周溝墓に大 


部分が切られる。(平面形〉不明。

(壁高) 18~37cm を測り、 急斜に立

ち上がる。(主軸方向) N-400 

Wo (壁溝) I幅 16~25cm .下幅� 4cm 

前後・深さ� 5cm前後を測る。(床面)

壁際を除き良く硬化している。南 、東側は部分的に床面が高くなって

いる。(炉)住居中央に位置する。� 
2 

-ーーーーーーーー
5，" 

130 x 50cmの楕円形を呈する地床 第13図� 182号住居跡出土造物� 0/3) 
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炉で、深さ� 33cmを測る。(柱穴)主柱穴は� 4本検出された。 (貯蔵穴)南壁下に位置する。� 46x60cmの楕

円形を呈し、深さ33cmを測る。貯蔵穴西側に高さ� 2~8cm ・幅15~22cmの凸堤が弧状に構築される。

〔覆土〕ロ ームブロ ック を多量に含み、埋め戻された可能性が大きし、。� 

l層 黒褐色土� (10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。� 

2層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

3層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。� 

4層 黒褐色土� (l OYR2/2)。ローム粒子、焼土粒子を僅かに含む。� 

5層 暗褐色土� (7.5YR3/4)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。� 

6層 黒褐色士(lOYR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。� 

7層 黒色土� (10YR1.7/1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。� 

8層 黒色土� (7.5YR1.7/1)。ロ ーム粒子を含む。� 

9層 黒色土� (7.5YR2/ 1)。ローム粒子、焼土粒子を含む。� 

10層 黒褐色土� (10YR2/3)。ローム粒子を含む。� 

11層 黒色土� (7.5YR1.7/ 1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。焼土粒子、 炭化物粒子を含む。� 

/
-@ 

U 

/ I 

B-② 

。f
A 1Lf• 

、総選

。
匝画面� 

1m 

第14図� 183号住居跡� 0/60) 
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12層 黒褐色士� (1 0YH2/2)。ロー ム粒子を多く含む。� 

13層 極暗褐色土� (7.5YR2/3)。ローム粒子、炭化材小片を含む。焼土粒子を多く含む。� 

14層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。焼土粒子 ・小ブロ ックを含む。� 

15層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ロ ーム粒子 ・小ブロックを多く含む。� 

16層 極暗褐色土� (7.5YR2/3)。焼士粒子 ・小ブロックを多く含む。� 

17層 黒褐色土� (1 0YR2/3)。ローム粒子を多く含む。� 

18層 暗褐色士� (7.5YR3/4)。ロ ーム粒子 ・小ブロックを多く含む。

〔遺物〕東コ ーナー付近か ら多量に出土する。床面上に炭化材が散乱している。

〔時期〕古墳時代初頭

〔所見〕覆土中に焼土と炭化材が多 く検出されたことから焼失住居と思われる。� 

183号住居跡出土遺物(第15図)

高杯形土器(1)

脚台部を欠損し、 杯部は� 1/2程度遺存する。推定口径� 18cmを測る。杯部下端か ら内湾しながら立ち上

がり口縁部は僅かに外反する。内外面と もに口唇部は横ナデ。以下、縦方向にへラミガキが施されるが

横方向のハケメ痕を残す。色調は明赤褐色� (2.5YR5/6)を呈する。胎土は砂粒、� 1mm程度の細礁、軽

石と思われる� 1~2 mmの白色粒子を含むが細かい。貯蔵穴凸堤付近からの出土である。

聾形土器(2� ~ 4) 

2は脚台部と護部下半を� 1/2程度欠損する。口径� 23.5cm。最大径を体部中位にもち、頚部はやや「く 」

字状を呈し、口縁部は外反する。体部は球状を呈する。口唇部にハケ状工具により平坦面を作り、外縁

部には同一工具を刺突した刻みが一周する。外面はへラナデされるが口縁部が縦、体部上半が斜、下半

が縦方向のハケ メ痕を残す。内面は口縁部から体部中位までへラナデされるが横万向のハケメ痕を残す。

下半は横方向にへラナデされる。色調は明赤褐色� (2.5YR5/6)を呈する。外面体部上半には煤が、内

。� 1ocm 

第15図� 183号住居跡出土造物� 0/4) 
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面下半には炭化物が付着する。胎土には 1~ 2 rnrnの細離を含む。 住居東側の床面上からの出土である。 

3は護部のみ2/3程度遺存する。口径約 23crnを測る。最大径を体部中位にもち、頚部はやや「く J字

状を呈し、口縁部は 2より大きく外反する。体部は球状を呈する。 口唇部はハケ状工具で一旦ナデられ

た後、同ーの工具で交互に刺突した刻みをもっ。外面はへラナデされるが体部上半は横、下半は斜方向

のハケメ痕を残す。内面口縁部はへラナデされるが横方向のハケメ痕を残す。体部はへラナデされるが、

中位以下は組いへラミガキが施される。色調は赤褐色(10YR4/3)を呈する。外面には口縁部付近に

煤が、内面には中位以下に炭化物がみられる。胎土は黒色砂粒、 1rnrn前後の細離を含む。東コ ーナー付

近床面上及びピット上から出土。 

4は小型の土器。脚台部と聾部下半を 1/2程度欠損する。口径11.5c皿を測る。最大径を体部中位に も

ち、頚部は「く」字状を呈し、口縁部はやや内傾ぎみに聞く。口唇部はハケ状工具で一度平坦にナデら

れた後、同ーの工具で右方向からやや深めに刺突した刻みが一周する。 体部は球状を呈する。外面はへ

。内由はし、ハケメ は広く深ラナデされるが口縁部は縦、頚部以下は斜方向のハケメ痕が一部分に残る。

へラナデされるが、体部中位に僅かにハケメ痕が残る。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈する。外

面には煤の付着がみられ、特に体部上半に顕著である。内面体部下半には炭化物がこびりつく 。胎土は

薄茶・黒・白色粒子や細礁を含むが細かし 1。住居東コーナーピット付近床面上の出土である。 

184号住居跡(第16図)

〔位置) B -6 G。

〔住居構造〕住居の大部分が 17号方形周溝墓に切られる。(平面形)不明。 (壁高) 39~55crn を測り、 急

斜に立ち上がる。(床面)全体に軟弱である。(炉) 17号方形周溝墓に破壊されたも のと思われる。(柱

穴)検出されなかった。

〔覆土〕 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。 

2層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを含む。炭化物粒子を僅か

に含む。
 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む 0
 

4層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。
 

5層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ロ ーム小ブロックを含む。


〔造物〕覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕大部分が17号方形周溝墓に破壊されている ため詳細は不明であるが、 東壁 ・西壁のあ り方から

住居跡 2軒の可能性があ る。 

184号住居跡出土遺物(第 17図)

聾形土器(1~ 3) 

lは台付聾形土器の脚台部。内外面ともにへラナデされるが外面縦方向、内面横方向の組いハケメ痕

が残る。色調は褐色 (7.5YR4/3)を呈する。胎土には砂粒、細離を含む。 

2は口頭部破片。摩耗が著しく確認困難であるが、口層部外面に刻みを もっ土器である。色調は灰黄

褐色 (10YR5/2)を呈する。胎土には輝石と白色砂粒を多 く含む。 

14-
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第16図� 184号住居跡� 0/60) 

3は体部破片。外面はへラナデされるがハケ

メ痕を残す。内面はへラナデ。色調はにぶい赤

褐色� (5YR4/4)を呈する。胎土には砂粒、細

礁、軽石と思われる� 2mm前後の白灰色の粒子を

¥含む。

いずれも覆土中の出土である。
3 

5CIIi 

185号住居跡(第18・19図) 第17図� 184号住居跡出土遺物� 0/3) 

〔位置JB -6 G。� 

[住居構造〕 住居の中央が17号方形周溝墓に切られる。(平面形)長方形。(規模)620x530cm (主軸方

向)� N-50o -Eo (壁高)23~ 3 4 cmを測 り 、 急斜に立ち上がる。(床面)貼床が施されている。全体に

軟弱だが、部分的に硬化している。(炉)17号方形周溝墓に破壊されたものと思われる。(柱穴)検出さ

れなかった。

〔覆土〕 大きく撹乱を受けているが、レンズ状の堆積状態を示す。� 

1層 黒褐色土� (10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色士� (7.5YH3/ 1)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。



/ 


185Y 

A'lLJa 

ぷ点雨対長選言� 
1m 

第� 18関� 185・207号住居跡� 0/60)

4

4
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日
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3層 黒褐色士 (7.5YR3/ 1)。ローム粒子を僅かに含む。 

4層 黒褐色士 (10YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕 覆土中か ら僅かに出土 した。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
 

185号住居跡出土遺物(第20図)


壷形土器(1)


肩部破片。外面は、 LRの単節斜縄文が施され、縄文帯下端には S字状結節文がみ られる。以下ハケ


メ調整後へ ラミガキさ れる。内面は剥離が顕著。 色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4) を呈し、縄文帯以

外は赤彩される。 胎土は砂粒、細離を含む。覆土中の出土。

聾形土器 (2~ 4) 

いずれも体部破片で、器面はへラナデされるがハケメ痕を残す。色調は、 2が褐灰色 (7.5YR4/1)、 

3が灰黄褐色(1 0YR4/2)、 4が暗灰色 (N3/0)を呈する。 2・3の胎士には白色砂粒、細離を含む。 

4は砂粒、細棟、 2mm前後の樫色粒子を含む。

いずれも覆土中の出土。 

186号住居跡(第21・22図)

〔位置JC-6 G。

〔住居構造J(平面形)楕円形。(規模) 520x455cmo (主軸方向) N -350 
- Wo (壁高) 27~38cmを測

り、急斜に立ち上がる。(床面)壁際と炉の周辺を除き、よ く硬化している。(炉)住居中央から北に偏っ

て位置する。 100X70cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 15cmを測る。(柱穴) 5本検出された。 主柱穴

は各コーナーの 4本である。南壁際の 1本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)南東壁下に位置する。径 55 

COlの円形を呈し、深さ 27cOlを測る。周辺には高さ 5~14cm ・幅15"""'55cmの凸堤が構築されている。

〔覆土〕覆土中にロ ームブロックが多く、埋め戻された感が大きい。
 

l層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

2層 黒褐色土 (10YR2/2)。ローム粒子を含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

3層 黒褐色土 (10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
 

4層 黒褐色土C1 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。
 

5層 黒褐色士C1 0YR2/3)。ローム粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色土C10YR2/3)。ロ ーム粒子を僅かに含む。焼土粒子、炭化物粒子を含む。
 

7層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。炭化物粒子を多く含む。
 

8層 黒褐色土(1 0YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

9層 黒褐色士C1 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

10層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。
 

11層 黒褐色土(10YR2/2)。炭化材片を多く 含む。
 

12層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。焼土ブロックを含む。
 

13層 黒褐色士C1 0YR2/2)。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
 

14層 黒褐色土C10YR3/2)。ローム粒子を含む。


〔遺物〕覆士中から僅かに出土した。 
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〔時期〕弥生時代末葉。

〔所見〕覆土中に焼土・炭化物粒子を多く 含み、床由上には炭化材が散乱する ため、焼失住居の可能性

が大きい。 

186号住居跡出土遺物(第23.24図)

壷形土器 (2・4) 

いずれも複合口縁部破片。 2は口縁部内外出に RLの単節斜縄文が施される。内面縄文帯内には円形

赤彩文がみられる。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)を呈し、縄文帯を除き赤彩さ れる。胎土には砂

粒、細礁、軽{jと思われる 2rnrn前後の白色粒子を僅かに含む。 4は内外出と もへラ ミガキされるが僅か

にハケメ痕を残す。色調はにぷい赤褐色 (2.5YR5/4)を呈し、赤彩される O 胎士は砂粒、 細磯を含む

がきめ細かい。ともに覆土中の出土。

高杯形土器(1)

脚台部と杯部1/2程度を欠損する。推定口径16cmを測る。杯部は鉢状を呈し、体部はほぼ直線的に聞

き、口縁部は僅かに内湾する。器厚は口縁部以外一定であ る。内外面ともに縦方向にへラミガキされる。

口唇部はヨコナデ。色調は明赤褐色 (2.5YR5/6)を呈する。内外面ともに赤彩されるが、 全体に摩耗

が著 しく斑点状に剥離している O 胎土は砂粒、細擦を含むが細かし、。覆土中の出土である。 250号住居

跡の土器片と接合する。

鉢形土器(3 ) 

複合口縁部破片で、高坪形土器の可能性もある。 口唇部はやや角頭状を呈する。外面はへラナデされ

るがノ、ケメ痕を残す。内面は丁寧なナデ。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4) を呈する。 外面は焼成後

赤彩されるが摩耗が著しい。胎士は砂粒、細際、白色粒子を含むがきめ細かく 堅轍であ る。 覆土中の出

土である。

聾形土器(5・6) 

5は頚部破片。内外面ともにへラナデされるがハケメ 痕を残す。色調は黒褐色(1 0YR3/1)を呈す

る。胎土には砂粒、細操、白色粒子を含む。 

6は口頭部破片。口唇部は一度平坦に面取り した後、やや右方向から刺突した刻みが施される。内外

面ともにへラナデされるがハケメ痕を残す。色調は黄灰色 (2.5YR4/1)を呈する。口唇部には煤の付

着がみられる。胎土には砂粒、細擦を含む。

いずれも覆土中の出土である。 

187号住居跡(第25・26図)

〔位置 JC -6 G o 

〔住居構造J (平面形)円形。(規模) 470X460cmo (主軸方向) N-630-Eo (壁高) 25~40cmを測り、

急斜に立ち上がる。(壁溝)上幅1O~15cm .下幅 4~ 8 cm・深さ 1~ 6 CIIlを測り ほぼ全周する。(床面)

住居西側と東側の一部がよく硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。 60X 55cIIlの楕円

形を呈する地床炉で、深さ 5cmを測る。炉東側に礁が配される。(柱穴)主柱穴は検出されなかった。

西壁下の小ピットは入口施設と思われる。(貯蔵穴)南西壁下に位置する。 50X60CIIlの楕円形を呈し、

深さ 26cmを測る。 
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〔覆土〕
 

1層 黒褐色土(1� 0YR3/2)。ローム粒子を含む。部分的に焼土粒子を含む。
 

2層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子を僅かに含む。
 

3層 黒褐色士� (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを含む。


〔遺物〕炉の周辺から多量に出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。
 

187号住居跡出土遺物(第27図)


壷形土器c1・� 2) 


1は1/3程度遺存する。推定口径� 21cmを1111Jる。 体部下半に最大径をもち、頭部はゆるやかに外反し、

複合口縁部は僅かに内湾する。口縁部には棒状浮文が� 4本l単位で貼付される。下端には極めて浅い刻

みが加えられる。 装飾文様帯は頭部か ら肩部にかけてあり� 7段の文様で構成される。施文はまず� 2・� 

4・6段目に� 7条� 1単位の櫛歯状工具による横線文を施し、次に同一工具による櫛描波状文を� 1・3段

日にめぐらす。� 5段目には櫛歯状工具によりコンパス文状に施文した半円文が、� 7段目には先端が鋭い

棒状ないしへ ラ状工具で描いた重鋸歯状文が施文される。 外面の整形は、口唇部ヨコナデ、口縁部は横

方向のハケメ調整後、縦方向にへラミガキされるが、下端と棒状浮文の周囲に僅かにハケメ痕を残す。

頭部以下は頚部縦方向、体部横方向にへラミガキされるが、頭部縦方向、体部斜方向のハケメ痕が僅か

に残る。内面は口縁部横方向

のへラミガキ、頚部以ドはへ

ラナデされる。色調は灰黄褐

色(10YR4/2)を呈 し、外面

は文様帯以外と口縁部内面は

赤彩される。遺存状態が悪く

0.'
一迫ザ 

o 

a く堅轍である。� 

AUJ-

O 

O ル� o 
O 

¥。 

鮮明ではないが文様帯内にも

赤彩された可能性がある。外

面頚部と体部ド半、内面口縁� 

部に黒斑がみられる� 胎土はO

砂粒、細離を含むがきめ細か

2吊

第25図� 187号住居跡� 0/60) 第26図床硬化面
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第27図� 187号住居跡出土遺物� 0/4) 

2は頚部である。外面は縦方向のハケメ調整後、縦方向にへラミガキされるがハケメ痕を残す。内面

は横方向のハケ メ調整後、上部は横方向、下部は縦方向にへラミガキされるがハケメ痕を残す。肩部に

は鋸歯状の沈線文が一部確認できる。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈し、内外面は赤彩される。

胎士は砂粒、小擦を含むがきめ細か く堅織である。住居中央床面上からの出土である。

整形土器� ( 3 ) 

聾部1/2程度と脚台部を欠損する。口径� 21cmを測る。最大径を体部中位にもち、 頭部は「く」字状に

屈曲し口縁部はやや外反する。 口唇部は平坦にナデられるが僅かに粘土のはみ出 しがみられる。体部下

半に明瞭な輪積痕を残す。内外面は丁寧にへラナデされるが、外面に僅かにハケメ痕を残す。色調は褐

色� (7.5YR4/3)を呈する。上半部には煤が僅かに付着する。胎土には軽石と思われる� 1-3 mmの白色

粒子が含まれる。南東側床面上か らつぶれた状態で出土 した。� 

188号住居跡(第28・29図)

〔位置� J C -8 G。

〔住居構造J(平面形)楕円形。� (規模)340 x 310cmo (主軸方向)� N -60 Eo (壁高) 39-42cmを測0 
-

り、急斜に立ち上がる。(床面)炉の周辺がよく硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。� 

40 x 25cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5cmを測る。(柱穴)主柱穴は検出されなかった。西壁際の� 

l本は入口施設と思われる。� 
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〔覆士〕� 

1層 黒褐色士� (7.5YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。 焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土 (1叩OYR2/2の)0ロ一ム粒子を多く含むO焼十� 

3層 黒褐色土� (σ7.5YR2/1) ロ一 ム粒子を多く含むO0

4層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子を多 く含む。ローム小ブロックを含む。� 

5層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多 く含む。

〔遺物〕炉の周辺から比較的多 く出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

188号住居跡出土遺物(第30・31図)

壷形土器(1~ 3) 

1は口縁部と底部を欠慣する。球状の体部から ゆるやかに内湾し肩部に至り、頚部は大きく外反する。

最大径を体部下半にもち玉葱状を呈する。 外面の調整は、 頚部縦方向、体部横方一向にへラ ミガキされる。

頚部から肩部にかけては上位から下位へと順に縄文が施されるO 最初に2条のS字状結節文をめぐらせ、

次に� LRの単節斜縄文を羽状に4段施す。以下、� 2条の� S宇状結節文を� 4段日の縄文と重なるように施

文する。内面はへラミガキされたと恩われるが、斑点状の剥離が著しく観察が困難である。色調はにぶ

い赤褐色� (5YR5/4)を呈する。外面の縄文帯以外と内面頚部は赤彩される O 胎土は砂粒、� 2~ 3mm 

の細礁を僅かに含むが細かい。住居東側床面上からの出土である O 

2は口頭部と体部下端を欠損する。最大径を体部下位もち玉葱状を呈すると思われる� 外由は斜方向O

にへラミガキされるがハケメ 痕を残す。肩部には縄文が上位から下位へと施文される。� RLの単節斜縄

文を羽状に 5段施し、下位には2条の S字状結節文がみ られる。結節文は端末を結んだ物である� 内面O

はへ ラミガキされたと思われるが、剥離が著
亡ユ� 

¥ 

。@� 
② 

議1 

@ 

しく 詳細は不明である� 色調は褐色� (7.5YRO

4/3)を呈する。外由は縄文帯以外は赤彩さ

れるが、器面の荒れが激しい。外面には棒状

の黒斑がみ られるO 胎土には� 1~ 2mmの白色

粒子や� 1~ 2mmの細礁を含Uo 住居中央の炉

付近床面上から出土した。� 

3は複合口縁部破片。日縁部外面と口唇端

部には付加条の縄文が施され、複子7日縁部下� 

loA 

¥
一一/

 
():lO 
o 

2m 

第28図� 188号住居跡� 0/60) 第29l火| 床鈍化面



宅L

。

第30図 188号住居跡出土遺物 10/4) 

端には刻みが加えられる。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈

し、内面は赤彩される。胎上は砂粒、細操、軽石と思われる 2rnrn 

前後の白色粒子を含み粗い。覆土中の出土。
5cm 

恒面画面画面面画面ー画面画面d

聾形土器(4)
第31図 188号住居跡 

台付整形上器の脚台部破片。 器壁は薄い。外面はへラナデされ 出土造物 20/3) 

るがハケメ痕を残す。色調は灰黄褐色C10YR4/2)を呈する。

外面には煤が僅かに付着する。胎士には白色粒子、細礁を含む。覆土中の出土。 

189号住居跡(第32図)


〔位置JC -8 G。

0 

-〔住居構造J(平面形)長方形。(規模) 490 x340crno (主軸方向) N -30 Wo (壁高) 5 ~12crnを測

り、 急斜に立ち上がる。(壁溝) 上幅 8-20cm・下幅 7-12cm・深さ 6-22cmで全周する。(床面)全面

貼床されよ く硬化している。中央がすり鉢状にくぼむ。(炉)検出されなかった。(柱穴〉南コーナーを

中心にした壁際にピットが集中する。 

l層 黒褐色土 C10YR3/2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。
 

2層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム小ブロックを多く含む。
 

3層 黒褐色土 C10YR3/2)。ロ ーム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

4層 黒色土 (7.5YR2/1)。 ロー ム粒子を含む。
 

5層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ロー ム粒子を多く含む。
 

7層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを含む。
 

8層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多 く含む。硬質。 貼床。
 

9層 黒褐色上(10YR3/2)。ロ ーム小ブロックを多く含む。貼床充填土。


〔遺物〕覆土中から僅かに出土 した。

〔時期〕 弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕住居北側コーナーを除き壁際に多くのピットが確認された壁柱穴であろうか。



189号住居跡出土遺物(第 33図)

壷形土器(1・ 4) 

1は複合口縁部破片。複合口縁部下端にはへラ状工具の刺突によ る刻みが加えられる。内外面ともに

へラナデされるがノ、ケメ 痕を残す。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈 し、外面は口唇部を除き赤

彩される。胎土には砂粒、 細離を含む。覆土中の出土。 

4は頚部破片。外面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。内面はナデ。色調は灰黄褐色(I OYR4/2)

を呈する。胎土には砂粒、 細操、軽石と思われる浅黄樟色粒子を含む。貼床中の出土。

聾形土器 (2・3) 

2は口頭部破片。口唇部にハケ状工具を深めに刺突した刻みがみられる。 内外面ともにへラナデされ

るがノ、ケメ痕を残す。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。外面には僅かに煤がハケメの中に残っ て

いる。胎土には砂粒、細礁を含む。 

3は体部破片。内外面ともにへラナデされるがハケメ 痕を残す。色調は黒褐色 (7.5YR3/1)を呈す

る。外面は煤の付着がみ られる。胎土には砂粒、細礁、白色粒子を含む。

ともに覆土中の出土。
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190号住居跡(第34・35図)

〔位置JC -8 G。

0〔住居構造〕住居北側が大きく破壊されている。� (平面形)楕円形?� (規模)320 x 300cmo (主軸方向)� 

N-400 -Eo (壁高) 26~29cmを測り 、急斜に立ち上がる。(床面)南側が貼床されている。床面は部

分的に硬化している。(炉)破壊された部分にあったものと思われる。(柱穴〉検出されなかった。(貯

蔵穴)西側コーナー壁下に位置する。� 70x 50cmの楕円形を呈し、深さ� 35cmを測る。

〔覆土〕� 

1層 黒色土� (7.5YR2/1)。ローム粒子を含む。� 

2層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。焼士粒子、炭化物粒子を僅かに含む。� 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。� 

4層 黒褐色士(10YR2/2)。ローム粒子を多 く含む。炭化物粒子を僅かに含む。� 

5層 黒褐色土(1� 0YR3/2)。ローム粒子 ・小ブロ ックを多く含む。� 

6層 黒褐色士(10YR2/2)。ローム粒子 ・小ブロックを多 く含む。� 

7層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子 ・ブロッ

クを多く 含む。貼床充填士。

〔遺物〕覆土中に僅かに出士した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

190号住居跡出土遺物(第195図� 2・5) 

土製品(2・5) 

2は勾玉でほぼ完存。長さ2.9cm.径1.lcm・孔の径� 3.5 

rnrn・重量5.3gを測る。手づくねで作られる� 孔は断面O

図右から穿孔されている。表面はよく へラ ナデされてい
必u..'， 一緒�  

る。色調は樟色� (7.5YR6/6)を呈する。胎士は砂粒を

含むが細かい。� 

5は細形管状土錘。長さ� 4.7crn・径� 1cm .孔の径� 0.35 

cm・重量3.35gを測る。手づくねで作られている。粘土

を葦などの細L、軸に巻きつけて焼成しているのであろう

か、孔は中で曲がっている。外面は丁寧にへラナデされ

ている。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/4) を呈する。

胎士は砂粒を含むがきめ細かい。 1m 

-ーーーー~

ともに覆土中の出土。� 第34図� 190号住居跡� 0 / 60)

191号住居跡(第36図)

〔位置JD-10G。

〔住居構造〕 一部破壊されている。南壁際が348号土坑

に切られる。(平面形)長方形。(規模)680x530cm。 。(主軸方向) N -250 -W。短軸が主軸。(壁高)� 12~20 ーノ

cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝)上幅12~20 cm . 策35凶 床硬化面
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下幅� 4-7cm・深さ� 6-14cmを測る。(床面)南壁側を除く壁際が貼床されている。(炉)住居中央から

東に偏って位置する。� 60x50cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5cmを測る。炉の東側にも焼土が検出

されるが、炉であ ったか疑問である。(柱穴)検出されなかった。

〔覆土〕� 

1層 黒褐色土� (10YR3/1)。 ローム粒子を含む。 焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土(10YR3/1)。ロ ーム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。� 

3層 暗赤灰色� (2.5YR3/1)。ロ ーム粒子を多く含む。� 

4層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子 ・小ブロッ クを多く含む。貼床充填土。

〔遺物〕小破片が僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

191号住居跡出土遺物(第37図)

壷形土器� (1)

肩部破片。 端末結節の� Rの無節斜縄文が施される。 外面は丁寧にへラミガキされる� 内面は横方向にO

粗くへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、 外面縄文帯以外は赤彩される。胎

土は砂粒、 細離を含むがきめ細か く堅轍である。
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整形土器(2・3)

いずれも体部破片。 2の外面はへラナデされるがハケメ痕

を残す。内面は丁寧にへラナデされる。色調はにぶい褐色 \1議~2 
(7.5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細礁、黄櫨色粒子

を含む。 3は内外面ともにへラナデされるがハケメ痕を残す。 ¥p 
色調は褐灰色 (7.5YR4/1)を呈する。外面には煤が僅かに

付着する O 胎土には砂粒、細離を含む。 第37図 191号住居跡出土遺物 0/3) 

ともに覆土中の出土。 

192号住居跡(第 38・39図)

〔位置JC-llG。

〔住居構造J(平面形)長方形。(規模) 500 x 440cmo (主軸方向) N -40 Eo (壁高) 17~28cm を測0 
-

り 、 急斜に立ち上がる。(壁溝)全周する。上幅12~22cm .下幅 4~ 8 cm・深さ 5~10cmを測る。(床面)

部分的に硬化している。(炉) 2ヶ所に炉と思われる痕跡がみられた。中央のものは 35x 30cmの楕円形

を呈する地床炉で、深さ 5cmを測る。北東のものは60X50cmの楕円形で、深さ 6cmを測る地床炉である。

(柱穴)東側の 2本と西壁下の 1本が主柱であろう。南壁側は検出されなかった。(貯蔵穴)西壁下、南

に偏って位置する。 50x30cmの楕円形を呈し、深さ 26cmを測る。

〔覆土〕 

1層 黒褐色土(lOYR3/2)。ローム粒子を多く含む。 

2層 黒褐色土 (10YR3/2)。ロー ム粒子を多く 含む。炭化物粒子を僅かに含む。 

3層 黒褐色土(lOYR3/1)。ローム粒子を含む。 

4層 暗石灰色土 (2.5YR3/1)。ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。 

5層 暗石灰色土 (2.5YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。 

6層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。 

7層赤褐色土  (2.5YR4/6)。焼士ブロック。 

8層 暗褐色土 (10YR3/3)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。

〔遺物〕図示できたのは床面上出土の 1点のみで、非常に少ない。

〔時期〕古墳時代初頭 

192号住居跡出土遺物(第 40図)

護形土器(1)

護部下位以下を欠損する。口径 17.5cmを測る。最大径を体部中位にもち、頭部は「く」字状に屈曲し

口縁部はやや内湾ぎみに立ち上がる。体部は扇球状を呈する。口唇部は左方向からのハケ状工具による

浅い刻みが一周する。 外面体部はへラナデされるが頚部以下は僅かにハケメ痕が残る。内面は横方向に

へラナデされるが、僅かにハケメ痕を残す。色調は赤褐色 (2.5YR4/6)を呈する。外面上半と内面下

位に炭化物が付着する。胎士は 1mm前後の白色粒子や細離を含むが細かい。南西壁に沿った床面上の出

土である O
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193号住居跡(第41図)

(位置JE-8 G。

〔住居構造〕南東コーナーは破壊されている。(平面形)長方形。(規模)� 670X500CIllo (主軸方向)� N 

510-E o (壁高) 12~20CIllを測り、 急斜に立ち上がる。(床面)全体に軟弱であ る。 (炉〉 住居中央から

北東に偏って位置する。� 95x55cIllの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5CIllを測る。(柱穴)主柱穴は� 4本

検出されたが、東側の� 2本は住居中央に偏って位置する。南西壁際中央の一本は入口施設か。(貯蔵穴)

南西壁下、やや南に偏って位置する。径30cmの円形を呈し、深さ� 36cmをiHる。1t

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

2層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

3層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
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4層 黒褐色土(lOYR2/2)。ロ ーム粒子を含む。 

5層 暗褐色土(lOYR3/3)。ロ ーム粒子を多く含む。
 

6層 黒褐色士(lOYR2/3)。ロ ーム粒子を多く含む。ローム小ブロ ックを含む。
 

7層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。
 

8層 黒褐色士(lOYR2/3)。ロ ーム粒子を僅かに含む。
 

9層 暗褐色土(lOYR3/3)。ローム粒子 ・小ブロック を多く含む。
 

10層 黒褐色士(lOYR2/2)。ロ ーム粒子を多く含む。


〔遺物〕覆土中か ら僅かに破片が出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

193号住居跡出土遺物(第42・43図、第 195図 6) 

鉢形土器(2 ) 

高杯形土器の可能性もある。外面には短軸絡条体第 5類と思われる網目状撚糸文が施される。内面は

丁寧にへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色 (7.5YR5/3)を呈し、内面は赤彩される。胎土は砂粒、

細磯、白色粒子を含むがき め細かく堅轍である。覆土中の出土。

聾形土器(1・ 3) 

1は台付整形土器の護部と脚台部の接合部のみ遺存する。脚台部は裾部にかけて直線的に聞く 内外O

面ともにへラナデされるが、聾部内外面斜方向、脚台部外面斜方向 ・内面横方向のハケメ痕を残す。ハ

ケメは深くて広めである。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する O 護部内面には炭化物の付着が

みられる。 

3は口頭部破片。内外面ともにへラナデされるが、外面縦方向、内面横方向のハケメ痕を残す。色調

は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。外面に僅かに煤の付着がみられる。

ともに覆土中の出土である。

土製品(6) 

細形管状土錘。長さ 4.1cm・径0.9cm・孔径 4mm・重量2.8gを測る。外面は丁寧にナデられる。 色調は

樟色 (7.5YR6/6)を呈する。胎土は砂粒をふくむがきめ細かい。覆土中の出土。 

194号住居跡(第44・45図)

〔位置JE -7 G。

〔住居構造J(平面形)正方形。(規模) 390 x 390cmo (主軸方向) N -60 Eo (壁高) 33~42cmを測0 
-

り、ほぼ垂直に立ち上がる。 (床面)炉の周辺に部分的に硬化面が認め られるが、 全体に軟弱である。

(炉〉住居中央から東に偏って位置する。 75x45cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 5cmを測る。(柱穴)

検出されなかった。(貯蔵穴)西壁下やや南に位置する。径40cmの円形を呈し、深さ 24cmを測る。貯蔵

穴南側には高さ 3 ~6cm . 幅20~28cmの凸堤が弓状に構築される。

〔覆土)堆積状態は不整合で、埋め戻された感が強い。
 

1層 黒褐色土(lOYR2/2)。ロ ーム粒子を多く含む。
 

2層 暗褐色土(lOYR3/3)。ローム粒子を多く含む。
 

3層 黒褐色土(l OYR2/2)。ロ ーム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む O
 

4層 黒褐色土(lOYR2/3)。ローム粒子を多く含む。 ローム小ブロ ック を僅かに含む。




5層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色土� (10YR2/3)。ロー ム粒子を多く含む。ロ ーム小ブロックを含む。
 

7層 黒褐色士� (7.5YR2/2)。焼土粒子を多く含む。炭化物粒子を含む。
 

8層 黒褐色土� (10YR2/3)。ロー ム粒子 ・小ブロックを含む。


〔遺物〕南側床面上から比較的多く出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。
 

194号住居跡出土遺物 (第46図)


高杯形土器� (1)


脚台部と杯部1/2程度を欠損する。口径14.
6cmを測る。杯部は鉢状を呈しやや直線的に聞き、口縁部

が僅かに内湾する。 脚台部は;杯部に較べて細身で、裾部はゆるやに広がると思われる。外面は杯部横方

向、脚台部は斜方向のハケメ調整を行なうが、一部に縦方向のへラミガキが施される。内面は杯部が横

方向のへラミガキ、脚台部はへラナデされる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈する。口縁部内

外面に黒斑がみられる。胎土は白色粒子と� 1mm程度の細離を含むが、精選されきめ細かく堅轍である。

住居中央床面上の出土であ る。

聾形土器c2~ 4) 

_A  

。

£通� 

。� 

Aι，. " Q 

2は口縁部と聾部上半1/2程度が

遺存する。口径23cmを測る。体部は

球状を呈すると思われ、頚部はやや

「く」字状に屈曲し口縁部は直線的に

聞く。 外面はへラナデされるが、

縦 ・横方向のハケメ痕が不規則に残

る。内面はへラナデされるが、体部

上端に は指頭痕がみられる。色調は

赤褐色(10YR4/4)を呈する。外面� 
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には煤の付着がみられる。胎土は砂粒、 1-2mrnの細礁を含みやや粗い。 貯蔵穴付近の出土である。 

3・4は台付費形土器の脚台部。 3は裾径11cmを測る。僅かに外湾しながら開く。内外面ともにへラ

ナデされるが、外面縦方向、内面斜方向のハケメ痕が残る。内面天井部には聾部と の接合を強化するた

めか粘土で補強している。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。胎土は白色粒子、 1mm前後の細

礁を含むがきめ細かい。 4は裾径8.7cmを測る。「ハ」字状に直線的に開く。内外面と もにへラナデされ

るが、外面縦方向、内面横方向のハケメ痕を残す。ハケメ痕は幅が広く粗い。裾部下端はヨコ ナデされ

る。内面天井部には聾部との補強のためと思われる粘土の貼付がみられる。色調はにぶい赤褐色 (5 

YR5/4)を呈する。外面には煤が付着する。胎土は砂粒、 1-2rnrnの細礁を僅かに含むが細かし、。い

ずれも住居西側床面上の出土である。 

195号住居跡(第47・48図)

〔位置) C-7G。

〔住居構造〕北側は調査区外にある。また、中央を排水溝により破壊されている。(平面形)楕円形。

(規模) 540x不明。(主軸方向) N -44 Eo (壁高) 14x32cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝〉上0 
-

幅11-25cm・下幅 3-6cm・深さ 2-10cmを測る。全周すると思われる。(床面)壁際と炉の西側を除

き、硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。不明 x50cmを呈する地床炉で、深さ 7cm 

を測る。炉の西側に離が配される。(柱穴〉検出されなかった。(貯蔵穴〉南壁コーナーに位置する。径 

40cmの円形を呈する。深さ 40cmを測る。

〔覆土〕ロームブロックが多くみられ、埋め戻された感が強い。 

1層 黒褐色土(10YR3/1)。ローム粒子を含む。 

2層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。 

3層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を含む。 

4層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。 

5層 黒褐色士(10YR3/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を多く含む。 

6層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。 

7層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子 ・小ブロッ クを多く含む。 

8層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。 

9層 黒褐色土 (10YR3/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を多く含む。 

10層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム小ブロックを多く含む。 

11層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム小ブロックを僅かに含む。貼床充填土。

〔遺物〕貯蔵穴と覆土中から比較的多く出土する。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

195号住居跡出土遺物(第49・50図)

壷形土器 (3-6) 

いずれも肩部破片。 3・4は同一個体で、櫛描きによる波状文と横線文が施されている。 3は10本櫛

歯による横線文 1段と、その上に波状文が 1段。下端には波状文が 2段施文されている。 4は 2段の波

状文と 1段の横線文が確認できるのみである。外面はへラミガキされるがハケメ痕を僅かに残す。色調

はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。胎土は砂粒、細操、軽石と思われる白色粒子を含むが細かく



堅轍である。� 5・6も同一個体である。施文順位は上から下で、� LRの単節縄文を羽状に施し、最下段

には� 2条の� S字状結節文が施される。外面はへラミガキされるが僅かにハケメ痕を残す。色調はにぶい

赤褐色� (5YR5/4)を呈する。 胎土には砂粒、細磯を含む。覆土中の出土である。

高杯形土器(1)

脚台部のみ遺存。杯部と脚裾部を欠損する。脚台部は「ハ」字状に直線的に開く。外面は縦方向にへ

ラナデされるが、脚台部上端部に縦位のハケメ痕が残る。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)を呈する。

外面は赤彩されるが摩耗が著しい。胎土は砂粒、� 2 ~3 mm大の細離を含むがきめ細かく堅轍である。住

居中央付近床面上の出土である。

聾形土器(2・7 ~ 9) 

2は口頭部に輪積痕を残す台付

聾形土器である。ほぼ完形で、口

径13cm・裾径12cm・器高30cmを視IJ

る。最大径を体部中位にもち、口 ~あ
/
F


ふ〈

@血一連
 
縁部は頚部からゆるやかに外反す

る。体部は球状を呈し、脚台部は

O直線的に聞く。 外面口唇部は一度

平坦にナデられた後、先端が丸い
O _A  

ハケ状工具で、左から右に押し引 ② 
きした刻みが一周する。口頭部は� 1¥@ 

ー¥@ 

1 cm幅の輪積成形で� 5段の輪積痕
A山

を残し、その上から押さえるよう

にハケメ調整し、その後ナデられ

ている。� 1段目と� 4・5段目は輪

積痕を明瞭に残すのに対し、聞の� 

2段は上からハケ状工具で一部磨

りつぶされている。体部はへラナ

デされるが上位縦方向、中位斜方

向、下位以下脚台部は縦方向に浅

くて細密なハケメ痕が残る。体部

上端のハケメは輪積痕に入り込む

ような状態になっている。脚裾部

は横方向にナデられる。内面は口

縁部以下横方向のハケメ調整後、

へラナデされるがハケメ痕を残す。

中位以下は粗くへラミガキされる� O

脚台部内面はへラナデされるが、

天井部縦方向、以下斜方向、裾端

部のみ横方向のハケメ痕が残る。� 

主
 2m 

第47図� 195号住居跡� (1/60) 

υ� ()) ua:， ¥ 

O 。

第48図床硬化面



色調はにぶい黄褐色(1� 0YR5/3)

を呈し、護部外面は全体に煤の付

着が顕著である。護部内面下半に

は、多量の炭化物の付着がみられ

る。胎土は砂粒と� 1~ 3 mmの細礁

を含む。 貯蔵穴中からの出土であ

る。� 

7は口縁部破片。口唇部はハケ

状工具で一度平坦にされた後、や

や左方向から刺突した刻みが施さ

れる。外面はへラナデされるがハ

ケメ痕を残す。内面はヨコナデ、。

01 ocm 色調は黒褐色(10YR3/1)を呈し、

第49図� 195号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 	 胎土には砂粒、細操、軽石と思わ

れる白色粒子を含む。覆土中の出

土である。� 、� 
5 

8は口頭部破片。 口唇部にハケ

状工具で刺突した刻みが施される。

内外面ともにへラナデされるがハ

ケメ痕を残す。色調はにぶい褐色� 

(7.5YR5/4)を呈する。外面は赤

彩される。胎士には砂粒、細礁を

8 9 
含む。覆土中の出土。� 

9は頚部から体部上半部にかけ

第50図� 195号住居跡出土遺物� 20/3) ての破片。外面はへラナデされる

がハケメ痕を残す。内面はへラナ

デされる。色調はにぷい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈する。胎土は砂粒、 細操、軽石と思われる浅黄櫨色

粒子を多量に含み組� L、。覆土中の出土である。� 

196号住居跡(第51・52図)


〔位置JC-4 G。


〔住居構造J201号住居跡を切る。(平面形)隅丸長方形。(規模)480 x 400cmo (主軸方向) N -50
0 -

Eo (壁高)45~54cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(床面)住居壁際と炉の周辺を除き 、 よく硬化 し

ている。(炉〉住居中央か ら北東に偏って位置する。� 100x80cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5cmを

測る。(柱穴)各コーナーに主柱穴� 4本が検出された。(貯蔵穴)南壁下に位置する。径� 50cmの円形を呈

し、深さ35cmを測る。貯蔵穴の周囲には高さ� 1~ 5 cm・幅40cmの凸堤が構築されている。

〔覆土〕ロームブロックが多く 、埋め戻された感が大きい。
 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
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2層 黒褐色土(1 0YR2/3)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

3層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を含む。
 

4層 黒褐色土(1 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロック を含む。
 

5層 暗褐色士(1 0YR3/3)。ローム粒子を含む。
 

6層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子・小ブロックを含む。
 

7層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子 ・ブロックを多く含む。
 

8層 暗褐色土 (10YR3/3)。ロ ーム粒子・ブロ ックを多く含む。
 

9層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

10属 黒褐色土(1 0YR2/3)。ロー ム粒子を僅かに含む。
 

11層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを含む。
 

12層 黒褐色土 (10YR2/2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。
 

20層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。ロームブロックを多く含む。貼床充填土。


〔遺物〕貯蔵穴東側から比較的多く出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

196号住居跡出土遺物(第53・54図)

童形土器(1・ 4・8) 

lは底部と体部下半 1/4程度遺存する。推定底径 4.2cm。中心が凹んだ底部からゆるやかに内湾しな

がら立ち上がり、 球状の体部を呈する と思われる。内外面共にハケメ調整後、縦方向に丁寧なへラミガ

キが施されるが、 外面底部下端に縦位のハケメ痕が残る。色調はにぷい赤褐色 (2.5YR5/4)を呈する。

断面は内部が黒いサン ドイツ チ状を呈する。外面は赤彩される。胎土は細かい砂粒を含むが精製されて

いて、きめ細か く堅織である。 

4は複合口縁部破片。口唇部と口縁部外面に付加条の縄文が施される。細い棒状浮文が 4本単位で付

けられている。 内面はへラ ミガキさ れ赤彩される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈する。胎土は

砂粒、小磯、軽石と思われる 向色粒子を特に多く 含み粗い。 

8は肩部破片。 LRの単節斜縄文が羽状に施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。内

外面は赤彩さ れる。胎土には砂粒、細離を含む。

いずれも覆土中の出土である。

高坪形土器(  2 ) 

脚台部破片 で裾部を欠損する。 全体の器形は不明であるが、裾部にかけてゆるやかにラッパ状に広が

る器形である。途中 3孔が外側か ら内側に向けて開けられている。脚台部外面はハケメ調整後、丁寧に

へラミガキされるが、上端部には縦位のハケメ痕が残る。内面はへラナデされるが、わずかに横位のハ

ケメ痕が残る。護部内面は丁寧にへラミガキされる。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。胎

土は砂粒、 1rnrn程度の細離を含むが精選されており轍密である。断面は表面から 2rnrnの厚さで色調がくっ

きり分かれている。 これは焼成時の温度差のせいではなし 1かと推測される。覆土中からの出土である。

鉢形土器 (5 ~ 7・10) 

5~7 は高杯形土器の可能性もあ る 。 5 は複合口縁部外面に LR の単節斜縄文が施され、口縁部下端

には指で粘土を押えつけた痕が残る。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。胎土は砂粒、細礁、

軽石と思われる白色粒子を多量に含み粗い。 6はLRの単節斜縄文を口縁部では縦方向に、口唇端部で 
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は横}j'向に施される。内外面ともに丁寧なミ ガキが施される。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈

し、縄文帯以外は赤彩される。胎土は砂粒を含むがきめ細かく堅撤である。� 7は塊状を呈する器形か。

口唇部はやや尖った形に成形される� 口唇部直下と体部にはへラ状工具による刻みがめぐらされる。口O

唇部と文様帯以外は丁寧なへラミガキが施される。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈する。胎土

は砂粒を含むがきめ細かく堅織である。いずれも覆土中の出土である。� 

10は口縁部破片。内外面ともにへラ ミガキが施されるがハケメ 痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (5 

YR4/3)を呈する。 内外面ともに赤彩される。胎土は砂粒、細操、檀色粒子を少量含むがき め細かく

堅轍である。覆土中の出土である。� 

O 

O り01 
o 

O
 。
(
匂 。� 10国百

第52図 床硬化面 第53図� 196号住居跡出土造物� 10/4) 

欝ア曹� F 
10 5cm-

第54図� 196号住居跡出土造物� 20/3) 
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聾形土器� (3・9・11・12) 

3は護部中位以下2/3を欠損する。口径� 21cmで、最大径を体部中位にもち、口縁部はゆるやかに外反

する。外面口唇部はハケ状工具で一度平坦にされた後、 先端が鋭い工具により刻まれる。体部は全面ハ

ケメ調整が施された後、へラナデされるがハケメ痕を残す。ハケメは横方向と縦方向の部分が混在した

状態で施されている。内面口縁部はへラナデさ れるが横方向のハケメ 痕を残す。体部はへラナデされる

が、僅かに工具痕が残る。 体部中位は粗くへラミガキされる。 色調は褐色� (7.5YR4/3)を呈する。外

面上半と内面口縁部に煤が僅かに付着する。胎土には砂粒、� 2~ 3mmの小離を含む� O 住居跡コーナ一際、

凸堤付近の出土。� 

9は口頚部から体部にかけての破片。口唇部に浅く刺突された刻みがめぐ る。球状の体部か ら頚部で

ゆるやかにくびれて口縁部が外反する器形である。外面と内面口縁部はへラナデさ れるがノ、ケメ痕を残

す。色調は黒褐色� (7.5YR3/1)を呈する。外面体部中位に煤が付着する。胎土には砂粒、細離を含む。

北西ピット上から出土。� 

11・12はいずれも 口頚部破片。� 11は口唇部にへラ状工具で刺突された刻みが施され、� 1段の輪積痕を

残す。� 2段目の輪積痕で割れている。内面はへラナデされるがノ、ケ メ痕を残す。色調は黒褐色� (10YR 

3/1)を呈する。外面に は煤が付着する。胎土には砂粒、細離を含む。� 12はやや左方向からの浅い刺突

された刻みが施される。 内面はへラナデされるが、ハケメ 痕を残す。色調はにぶい撞色� (7.5YR6/4)

を呈する。胎土には砂粒、 細礁を含む。ともに覆土中の出土である� O 

197号住居跡 (第 55. 56図)

〔位置JA-5 G。

〔住居構造J243号住居跡を切り、� 17方形周溝墓に切られる。一部撹乱によ り破壊さ れている。(平面形)

長方形。(規模)不明� X460cmo (主軸方向) N-450 -W。短軸が主軸。 (壁高) 34cm前後を測る。 ゆる

やかに立ち上がる。(壁溝) 上幅1O~25cm .下幅 3 ~ 6 cm・深さ� 6 ~18cmで、 全周す る と 思われる。 ま

た溝の中に小ピットが等間隔に検出された。(床面〉弥生時代� 243号住居跡の上に厚さ� 10cm前後の貼床を

施す。炭化材が僅かに残る。(炉)住居中央から北西に偏って位置する。径� 70cmの円形を呈する地床炉

で、深さ20cmを測る。(柱穴)検出されなかった。(貯蔵穴)南壁下中央に位置する。径� 30cmの円形を呈

し、深さ38cmを測る。

〔覆土〕� 

l層 黒褐色土C10YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。� 

)。。ロー ム粒子を多く含む (斑状� 0YR3/2) 黒褐色土C1層2

3層 黒褐色土(10YR3/2)。ロ ーム粒子を含む。
 

4層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。


〔遺物〕覆土中か ら破片が僅かに出土した。


〔時期〕弥生時代末葉。� 

197号住居跡出土遺物� (第57・58図)

壷形土器(1・� 2・4 ~ 6) 

1は推定口径� 5cmと小形の土器。口縁部� 1/4程度のみの遺存のため全体の器形は不明であるが、球形

を呈する体部から頚部でくびれ、口縁部はゆるやかに外反する。外面はへラ ナデされるがハケメ痕を残� 
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A 1.!...a. 

~一一 一川-川
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2町� 

第55図� 197号住居跡� 0/60)

す。頚部には非常に小さい円形竹管文が一周する。内外面ともに

口唇部ヨコナデ、 以下はナデられるがノ、ケメ 痕を残す。 一部へラ

ミガキ痕が残る。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)を呈する。胎 {)o 
土は白 ・黒色粒子を含むがきめ細かい。覆土中からの出土である。� 

2は底部と体部下半1/2程度遺存する。 底径6.6c皿。平底の底部 O 
O 

から立ち上がり、体部は球状を呈する。 外面は縦方向に丁寧にへ

ラミガキが施される。内面はへラ ナデされたと思われるが、剥離
第56図床硬化面�  

が著 しいため確認が困難である。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR 

4/3)を呈する。外面は赤彩される。 胎土は砂粒、細離を含むが細かく堅轍である。貯蔵穴とその周囲

床面上からの出土である O 

4~ 6 は複合口縁部破片。 4 は RL の単節斜縄文が羽状に 3 段施される。 口唇端部にも縄文が施され

る。複合口縁部下端には、ハケ状工具で刺突された刻みが施される。施文後棒状浮文が貼付されるが本

数は不明。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、縄文帯の中に円形赤彩文が� 4箇所確認される。内

面は赤彩される。胎士には砂粒、細離を含む。� 5は口縁部外面に� RLの単節斜縄文を縦方向に回転させ

て施文。内外面ともにへラ ミガキ される。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈し、 縄文帯以外は赤

彩される。 胎土は砂粒、細際、 軽石と思われる浅黄樟色の粒子を含むが細か く堅織である。� 6は複合口



6 亙式 勺J 
有胴_.ーー'� 

10 cm 

第57凶� 197号住居跡出土造物� 10/4) 

縁部外面に単軸絡条体第 5類と思われる網目

状撚糸文が施される。口縁部下端には先端の ¥9 
5cm 

尖ったへラ状工具で刺突されたハケメ痕が残 E面画面画面ーー...... 

る刻みが一周する。色調はにぶい褐色� (7.5 第58図� 197号住居跡出土遺物� 2(1/3) 

YR5/3)を呈し、内面は赤彩される。胎土

には砂粒、細礁を多く含む。 いずれも覆土中の出土である。

整形土器� (3・7-9) 

3は脚台部である� 裾径10.lcm。聾部を欠く ため全体の器形は不明であるが、脚部は内湾気味に聞 くO

器形である。外面はへラナデされるが縦方向のハケメ痕を残す。ハケメは広 く深い。 内面はへラ ナデさ

れ、その際の工具痕が残る。色調は明赤褐色� (5YR5/6)を呈する。 脚端部に僅かに粘土のはみ出 し

がみられる。胎土は砂粒、� 1"-' 2mmの細礁、白色の� 1"-' 3mm大の粒子が多く 含まれ粗い。貯蔵穴からの

出土である。� 

7"-'9は口頚部破片である。� 7は口唇部にハケ状工具による刻みが施される。内外面ともにへラナデ

されるがハケメ痕を残す。色調は灰黄褐色C10YR4/2)を呈する。外面には煤が付着する。胎土には

砂粒、細礁、軽石と思われる白色粒子を含む。� 8は頚部破片、� 9は頚部と体部上位破片で、いずれも へ

ラナデされるがハケメ痕を残す。色調はと もに黒褐色� (7.5YR3/1)を呈する。外面には煤が付着する。

胎土には砂粒、細礁を含む。いずれも覆土中の出土である。� 

198号住居跡(第59図)

〔位置Jc-6 G。

〔住居構造〕南壁と北壁の一部分を残すのみで、ほとんどが� 17号方形周溝墓に切られる。� (平面形)不

明。(規模)不明。(壁高)17"-'19cmを測り 、ゆるやかに立ち上がる。(床面〉軟弱である。(炉) 17号方

形周溝墓に破壊されたものと思われる。(柱穴〉不明。

〔覆土〕� 

1層 黒褐色土C10YR2/2)。ローム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土C10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

3層 黒褐色土C10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。図示できる遺物はなかった。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 
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199号住居跡(第60図)

[位置JC -5 G o 

〔住居構造J223号住居跡を切り、� 17号方形周溝墓に大きく切

られる。(亙半lド乙由� 

2お50一Wo (壁高) 31 ~55c皿を測 り 、ゆ るやかに立ち上がる 。

(床由)壁際が貼床される。 全体に軟弱である。(柱穴〉検出さ

れなかった。(貯蔵穴)南東コ ナーに位置する。� 40x50cmの

楕円形を呈 し、深さ� 10cmを測る O

[覆土)
 

1層 黒褐色土(10YR2/2) ローム粒子を僅かに含む。
 

2層黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。


炭化材片を含む。� 

3層 黒褐色土(10YR2/3)。ロ ーム粒子を多 く含む。ロー


ム小ブロッ クを僅かに含む。中央部には


焼士小ブロック を僅かに含む。
 

1m4層 黒褐色土(10YR2/3)。ロ ーム粒子・小ブロックを
。


多く 含む。� 第59図� 198号住居跡� 0/60)
 

5層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。 ローム粒子 ・小ブロ ックを
 

223Y。� 
224Y 

A1ι知 z 

1m 

第60図� 199・223・	224号住居跡� 0/60) 
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多く含む。貼床充填土。

〔遺物〕貯蔵穴内か ら僅かに出土した。床面上に炭化材が

散乱している。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕 床面上に炭化材が散乱していることから焼失住居

の可能性が大きい。 

199号住居跡出土遺物(第61図)

壷形土器である。体部上半の一部を欠損する。口径 15cm、

底径8.5cm。最大径を体部下半にも ち、玉葱状を呈する体部

からゆるやかにくびれ、口縁部は大きく外反し口唇部でさ

010ロn
らに開く。外面はへラミガキされるが、 口縁部は縦方向、

第61図 199号住居跡出土遺物 (1 /4) 体部上半斜方向、体部下半横方向のハケ メ痕を残す。ハケ

メは幅広で組い。内面口縁部は横方向にへラミガキされる

がハケメ痕を僅かに残す。頚部以下はナデられるが、 剥離が顕著であるため詳細な観察は難 しい。色調

はにぶい赤褐色 (5YR4/3)を呈し、外面全面と内面口縁部は赤彩される。外面底部から体部下半に

かけて焼成時のものと推測される黒斑がみられる。胎土は砂粒や白 ・樟色粒子と 1~ 3 mmの細離を含む

が、きめ細かく堅轍である。貯蔵穴からの出土であるが、一部の破片は 244号住居跡から出土している。 

200号住居跡 (第62・63図)


〔位置JC -4 G。


←〔住居構造J(平面形)楕円形。(規模) 380 x 360cmo (主軸方向) N -560 Eo (壁高) 28 ~34cm を測

り、急斜に立ち上がる。(床面)住居壁際と炉の東側を除き、よく 硬化している。(炉)住居中央から東

に偏って位置する。 100x50cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 5cmをijlJる。(柱穴)主柱穴は検出され

なかったが、南西壁際の 1本は斜めに掘込みをもち入口施設に関係 しょ うか。(貯蔵穴)南壁下、東に

偏って位置する。 60x45cmの楕円形を呈し、深さ 26cmを測る。また貯蔵穴東側に高さ 4 ~ 8 cm ・幅22~ 

38cmの凸堤が L字状に構築される。

〔覆土〕ロームブロックを多く 含む層が斑状に混入する。埋め戻された可能性が大きい。
 

l層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。
 

2層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ロ ーム粒子 ・小ブロックを 多く含む。
 

3層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子・小ブ、ロックを含む。
 

4層 黒褐色土 (10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。
 

5層 暗赤褐色土 (2.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ロ ーム小ブロックを僅かに含む。
 

6層 暗赤褐色土 (2.5YR3/2)。ローム粒子・小ブロッ クを多く 含む。
 

7層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。
 

8層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子 ・小ブロックを含む。焼土粒子を含む。
 

9層 黒褐色土(1 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ロー ム小ブロックを僅かに含む。
 

10層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子・ブロックを多く含む。
 

11層 黒色土(10YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。
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12層 黒褐色士(10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。� 

13層 暗褐色土� (1 0YR3/3)。ローム粒子を僅かに含む。� 

14層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。� 

15層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ロ ーム粒子を多 く含む。ローム小ブロック を含む。� 

16層 黒褐色士� (2.5YR3/1)。ローム粒子を多 く含む。ローム小ブロ ック を僅かに含む。

なお、南西コーナーに厚さ� 3cm前後の小砂利混 じりの暗赤褐色土が堆積する。

〔遺物〕南東側床面上から比較的多く出土 した。

〔時期〕弥生時代末葉。� 

200号住居跡出土遺物(第64図)

高杯形士器(1)

脚台部との接合部のみ遺存。杯部は水平ぎみに聞 く。杯部と脚台部の接合部には凸帯がめ ぐる。外面

と杯部内面は、それぞれ縦・横方向に丁寧にへラミガキされる。脚台部内面はへラナデされるがノ¥ケメ

痕を残す。この土器はまず脚台部を作り、 杯部底面を指で押えて脚台部と密着さ せて作られている様子

がよく観察できる� 色調は明赤褐色� (2.5YR5/6)を呈し、杯部内面と脚台部外面は赤彩される。胎土O

には白色粒子や砂粒、� 1~ 2mmの細擦を含む。 床面上の出土である。

護形士器� (2・3) 

2は口径16.5cmを測る。最大径を口縁部にもち、体部に張りをもたず、脚台部へゆるやかにすぼまる

器形である。� u縁部はゆるやかに外反する。口唇部には左方向からハケ状工具で刺突した刻みが一周す

る。内外面はへ ラナデされるが、 外面は縦方向、 内面は横方向のハケメ 痕を残す。色調はにぷい赤褐色� 

(5YR4/3)を呈する。外出体部上半には煤が、内面体部下半には炭化物が付着する。胎土は砂粒及び

軽石と思われる� 1-3 mmの淡黄樟色粒子が含まれていて粗い。貯蔵穴付近の床面上から出土した。

. 
¥人x

O 
ホご�  ~ ~ 

総雨蕊ぷ蕊蕊蕊対応蕊ミ� 
2m 

第62図� 200号住居跡� 0/60) 第63凶 !ぷ{鋭化面
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3は口径 13.5cmを測る。体部上半に最大径を

もち 口頭部はゆるやかに外反し、体部下半か

ら脚台部にかけて急にすぼまる器形である。

口唇部に はハケ状工具を浅 く刺突した刻みが

一周する。内外面ともにへラナデされるが、

外面口縁部と体部下半は縦方向、体部上半は

横方向、内面は横方向のハケメ痕を残す。色

調は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。外面には

煤が付着する。内面下半には炭化物がこびり

第64図 200号住居跡出土遺物(1 /4)	 ついている。 胎土には砂粒、細礁が含まれる。 

2と同位置から出土。

201号住居跡(第52図)

〔位置Jc-3 G。 

〔住居構造〕西側が 196号住居跡に切られる。(平面形)不明。(規模) 360 x不明。(主軸方向) N -600 

-E。短軸が主軸。(壁高) 45-52cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(床面)壁際を除いて全体によく

硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。 50x45cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 3 

cmを測る。(柱穴〉 北西コーナーを除く各コーナーに 3本検出された。

〔覆土)ロームブロック が多く 含まれ、 埋め戻さ れた感が大きい。
 

13層 黒褐色士(10YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。
 

14層 暗褐色士(1 0YR3/3)。ロー ム粒子・ 小ブロッ クを多く含む。
 

15層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子 ・小ブロック を多く含む。
 

16層 黒褐色士 (7.5YR3/2)。ロ ーム粒子を多 く含む。ローム小ブロッ クを含む。
 

17層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム小ブロック を僅かに含む。
 

18層 暗褐色土 (10YR3/3)。ローム粒子を僅かに含む。
 

19層 暗褐色土(1 0YR3/3)。ロームブロックを多く含む。貼床充填土。


〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
 

201号住居跡出土遺物(第65図)


査形土器c1・ 2)
 

1は口頭部破片。複合口縁部には無節 Rの斜縄文が施され、下端には先端の尖った工具で刺突した刻

みがめぐる。 口唇部はヨコナデ、外面頚部と内面は丁寧なへラミガキ。色調は灰褐色 (5YR4/2)を

呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土は白色粒子と細離を含むがきめ細かく堅轍である。 

2は木葉痕を残す底部と体部下位破片。平底の底部からゆるやかに立ち上がり、体部は球状を呈する

と思われる。 体部外面はへラ ナデさ れるがハケメ痕を残す。内面はへラナデされたようであるが、剥離

が著しく確認困難である。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。外面には焼成時についたと思わ

れる棒状の黒斑がみられる。胎土は砂粒、細離を含み粗め。

いずれも覆土中の出土。 
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第65図� 201号住居出土造物� 0/3) 

202号住居跡(第66図)

〔位置� JA-4 G。

〔住居構造� J204号住居跡と� 17号方形周溝墓に大きく切られる。(平面形)不明。(規模)不明� x560cm。

(主軸方向) S -450 
- Eo (壁高) 22~29cmo (床面)床面全体が 5~20cmの厚さで貼床されている。東

側は部分的に硬化 している。(炉)住居中央から南東側に偏って位置する。� 75x45cmの楕円形を呈する

地床炉で、深さ� 5cmを測る。� (柱穴)検出されなかった。

〔覆土〕不整合な堆積で、埋め戻された感が大きい。� 

l層 黒褐色土� C1 0YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土� C1 0YR2/2)。ローム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。� 

3層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を部分的に含む。� 

4層 黒色土� (7.5YR2/1)。ローム粒子、焼土粒子を僅かに含む。炭化物粒子を多く含む。炭化

材片を含む。� 

5層 黒褐色土� C1 0YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

6層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ロー ム粒子を多く含む。� 

7層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子、炭化物粒子を含む。� 

8層 暗褐色土� (7.5YR3/3)。ローム粒子を多く含む。� 

9層 黒褐色士� (1 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。貼床充填土。� 

10層 黒褐色土(1� 0YR2/3)。ローム粒子・小ブロックを含む。貼床充填土。� 

11層 暗褐色士(1� 0YR3/3)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。貼床充填土。� 

12層 暗褐色土(1� 0YR3/3)。ローム粒子を多く含む。

〔遺物〕 覆土中から比較的多 く出土した。

〔時期〕弥生時代末葉。

(所見〕覆土中に焼土・ 炭化材を多く含むことから焼失住居の可能性が大きい。� 

202号住居跡出土遺物(第67・68図)

壷形土器 (1・ 2 ・ 5~ 7) 

1は小型壷形土器の口縁部と体部上半� 1/3程度が遺存する。推定口径5.5cmを測る。球状を呈すると

思われる体部から直立ぎみに立ち上がり、口縁部はやや外反する。外面はへラナデされるがハケメ痕を

残す。内面はナデられるが輪積痕が明瞭に残る。ナデはへラと指で行なわれた部分がある。色調はにぷ� 
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第66図� 202・237号住居跡� 0/60)

い褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土は白色粒子、細操、砂粒を含むがきめ細かい。覆土中の出土であ

り、� 17号方形周溝墓C区出土の土器と接合する。� 

2は底部と体部体部下半� 1/2程度が遺存する。推定底径4.5cmを測る。平底の底部か ら球状を呈する

と思われる体部へ立ち上がる器形である� 外面はへラナデされるがハケメ痕を僅かに残す。内面はへラO

ナデされ、その工具痕が明瞭に残る。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈する。胎土は砂粒、細礁を含む

がきめ細かい。覆土中の出土である。� 

5・6は複合口縁の口頭部破片。� 5は内外面ともにへラミ ガキされるが、複合口縁部横方向、頚部縦

方向、内面横方向のハケメ痕が一部に残る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈し、 内面には赤彩が

残る。外面頚部も赤彩された可能性があるが、摩耗が激しく確認困難である。胎士は砂粒、細離を含む

が細かく堅徹である。� 6は複合口縁部外面に� Lの無節斜縄文が施される。 縄文帯以外は丁寧にへラ ミガ

キされる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈し、外面複合口縁部以外は赤彩された可能性があ る。

内面は赤彩される。胎土には砂粒、細礁を僅かに含む。ともに覆土中の出土である。� 

7は肩部破片。外面には� LRの単節斜縄文を羽状に施す。内面は剥離が著 し� t¥o 色調はにぷい褐色� 

(7.5YR5/4)を呈する。胎土中には砂粒、細機、軽石と恩われる黄檀色粒子を含む。覆土中の出土で

ある。� 
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第67図� 202号住居跡出土造物� 10/4) 
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第68図� 202号住居跡出土造物� 20/3) 

鉢形土器� (3)

小型の土器でほぼ完形。口径� 10cm .底径4.2cm .器高4.9cmを測る。器形はやや凹んだ底部から内湾ぎ

みに立ち上がり、 口唇部は僅かに外反する。内外面ともにへラナデされるが、外面底部付近に僅かにハ

ケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細操、軽石と思われる灰

白色粒子を多く含む。表面は摩耗が顕著である。覆土中の出土。

高部形土器� (4・8) 

4は脚裾部� 1/2程度が遺存する。推定裾径� 15.5cmを測る。裾部は末広がり に大きく聞く。孔は� 3孔で

あろう。器壁は薄く非常に丁寧な作りである。裾部外面は縦方向に丁寧にへラミガキされる。内面はへ

ラナデされるが、ハケメ 痕を残す。裾端部は横方向にナデられる。色調はにぶい黄褐色(1� 0YR6/3)

を呈する。内外面ともに斑点状に剥離している。胎土は砂粒、細離を含むがきめ細かく堅轍である。覆

土中の出土。� 

8は杯部が塊状を呈する と思われる土器の口縁部破片である。口縁部外面と口唇端部には� RLの単節

斜縄文が施される。縄文帯以外は丁寧にへラミガキされる。色調は灰赤色� (2.5YR4/2)を呈し、縄文

帯以外は赤彩される。胎土は砂粒、軽石と思われる白色粒子を含む。覆土中の出土である。� 

203号住居跡(第69図)

〔位置JA-4 G。

(住居構造J17号方形周溝墓により大部分が切られる。(平面形)不明。(規模) 380x不明。(壁高)17~ 

26cmを測り、 ほぽ垂直に立ち上がる。(床面)全体に軟弱である。(炉)住居北壁寄りに位置する地床炉。

平面形は不明である。

〔覆土〕� 

1層 黒褐色土(1� 0YR2/3)。ロ ーム粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ローム粒子を含む。ローム小ブロック を僅かに含む。� 

3層 黒褐色土� (1 0YR2/3)。ローム粒子を含む。焼士粒子を多く含む。� 

4層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ロー ム粒子を多く含む。� 
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〔遺物〕北東コーナーに図示できるものが� 4点出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。� 

203号住居跡出土遺物(第� 70図)

壷形土器(1)

口径10cm・底径9.7cm・器高24.6cmを測る。体部下位に最大径をもち、頚部にむかつ て急激にくびれ

て、若干短い口縁部は外反する。口層部は平坦になるように整形されやや角張っている。外面はへラミ

ガキされるが、口縁部と体部下半は縦方向、体部中位は斜方向の幅広で粗いハケメ 痕が残る。底部には

木葉痕がみられる。内面口縁部はへラナデされるが、横方向のハケメ痕を残す。頭部以下は非常に丁寧

にへラナデされる。体部下半には工具痕が残り、部分的に剥離している。頚部には指頭痕がみ られる。

色調はにぶい赤褐色� (5YR4/4)を呈する。 胎土には砂粒、 細礁、軽石と思われる浅黄檀色粒子を多

く含む。床面上の出土である。

高坪形土器(4)

脚台部と杯部の接合部。裾部は広がる。外面は縦方向にへラミガキされる。杯部内面は横方向にへラ

ミガキされる。脚台部内面はへラナデされるがハケメ痕を残す。色調は褐色� (7.5YR4/3)を呈 し、 外

面は赤彩される。 胎土には砂粒、細機、 軽石と思われ

る浅黄櫨色粒子を多く含む。覆土中からの出土である。

整形土器� (2・3) 

2は口縁部破片。推定口径� 22cmを測る。体部は球状

を呈すると思われ、頭部は 「く」字状に屈曲し、口縁
，10<* 

恥 芯両副�  部は外反する。尖りぎみの口唇部にはハケ状工具で左

方向から刺突された刻みが施さ れる。 内外面とも にへ

2. 

第69図

ラナデされるが、外面斜万向、内面横方向の浅くて細

203号住居跡� 0/60) かいハケメ痕が残る。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4) 

4 
3 

0 10田n

2 


第70図� 203住居跡出土追物� 0/4) 
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を呈する。胎士には砂粒、� 1-2mmの黒チャート 、細礁を含む。� 

3は 「ハ」字状に広がる脚台部である。裾径7.6cmを測る。内外面ともにへラナデされるが、外面縦

方向、内面横方向のハケメ痕が残る。聾部内面はへラナデされたと思われるが、剥離が著しく確認困難。

色調はにぷい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土は砂粒、 細際、 樟色粒子を含むが細かい。覆土中の出

土である。� 

204号住居跡(第71・72図)

〔位置JA-3G。

〔住居構造〕北側は調査区外にあ る。(平面形)楕円形。(規模)不明� x670cmo (主軸方向)� N-270
-

Wo (壁高)27-44cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)上幅� 6-20cm・下幅� 3-10cm・深さ� 3-

7cmを測り、全周すると思われる。(床面)壁際を除き、全面よく硬化している。� (炉)中央北に偏って

位置する。 径60cmを呈する。粘土火皿で、厚さ� 2cm前後を呈する。周囲の床面には焼けた痕跡が認めら

れる。(柱穴)南東コーナ一、南西コーナーに主柱穴� 2本検出される。中央南壁側に偏って位置する� 1

本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)南東壁下、東に偏って位置する。� 55x75cmの楕円形を呈し、深さ� 

23cmを測る。

〔覆土〕不整合で埋め戻された感がある。� 

1層 黒色土(10YR2/1)。 ローム粒子を僅かに含む。� 

2層 暗褐色士� (10YR3/3)。ローム粒子・ ブロックを含む。� 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

4層 黒色士� (7.5YR2/1)。 ローム粒子を僅かに含む。焼土粒子 ・ブロック、炭化材片を含む。� 

5層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。� 

6層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。 焼土粒子、炭化物粒子を含む。� 

7層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を多く 含む。� 

8層 暗褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。炭化材片を僅かに含む。� 

9層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子を含む。� 

10層 暗赤褐色土� (5YR3/3)。焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。

なお、南東コーナーに厚さ� 1cm前後の小砂利混 じり の暗赤褐色土が堆積する。

〔遺物〕床面上から破片と炭化材が比較的多く出土した。

〔時期〕弥生時代末葉。

〔所見〕覆土中から焼土粒子・炭化物粒子が多 く検出され、 床面上の焼けた部分が広範囲にある ことか

ら焼失住居の可能性がある。� 

204号住居跡出土遺物(第73・74図)

壷形土器(1-6) 

1は体部上半以下1/3程度が遺存する。底径5.mを測る。 平底の底部から立ち上が り、体部下位に5c

最大径をもっド膨れの器形である。外面は粗くへラミガキされるが、ハケメ痕を残す。内面は剥離が著

しく確認が困難であるが、へラナデされたと思われる。 色調はにぶい赤褐色� (5YR4/4)を呈し、外

面は赤彩される。外面体部中位にドーナ ツ状の黒斑がみられる。 胎土には砂粒、細礁を含む。� 

2は複合口縁を もっ口頭部破片。口唇部は ヨコナデ。 複合口縁部外面はハケメ 痕を残すが、それ以外� 
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5 

齢� Z
 

7 

10間百� 

6 5cm 

第73図� 204号住居跡
出土造物� 0 /4) 第74図� 204号住居跡出土遺物� 0/3)

は丁寧にへラミガキが施される。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、全体に赤彩される。胎土

は白色粒子、細礁を含むが細かい。覆土中の出土。� 

3は頚部破片。� 2条の� S字状結節文下に� Lの無節斜縄文が羽状に施される。円形浮文が貼付される。

色調は褐色� (7.5YR4/3)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。覆土中の出土。� 

4は頭部から肩部にかけての破片。RLの単節斜縄文を羽状に施し、聞には� S字状結節文が施文され

るO 縄文帯の中には3個の円形赤彩文がみられる。色調はにぷい赤褐色� (5YR4/3)を呈する。胎士

は砂粒、細離を含み粗L、。覆土中の出土である。� 

5は肩部破片。LRの単節斜縄文を施し、下端に3条の� S字状結節文がみられる。縄文帯以外はハケ

メ調整後へラミガキされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈し、外面縄文帯以外は赤彩される。

胎土は白色粒子と細離を含むがきめ細かく堅織である。貯蔵穴からの出土。� 

6は肩部から体部上半にかけての破片。� RLの単節斜縄文を� 3段、羽状に施している。下端には� 2条

のS字状結節文がみられる。体部はへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈し、縄

文帯以外は赤彩される。胎土は砂粒、細機、� 1~ 2mmの白色粒子を含み組い。住居北東壁際床面上から

の出土。

整形土器(7・8)

いずれも口頭部破片。� 7は口唇部にハケ状工具による左方向から刺突された刻みが施される。以下、

へラナデされるがノ、ケメ痕を残す。色調は暗灰色� (N3/0)を呈する。胎土は砂粒、細離を含むが細か

い。� 8は口唇部にへラ状工具で刺突さ れた刻みが施される。以下、へラナデされるが僅かにハケメ痕を

残す。色調は褐色� (7.5YR4/3)を呈する。胎土には砂粒、細礁を含む。ともに覆土中の出土である。� 

205号住居跡(第75・76図)

〔位置JB -4 G。

〔住居構造〕南壁は破壊されている。(平面形)正方形。(規模)280x 260cmo (主軸方向)N-280-W。

(壁高)10~27cmを測り、 会、斜に立ち上が る。(床面)貯蔵穴前から炉の両側にかけてよく硬化している。 

(炉)住居中央から北に偏って位置するo 55x 50cmの楕円形の地床炉で、深さ� 7cmを測る。炉の中央に

礁が配される o (柱穴)柱穴は検出されなかった。(貯蔵穴)南壁下ほぼ中央に位置する。� 35x40cmの楕

円形を呈し、深さ� 30cmを測る。貯蔵穴北側に高さ� 2~ 4 cm ・幅22~30cmの凸堤が弧状に構築される。
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第75図 205・206号住居跡� 0/60)

O oCる
〔覆土〕� 

1層� ローム粒子を含む。黒褐色土(10YR2/ 2)。

2層 ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を僅か黒褐色土(10YR2/2)。

第76図 床硬化面
に含む。� 

〔造物〕覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代。� 

205号住居跡出土遺物(第77図)

壷形土器の破片で、頚部の一部のみ遺存する。球状の体部から頚部でくびれ、口縁部が外反する器形

が想定される。頚部外面上位の縄文は付加条と思われるが、撚りがゆいる いためかはっきりしない。外

面は縦方向、内面は横方向に丁寧にへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)を呈 し、縄

文帯以外は赤彩される。胎土は砂粒、� 1mm前後の細操、軽石と思われる白色粒子を含むが細かく堅撤で

ある。覆土中からの出土である。� 
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第79図� 206号住居跡出土遺物� 2 0/3) 

第78図� 206号住居跡
出土遺物� 10/4) 

206号住居跡(第75図)

〔位置JB -4 G。

〔住居構造J205号住居跡と� 17号方形周溝墓に大きく切られる。(平面形)不明。(規模)不明� X580cm。

(壁高)10-24cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)全体に軟弱。(炉)住居南東側に位置する。� 40x 

30cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 8c皿を測る。炉の西側に礁が配される。

〔覆土〕� 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、炭化材片を僅かに含む。炭化物粒子を含む。� 

4層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。� 

5層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。� 

6層 暗褐色土� (7.5YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。� 

7層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小フ� ロックを含む。Q

〔造物〕覆土中から破片が僅かに出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。� 

206号住居跡出土遺物(第78・79図)

高杯形土器� (3)

脚台部破片。脚端部は角状に成形され、丁寧にヨコナデされる。外面はハケメ調整後縦方向に丁寧な

へラミガキが施される。内面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。裾部上端に横方向の細い沈線がみら

れるが、工具痕の可能性もある。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4) を呈する。胎士は砂粒、細礁を僅

かに含むがきめ細か く精選されていて堅轍である。覆土中の出土である。

聾形土器(1・� 2・4-7) 

1・2は台付聾形土器の脚台部である。� 1は裾径9.7cmを測る。裾部にかけて 「ハ」字状に聞く。裾

端部には僅かに粘土のはみ出しがみられる。内外面ともにへラナデされるが、外面縦方向、内面横方向

のハケメ痕が僅かに残る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細操、軽石と思

われる浅黄櫨色粒子を含む。床面上の出土である。� 2は聾部との接合部で、裾部にかけて開く。内外面

ともにへラナデされるが、外面は縦位、内面は横位の幅広で深く粗いハケメ痕が残る。色調はにぶい黄

褐色(10YR5/4)を呈する。護部内面には炭化物が付着する。胎土には白色粒子を含む。覆土中から

円
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の出土である。� 

4~7 はいずれも体部破片で、へラナデさ れるがハケメ痕を残す。 4 ・ 6 ・ 7 は同一個体であろ うか。

いずれも幅広の組L、ハケメ痕を残す。� 4・6の色調は黒褐色(1� 0YR3/1)を呈する。外面に煤が付着

する。� 7の色調はにぷい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。 内面には炭化物がこびりつく。胎土は砂粒、細

磯を含むが細かい。� 5は細密なハケメ痕が残る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。胎土には

砂粒、細礁、軽石と思われる白色粒子を僅かに含む。いずれも覆土中の出土。� 

207号住居跡(第� 18図)

〔位置JB -6 G。

〔住居構造J17号方形周溝墓に大きく切られる。(平面形)不明。(規模)不明。 (壁高) 24 ~28 cm を測

り、ゆるやかに立ち上がる。(床面)軟弱である。(炉〉不明。

〔覆土〕黒褐色土(10YR2/3)。ロ ーム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。

〔遺物〕覆土中から破片が僅かに出土した。図示できる遺物はなかっ た。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

208号住居跡(第80・81図)

〔位置JB -4 G。

〔住居構造J209号住居跡を切り、� 205号住居跡に切られる。(平面形)不整正方形。� (規模) 360x370cm。

(主軸方向) N -200 
- Wo (壁高) 9 ~17cmを測り 、 急斜に立ち上がる。(床面〉 壁際と炉の周辺を除 き

硬化している。(炉)住居中央から北に偏って位置する。� 45x 40cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 7 

cmを測る。(柱穴〉主柱穴は検出されなかった。中央南壁際の径� 25cm・深さ� 57cmを測る小 ピッ トは入口

施設と思われる。

(覆土〕黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子 ・焼土粒子、炭化物粒子を含む。


〔造物〕炉の西側、床面上から破片が僅かに出土した。
 

bo 
σ。

<:1， 

O 


a 


第81図 床硬化面

蕊~総雨機 
5cm2m 

¥ 
第80図� 208号住居跡(1� /60) 第82図� 208号住居跡出土遺物� 0/3) 

-54-



(時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

208号住居跡出土遺物(第82図)

壷形土器� c1 ~4) 

1・2は複合口縁部破片。� 1は口縁部外面に� RLの単節斜縄文を羽状に施し、縦位の沈線が加え られ

る。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈 し、口唇端部と内面は赤彩される。胎土は砂粒、細礁を含む

が細かい。� 2は口縁部外面に� Rの無節斜縄文が施される。内面は丁寧なへラミガキ。色調は褐灰色� (10 

YR4/1)を呈する。胎土は白色粒子を含むが細かい。� 

3・4は肩部破片。� 3の羽状縄文は異なる単節縄文を使用している。色調はにぶい褐色� (7.5YR6/3)

を呈する。胎土には砂粒、細礁を含む。� 4はRLの単節縄文の端末を結節した原体を横に回転し、さら

に別の� LR単節斜縄文を羽状に施文 している。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈している。胎土は

砂粒、細礁を含むが組い。

いずれも覆土中の出土である。

聾形土器� (5) 

体部破片。外面はへラ ナデされるがハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (7.5YR5/3)を呈する。

胎土には砂粒、細離を含む。覆土中の出土である。� 

209号住居跡(第83図)


〔位置� JB -3 G。


〔住居構造J208号住居跡に切られる。(平面形)長方形。(規模)� 550x650cmo (主軸方向) N-45
0 -

W。短軸が主軸。� (壁高)� 8 ~39cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝〉上幅 8 ~16cm ・ 下幅 4~8cm.

深さ� 1~ 6 cmを測る。全周すると思われる。(床面)住居東壁際が貼床されている。全体に軟弱である。

(炉)住居中央北に偏って位置する� o 75~55cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 10cmをはかる 。 (柱穴)

各コ ーナーに主柱穴� 4本を検出 した。(貯蔵穴〕南壁下東に偏って位置する。径� 50cmの円形を呈し、深

さ36cmを測る。貯蔵穴西側に高さ� 2 ~ 4 cm ・ 幅25~30cmを測る凸堤が構築される。

〔覆土〕黒褐色土(1� 0YR2/2)。ロ ーム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。

なお、南東コ ーナーに厚さ� 7cm前後の小砂利混じりの暗赤褐色士が堆積する。

〔遺物〕東側床面上か ら破片が僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

209号住居跡出土遺物(第84・85図)

壷形土器� (4・5) 

いずれも複合口縁部破片。� 4は口縁部外面に� RLの単節斜縄文が施され、棒状浮文が� 2本貼付される

のが確認される。色調は灰黄褐色� (1 0YR5/2)を呈する。胎土は砂粒、 細離を含み組い。� 5は口縁部

外面に� Rの無節斜縄文を羽状に施している。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈 し、内面は赤彩され

る。胎土には砂粒、細礁を僅かに含む。ともに覆土中の出土。

高杯形土器� (3) 

裾径10cmを測る。裾部にかけてやや直線的に聞く。器厚は薄く全体に丁寧な作りである。外面は縦方

向のへラ ミガキ、杯部内面はへラナデされる。脚台部内面はへラナデされるが、横方向の浅く広いハケ

メ痕を残す。色調はにぷい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土は砂粒、 細礁を含むがきめ細かく堅織で� 
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ある。床面上の出土である。

聾形土器(1・� 2・6 ~8) 

lは台付整形土器で完形。 口径� 14.3 

cm・裾径9.1cm・器高� 16.2cmを測る。体

部は球状を呈し、類部は「く」字状にく

びれ口縁部は外反する。内外面ともにへ

ラナデされるが、広く粗いハケメ痕を僅

かに残す。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR 

5/4)を呈する。内外面護部上半に煤が

付着し、胎土には砂粒、細操、軽石と思

われる白色粒子を含む。床面上の出土

である。� 

2は台付聾形土器の脚台部で、裾部

にかけて内湾ぎみに聞く。裾径llcmを

測る。内外面ともにへラナデされるが、

脚台部外面縦方向、聾部内面横方向の



ハケメ痕を残す。脚台部内面にはへラナデの際の工具痕が明瞭に残る。色調はにぷい黄褐色(10YR 

5/3)を呈する。聾部内面には炭化物が僅かに付着する。胎土には砂粒、� 1~ 2 mmの細離を含む。炉跡

横から出土。� 

6は口頭部破片。口層部には棒状の工具で浅く押捺した刻みが施される。内外面ともへラナデされる

がハケメ痕を残す。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈する。外面には煤が付着する。胎土には砂粒、細

際、灰白色粒子を僅かに含む。覆土中の出土。� 

7は頚部に� 3段の輪積痕を残す破片。色調は黒褐色(10YR3/1)を呈する。外面には煤が付着する。

胎土には砂粒、細礁を含む。覆土中の出土。� 

8は体部破片。外面はへラナデされるが、深く組いハケメ痕を残す。内面はへラナデ。色調はにぶい

赤褐色� (5YR5/4)を呈する。胎土には白色粒子、細礁を含む。覆土中の出土。� 

210号住居跡(第86・87図)

〔位置JB -5 G。

〔住居構造� J(平面形)長方形。(規模)530x665cmo (主軸方向)N-60o-W。主軸が短軸。(壁高)� 

6~55cmを測 り、急、斜に立ち上がる。(床面)壁際を除き、よく硬化している。(炉)住居中央から北西

に偏って位置する。� 80x55cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 12cmを測る。炉の東側に離が配される。

(柱穴)各コーナーの 4本が主柱穴になろう。(貯蔵穴)南東壁下、東に偏って位置する。� 70x55c皿の楕

円形を呈し、深さ21cmを測る。貯蔵穴西側に高さ� 2~ 6cm ・幅35~50cmの凸堤が L字状に構築される。

¥。t〔覆土〕堆積状態が不整合で埋め戻された可能性が大き� 

l層 暗赤褐色土� (2.5YR3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

2層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。
 

3層 暗褐色土(10YR3/3)。ロームブロック。
 

4層 暗褐色土(10YR3/3)。ロームブロックを多く含む。
 

5層 暗赤褐色土� (2.5YR3/2)。ローム粒子・ブロックを多く含む。
 

6層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。
 

7層 暗褐色土� (10YR3/3)。ローム粒子・小ブロックを含む。
 

8層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム小ブロックを多く含む。
 

9層 黒褐色土� (5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを含む。
 

10層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

11層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子・小ブロックを僅かに含む。
 

12層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。焼土粒子を含む。
 

13層 暗赤褐色土� (2.5YR3/2)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。
 

14層 黒褐色土(1� 0YR2/3)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。
 

15層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子・小ブロックを含む。
 

16層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子・ブロックを多く含む。
 

17層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを僅かに含む。
 

18層 黒褐色土(1� 0YR2/3)。ロームブロックを僅かに含む。
 

19層 黒褐色士C10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
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〔遺物〕さほど多く はないが覆土中から出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。

〔所見〕 南西壁か ら南東壁の半ばにかけて幅150cm前後、高さ� 4，......，15cmで‘L字状に一段高くなる。ベ ッ

ド状遺構になろ うか。� 

210号住居跡出土遺物 (第88・89図)

壷形土器� (1・2・4，......，� 9) 

1は肩部以上が遺存する。口径15.7cmを測る。頚部は「く 」字状に屈曲し、口縁部は外反する。口唇

部は平坦で横方向にナデられる。外面は縦方向にへラミガキされるが、ハケメ痕を僅かに残す。内面口

縁部は上位横方向、下位縦方向にへラミガキされる。頚部以下はへラナデされる。頚部内面には輪積痕

が明瞭に残る。色調はにぶい樟色� (7.5YR7/4)を呈する。外面と内面口縁部は赤彩されるが、摩耗が

顕著である。胎土は砂粒、細礁を含むが精製されており、細かく堅轍である。覆土中からの出土である。� 

2は底径4.5cmを測る小型の土器で、体部上半以下2/3程度が遺存する。平底の底部から立ち上がり、

体部は球状を呈する。外面は縦方向に丁寧にへラミガキされるがハケメ痕を僅かに残す。内面は横方向

にへラナデされるが輪積痕を明瞭に残す。色調は赤褐色(10YR4/4)を呈する。胎土は砂粒、細礁、

軽石と思われる 白色粒子を含むがきめ細かく堅織である。覆土中からの出土。� 

4，......，� 7は複合口縁部破片。� 4はやや角頭状を呈する口唇端部にRLの単節斜縄文を施す。内外面とも

にへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩さ
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れる。胎土には白色粒子、細礁を含む。 5は口唇部内外面にハケ状工具で刺突した刻みがみられる。口

縁部内面と口唇端部には付加条の縄文が施される。複合口縁部外面はヨ コナデ、頭部は丁寧なへラミガ

キが施される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈し、複合口縁部と縄文帯以外は赤彩さ れる。胎

土は砂粒、細喋を含むがきめ細か く堅轍である。 6・7の外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。 6

の色調は灰褐色 (5YR4/2)を呈し、内外面ともに赤彩さ れるが、外面は部分的である。 7の色調は

灰黄褐色(10YR4/2)を呈し、内面は赤彩される。胎土は砂粒、細離を含むが細かい。いずれも覆土

中の出土である。 

8・9は肩部破片。 8は無節 Lの端末結節したものを 2段に施 している。色調は褐灰色(1 0YR4/ 1)

を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細磯を含む。 9はRLの単節斜縄文が施される。剥

離が著しく確認困難である が、下端には 2条の S字状結節文がみられる。色調は にぷい赤褐色 (5YR 

4/3)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土中には砂粒、細機、 1~ 2mmの白色粒子を含み粗い。 204

号住居の破片と接合する。ともに覆土中の出土である。

高杯形土器 (3)

杯 ・脚台部の接合部のみ遣存する。杯部は下半に段を有する。 脚台部は末広がりに開く と推測される。

外面は縦方向にへラミガキ される。内面坪部は横方向のへラミガキ、脚台部はナデられるが、横方向の

ハケメ痕を残す。 色調は黒褐色(1 0YR3/1)を呈し、外面は赤彩される。胎土は砂粒、 細離を含むが

細かく堅徹である。覆土中の出土である。

童形土器(10~12)

いずれも口頭部破片。 10は口唇部にへラ状工具でやや左方向から浅く 刺突した刻みがめぐる。器面は

へラナデされるが、内面口縁部にはハケメ痕が残る。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。胎土には

砂粒、細操、白色粒子を含む。 11は口唇部に先端に丸みのある棒状工具で刺突された刻みが施される。

器面はへラナデされるが、外面縦方向、内面横方向のハケメ痕が残る。色調は黒褐色 (7.5YR3/1)を

呈する。外面には煤が付着する。胎土には砂粒、細礁を含む。 12は口唇部にハケ状工具で浅 く刺突した

刻みがめぐる。色調は黄灰色  (2.5YR4/1)を呈する。胎土に は砂粒、 細礁、白色粒子を含む。いずれ

も覆土中の出土であ る。 

211号住居跡(第90図)

〔位置JC-4 G。

〔住居構造〕住居の大半を 17号方形周溝墓に切られる。(平面形)不明。 (規模) 550x不明。 (主軸方向) 

0 
-N -18 Wo (壁高) 17~22cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)全体に軟弱。(炉)不明

〔覆土〕 

l層 黒色土(10YR2/ 1)。ローム粒子を僅かに含む。 

2層 黒褐色土 (10YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。 

3層 黒褐色土(1 0YR2/2)。ロ ーム粒子を多く含む。 

4層 暗褐色土 (2.5YR3/4)。ローム粒子を多く含む。 ロー ム小ブロックを含む。 

5層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。

〔遺物〕床面上か ら僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 
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211号住居跡出土遺物(第91図)

壷形土器(1・� 3) 

1は口頭部破片。口唇部はやや角頭状を呈 し、

ヨコナデされる。外面はハケ メ調整後へラミガキ

される。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈す

る。胎土は砂粒、細離を僅かに含みき め細かく精 5 cm 

製され堅轍である。� 3は肩部破片。� Rの無節斜縄

文上に鋸歯文が施される。色調はにぶい赤褐色� 

(2. 1 前5YR4/3)を呈する。 縄文帯中の鋸歯文下と縄文帯以下は赤彩される。 胎土は砂粒、細礁、� mm

後の白 ・檀色粒子を含むが精製され細か く堅織である。

ともに覆土中の出土である。

聾形土器(2・4)

ともに口縁部破片。� 2は口唇部に棒状工具でやや右方向から刺突した刻みがめ ぐる。内外面ともにへ

ラナデさ れるがハケメ痕を残す。色調は褐色� (7. 1 前後5YR4/3)を呈する。胎士には砂粒、細機、� mm

の檀色粒子を含む。� 4は口唇部にへラ状工具の刺突による刻みが施される。 器面は丁寧にナデられる。

色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細操、軽石と推測 される白灰色粒子を含

む。ともに覆土中の出土である。� 

212号住居跡(第92・93図)


〔位置� JC -4 G。
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¥ 

〔住居構造〕 一部撹乱により破壊されている。(平面形)楕円形。(規模)� 410X360cIDo (主軸方向) N 

70o-Eo (壁高)29~35 cID を測 り 、 急斜に立ち上がる。(床面)住居壁際と炉の周辺を除き 、 よ く硬化

している。(炉)中央か ら東に偏って位置する。� 54X 45cIDの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5CIDを測る。

(柱穴〉西側コー ナーを除き主柱穴� 3本を検出した。西側に位置する� 1本は、住居内側に傾斜をもって

穿たれていて、梯子穴を想定させる。(貯蔵穴)中央西壁下やや南に偏って位置する。径� 30CIDの円形を

呈し、深さ35cIDを測る。貯蔵穴南側に高さ� 3 ~ 5 CID ・幅24~30CIDを測る凸堤が L字状に構築される 。

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。 焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

2層 黒褐色士(1� 0YR2/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。
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3層 黒褐色土(1 0YR2/2)。ロー ム粒子を多く含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。 

4層 黒褐色土 (5YR2/2)。ローム粒子、炭化材小片を僅かに含む。
 

5層 黒褐色土 (10YR2/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
 

7層 黒褐色土(1 0YR2/2)。焼土粒子を多く含む。


〔遺物〕覆土中か ら僅かに出土した。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。


〔所見〕炭化物・ 焼土粒子が多量に検出されたため、焼失住居の可能性が大きい。
 

212号住居跡出土遺物(第 94図)


壷形土器(1~ 3) 


1・2は複合口縁部破片。 lは口縁部外面に LRの単節斜縄文を施し、棒状浮文を貼付する。縄文は

口唇端部にも施される。縄文帯以外は丁寧にへラミガキされる。色調はにぷい赤褐色 (2.5YR4/4) を

呈 し、複合口縁部以外は赤彩される。胎土には砂粒、細礁、 1~ 2mmの樫色粒子を含む。 2は口唇端部

が尖る土器。器面はハケメ 調整後丁寧にへラミガキされる。色調は褐色 (7.5YR4/3)を呈する。胎土

は砂粒、細礁、軽石と思われる白色粒子を含むがきめ細かく堅轍である。 

3は肩部破片。 RLの単節斜縄文を 2段施 し、聞に Z字状の結節文を施す。色調は灰黄褐色(10YR 

5/2)を呈する。胎士には砂粒、細礁を含む。

いずれも覆土中からの出土である。

聾形土器 (4・5) 

4は口頭部破片。 U唇部にはへラ状工具で左方向から浅く 刺突した刻みが施さ れる。器面はへラナデ

されるがハケメ痕を残す。色調は黒褐色 (10YR3/1)を呈する。外面に煤が付着する。胎土には砂粒、

細磯を含む。 

5は体部破片。外面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。内面は丁寧なへラナデ。色調は褐灰色 (7.5 

YR4/6)を呈する。 外面に煤が付着する。胎土には砂粒、細礁を含む。

ともに覆土中からの出土である 

213号住居跡 (第95・96図)

〔位置JD -5 Go 

〔住居構造〕南西コーナーを破壊されている。(平面形)隅丸長方形。(規模) 590 x510cmを測り、ほぼ

垂直に立ち上がる。(主軸方向) N -35 Wo (壁高) 27~32c皿を測り 、 急斜に立ち上がる。(床面)壁0 
-

際と炉の周辺を除き硬化 している。(炉)住居中央北に偏って位置する。 105x65cmの楕円形の地床炉で、

深さ 6cmを測る。(柱穴)各コーナーやや中央寄りに主柱穴が 4本検出された。(貯蔵穴〉南壁下中央東

に偏って位置する。 径50cmの円形を呈し、深さ 47cmを測る。貯蔵穴東側には高さ 3~ 5cm ・幅30~50cm

を測る凸堤が構築されている。

〔覆土〕不整合な堆積で、埋め戻された感が大きい。
 

1層 黒褐色土 (10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。
 

2層 黒褐色土 (10YR2/3)。ローム粒子・小ブロ ックを含む。
 

3層 黒褐色土(1 0YR2/3)。ロー ム粒子を多く含む。
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第95図� 213号住居跡� 0/60)

。。 4層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多 く含む。� 

ローム小ブロ ックを僅かに含む。
O 

5層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。� 

6層 黒褐色土� (10YR2/3)。ローム粒子を多く 含む。� 

7層黒褐色土(10YR2/2)。 ローム粒子を多く 含む。� 

O ロー ム小ブロ ッ夕、焼士粒子、炭化物粒

00 

子を僅かに含む。� 

8層黒褐色士(10YR2/3)。ロ ーム粒子を多 く含む。

第96図床硬化面 ロームブロッ クを含む。� 
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9層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
 

10層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
 

11層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。
 

12層 暗赤褐色土� (5YR3/6)。焼土粒子 ・小ブロ ック を多く含む。
 

13層 暗赤褐色土� (5YR3/4)。焼土粒子、炭化物粒子を多く 含む。
 

14層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子 ・炭化材片を含む。
 

15層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

16層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

17層 黒褐色土� (1 0YR2/3)。ロ ーム粒子を多く含む。焼士粒子、炭化物粒子を含む。
 

18層 暗褐色士� (7.5YR3/4)。ローム粒子、炭化物粒子を含む。焼土粒子を多く含む。


なお、南東コー ナー に厚さ� 3cm前後の小砂利混じりの暗赤褐色士が堆積する。

〔遺物〕貯蔵穴と その周辺から比較的多く出土する。

〔時期〕弥生時代末葉。

〔所見〕覆土中に焼土 ・炭化物粒子が含まれ、 床には炭化材が散乱しているため焼失住居の可能性が大

きい。� 

213号住居跡出土遺物(第� 97図)

壷形土器(1)

口頭部破片。口唇部はやや角頭状を呈する。内外面ともにハケメ調整後丁寧なへラミガキが施される。

口縁部には棒状浮文が貼付される。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。胎土は砂粒、細離を含

むがきめ細かく 堅轍であ る。覆土中からの出土。

鉢形土器(2 ) 

2は高杯形土器の可能性がある。複合口縁部破片。器厚は非常に薄い。内外面ともに丁寧にへラミガ

キさ れる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、全面赤彩される。胎土は砂粒、細礁、� 1~ 2rnrn 

の樺色粒子を含むがきめ細か く精製され堅轍である。覆土中からの出土。

護形土器� (3・4) 

3は体部破片。 外面はへラ ナデされるがハケメ痕を残す。内面は丁寧なナデ。色調は黒褐色(1� 0YR 

3/1)を呈する。外面に煤が付着する。 胎土には砂粒、細擦を含む。貯蔵穴からの出土。� 

4は口頭部破片。口唇部に先端の丸い棒状工具で刺突された刻みが施される。器面はへラナデされる

4〆
5cm 
-面画面..............!


第97図� 213号住居跡出土遺物� 0/3) 
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がハケメ痕を残す。色調は黒褐色(10YR3/1)を呈する。外面に煤が付着する。胎士には砂粒、 細操、

樫色粒子を含む。覆土中の出土。 

214号住居跡(第98・99図)

〔位置) D-4G。

〔住居構造) (平面形)隅丸正方形。(規模) 310x310mmo (主軸方向) N -190 
- Wo (壁高) 26 ~34 cm 

を測り、急斜に立ち上がる。(床面)貯蔵穴と炉の聞がよく硬化している。(炉〉 住居中央から北に偏っ

て位置する。 75x60cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 10crnを測る。炉の北側に離が配される。(柱穴〉

主柱穴は検出さ れなかった。南壁際中央の小ピットは入口施設と思われる。(貯蔵穴)住居南壁下、東

に偏って位置する。 30X50cmの楕円形を呈し、深さ 14crnを測る。貯蔵穴東側に高さ 2~ 4c血・幅20~30 

cmの凸堤がめぐっている。

〔覆土〕不整合な堆積で、埋め戻された感が大きい。 

1層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。 

2層 黒褐色士(10YR3/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。 

3層 暗赤褐色土 (5YR3/2)。ローム粒子を含む。ローム小ブロック、焼土小ブロックを僅かに含

む。
 

4層暗赤褐色土  (5YR3/3)。焼土。
 

5層 暗褐色士 (7.5YR3/3)。焼土粒子を多く含む。
 

6層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

7層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

8層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

9層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

10層 黒褐色士 (10YR3/1)。ローム粒子を多く含む。
 

11層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。焼士粒子、炭化物粒子を含む。


〔遺物〕床面上・貯蔵穴中・覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕覆土中から焼土粒子 ・炭化物粒子を検出し、床面に炭化材が散乱している ことから焼失住居の

可能性がある。 

214号住居跡出土遺物(第 100・101図)

壷形土器(2・3) 

2は小型土器で口縁部上位を欠損する。底径3.6cmを測る。平底の底部から立ち上がり、体部は最大

径を中位にもち球状を呈する。頚部はゆるやかにくびれ、口縁部は外反する。外面頚部には付加条と思

われる縄文が施されるが、摩耗が著しく明確でない。外面頚部以下は縦方向にへラミガキされるがハケ

メ痕を僅かに残す。内面はナデられるが斑点状の剥離が著しくはっきりしない。頚部に輪積痕を明瞭に

残す。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細かい白

や檀色の粒子を含むがきめ細かく精選されている。堅織で丁寧な作りである。貯蔵穴からの出土。 

3は複合口縁部破片。 RLの単節斜縄文を口縁部内外面に施す。それ以外はハケメ調整後丁寧にへラ

ミガキされる。色調は黒褐色 (7.5YR3/2)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細操、 
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浅黄樟色粒子を含む。 床面上からの出土。

高杯形土器� (1)

裾径13.9cmを測る脚台部。鉢形を呈すると思われる杯部か ら裾部へかけて直線的に開 く。杯部と脚台

部の接合部に凸帯が一周するO 凸帯には接合の際に押しつけた指頭痕が残る� 脚台部は丁寧にへラミガO

キされるが、裾部では横方向に粗く行われている。杯部内面は横方向のへラミガキ。脚台部内面はへラ

ナデされるが、天井部では特に強くナデられていて光沢をおびる。色調は赤褐色� (10YR4/4)を呈し、

外面は赤彩される。裾部には黒斑がみられる。胎土は砂粒、細礁を含むがきめ細かく精製されていて竪

撤である。床面上の出土。

蓋形土器� (4 ~ 7) 

4・5は口頭部破片。� 4は口唇部がやや角頭状を呈し、板状工具で左方向から刺突 した刻みが施され

る。内外面ともにへラナデされるがノ¥ケメ痕を残す。色調は黒褐色� (7.5YR3/1)を呈する。外面には

煤の付着がみられる。胎士には砂粒、細機、� 1~ 2mmの黄櫨色粒子を含む。� 5はへラ状工具で� 4より深

めに刺された刻みがめぐる。器面はへラナデされるがハケメ痕を残す。色調は黒褐色� (2.5YR3/1)を

呈する。胎土には砂粒、細操、黄樫色粒子を含む。� 

6・7は体部破片。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。色調は� 6が暗褐色C10YR3/4)、� 7

は暗灰褐色� (N3/0)を呈する O いずれも外面には煤が付着する。胎土には砂粒、 細磯及び� 1~ 2mmの� 
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白色粒子を含む。

いずれも覆土中の出土である。 

215号住居跡(第 102・ 103図)

〔位置JD -3 G。

〔住居構造J(平面形)長方形。(規模) 520x440cmo (主軸方向) N -400 
- Wo (壁高) 37~59cm を測

り、急斜に立ち上がる。(床面)東壁は幅40~110cm ・高さ 8 ~1 2cm。西壁は幅90~120cm ・高さ 9 ~17 

cmの規模で住居中央より高くなっている。炉の周辺を除きよく 硬化している。(炉)住居中央か ら北西

に偏って位置する。 70x60cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 5cmを測る。炉の南側に土器片を埋設 し

ている。(柱穴)各コーナー に主柱穴 4本が検出される。中央南壁下の小ピ ット は入口施設と思われる。

(貯蔵穴)住居南壁下、 東に偏っ て位置する。径30cmの円形を呈し、深さ 22cmを測る。貯蔵穴北側に高

さ 2~6cm ' 幅30~45cmの凸堤が短軸にそって構築される。 

(覆土〕不整合な堆積で、埋め戻された感が大きい。
 

1層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

2層 黒褐色土 (10YR2/2)。ローム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

3層 暗褐色士 (10YR3/3)。ローム粒子・ブロ ック を多 く含む。
 

4層 黒褐色土(10YR3/2)。ロ ーム粒子を含む。 ロームブロ ックを僅かに含む。
 

5層 黒色土 (7.5YR2/1)。 ローム粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

7層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子 ・ブロックを多く含む。
 

8層 暗赤灰色土 (2.5YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。焼土粒子を多く含む。
 

9層 黒褐色土 (10YR3/1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。
 

10層 黒褐色士 (10YR3/2)。焼土粒子、炭化物粒子を多 く含む。
 

11層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

12層 黒褐色土 (10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子 ・炭化材片を含む。
 

13層 黒褐色土 (10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを含む。
 

14層 暗褐色士(10YR3/3)。ローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。焼士粒子 ・小ブロック を含


む。
 

15層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を含む。 ローム小ブロック を僅かに含む。
 

16層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。ローム粒子、焼土粒子を多く含む。
 

17層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子、焼士粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

18層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ロ ーム粒子 ・ブロックを僅かに含む。
 

19層 黒色土 (7.5YR2/1)。 ローム粒子を僅かに含む。
 

20層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。焼土粒子 ・小ブロ ックを多く 含む。
 

21層 黒褐色土 (10YR2/2)。ローム粒子・ブロックを僅かに含む。
 

22層 黒褐色土 (7.5YR2/3)。ローム粒子を含む。 焼土粒子を多く含む。 炭化材
 

23層 暗褐色土 (7.5YR3/4)。ロームブロ ック を多 く含む。
 

24層 暗赤褐色土 (5YR3/6)。焼土ブロ ック O
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第102図� 215号住居跡� (1/60) 

25層 黒褐色士� (7.5YR2/2)。炭化材小片を多く含む。� 

26層 黒褐色十C10YR3/2)。焼土粒子、 炭化物粒子を含む。

〔造物〕炉と覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉。

〔所見〕東・西の� 1段高い床面はベッド状遺構と思われる。床

面上に炭化材・焼士があり焼失住居の可能性があ る。� 

215号住居跡出土遺物(第104・105図)

壷形土器(1~ 3) 

1は口頭部が2/3程度遺存する。口径21cm。頭部はゆるやか� 

69 
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に外反し、複合口縁部は僅かに内湾する。口縁部には端末結節した� LRの単節斜縄文と� RLの単節斜縄

文を使用した羽状縄文が施される。口唇部はハケ状工具でナデられる。外面縄文帯以外は丁寧にへラ ミ

ガキされるが、僅かにハケメ痕を残す。内面は横方向にへラミガキされるが、 上端にはハケメ痕を残す。

ハケメは広く深いため、ミガキで消されても観察できる ほどである。 色調はにぷい赤褐色� (2.5YR4/4)

を呈し、外面複合口縁部以外と内面口頚部は赤彩される。胎土は砂粒、細礁を含むが精製され細かく 堅

轍である。炉跡からの出土である。炉の施設として使用されたのであろう か。� 

2は複合口縁部破片。� LRの単節斜縄文を羽状に施し、棒状浮文が貼付される� O 下端にはハケ状工具

で刻みが加えられる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。胎土には砂粒、細操、白色粒子が含

まれる。覆土中の出土である。� 

3は口頭部破片。口縁部内面には� RLの単節斜縄文が羽状に施されるが、上部は摩耗が著しく確認が

困難である。口唇部にも� RLの単節斜縄文がみられる。複合口縁部外面はハケメ調整後、 丁寧にへラミ

ガキされる。内面は縄文帯以外は丁寧なへラミガキ。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4) を呈し、 縄文

帯以外は赤彩される。胎土は砂粒、� 1""' 2mmの白色粒子を含むが細かく 堅撤である。覆土中の出土で

ある。

鉢形土器� (4・5)

高杯形土器の可能性がある。いずれも口縁部破片。� 4は外面に網目状撚糸文が施される。詳細は摩耗

が著しく確認困難である。色調は樟色� (5YR6/6)を呈し、内面に は赤彩が僅かに残る。胎土には砂

粒、細離を僅かに含む。� 5は口唇部ヨコナデ。内面には櫛描波状文が� 2段施されているのが確認できる。

外面はへラミガキされるがハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈し、文様帯以外は

赤彩される。胎土には砂粒、細礎、白色粒子を含む。ともに覆土中の出土である。

聾形土器(6""'10) 

6・7は口頭部破片。� 6は口唇部に先端がやや丸い工具で刺突した刻みが、� 7はへラ状工具で浅く刺

問中v，
2J
D 10白羽

第104図� 215号住居跡

出土遺物� 10/4) 

cm 

第105図� 215号住居跡出土造物� 20/3) 
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突した刻みがめぐる。 いずれもへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。 6の色調は黒褐色C1  0YR3/1)、 

7は褐灰色(10YR4/1)を呈する。ともに外面には煤の付着がみられる。 6は胎土に砂粒、細礁を含

み、 7はそれに加えて軽石と思われる樫色粒子を含む。 

8・9は体部破片。いずれも外面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。 内面はへラナデされる。 8の

色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)、 9はにぷい檀色 (7.5YR6/4)を呈する。胎土にはいずれも砂粒、

細操、 軽石と思われる黄櫨色粒子を含む。 

10は脚台部破片。内外面ともにへラナデされるがハケメ痕を残す。脚台端部に粘土のはみ出しがみら

れる。色調は褐色 (7.5YR4/3)を呈する。胎土には砂粒、細礁、白色粒子を含む。

いずれも覆土中の出土である。 

216号住居跡(第 106・107図)

〔位置JD-3 G。

〔住居構造 J(平面形〉隅丸正方形。(規模) 410x380cmo (主軸方向) N -170-W。主軸が短軸。(壁

高) 26~3 0 cmを測 り 、 ほぼ垂直に立ち上がる。(床面)壁際と炉の西側を除 き、 硬化している。(炉〉住

居中央から北に偏って位置する。 径55cmの円形を呈する地床炉で、深さ 10cmを測る。焼士の範囲は45cm

の円形を呈する。 (柱穴〉各コーナー壁際に主柱穴 4本が検出される。中央南壁下の 1本は入口施設と

思われる。 (貯蔵穴)南壁下、東に偏って位置する。径 40cmの円形を呈し、深さ 26cmを測る。貯蔵穴の

北側に高さ 2 ~ 4 cm. 幅20~45cmの凸堤が構築されている。

〔覆土〕不整合で埋め戻された感が大きし、。
 

1層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子・ブロックを多く含む。
 

2層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

3層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。ロームブロック。
 

4層 黒色土 (7.5YR2/1)。ローム粒子を含む。
 

5層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを含む。
 

6層 黒褐色士 (10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを含む。
 

7層 黒褐色土(1 0YR2/2)。ローム粒子を多く 含む。
 

8層 黒褐色土 (10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

9層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子 ・小ブロックを僅かに含む。
 

10層 黒色士 (7.5YR2/1)。 ローム粒子を僅かに含む。
 

11層 黒褐色士 (7.5YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。


なお、 南東コーナー に厚さ 8cm前後の小砂利、混じりの暗赤褐色土が堆積する。


〔遺物〕南西床面上から多 く出土 した。


〔時期〕古墳時代初頭。
 

216号住居跡出土遺物 (第108・109図)


壷形土器(1・ 2・4・6)
 

1は口縁部の大部分と体部の・部を欠損する。底径 8.4cm・器高28.3cmを測 る。平底の底部から立ち

上が り、体部は最大径をやや下半にもち、ほぼ球状を呈する。頚部は強くくびれて口縁部は大きく外反

するが、口唇部で僅かに内湾する。頚部には断面三角形の凸帯が一周する。外面口唇部と頚部、体部下 
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第106図� 216号住居跡� (1 /60) 第107以| 床鈍化面

半は横方向のナデ、それ以外はハケメ調整後、丁寧にへラミガキされる。内面は口唇部横方向のナデ、

口縁部は横方向にへラ ミガキされる。頚部以下はナデられたと思われるが摩耗が著しく不明瞭である。

色調はにぶい赤褐色� (25YR4/4)を呈し、外面及び口縁部内面は赤彩される。棒状黒斑も体部にみら，� 

れる。胎士は白色粒子、細操、軽石と思われる白色粒子を含むが細か く堅撤である。南西側床面上の出土。� 

2は体部上位以上が1/2程度遺存する。推測口径� 175cmで体部は球状を呈すると思われ、頚部は直線，� 

的に立ち上がり、口縁部は大き く外反する。口唇部は横方向のナデ、外面は縦方向にへラミガキされる

が、口縁部上端横方向、以下縦方向のハケメ痕が僅かに残る。 内面口縁部は横方向にへラミガキされる

が、僅かにハケメ痕を残す。頚部以下はへラナデされるが摩耗が顕著である� 色調はにぶい褐色(7O

YR5/4)を呈する。体部には焼成時についたと恩われる黒斑がみられる。胎土は黒・ 白色粒子、細擦

を含むが精製されておりき め細かく堅織である。貯蔵穴付近床面上の出土である。� 

4は口頭部破片。口縁部外面には� 2箇所に結節文のある原体を数段回転させて施文している� 縄文帯O

下端には先端のやや丸い工具で刺突した刻みがみられる。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈し、

頚部以下と内面は赤彩される。胎土には砂粒、軽石と恩われる浅黄檀色粒子を含む。床面上の出土。� 

6は肩部破片。� RLの単節斜縄文を羽状に� 3段施す。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈し、外面縄文� 

O中の出十ふ十ふ帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細機、白色粒子を含む。覆� 
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聾形土器� ( 3・5・7) 

3は台付蓋形土器。口径� 13.2cmと小型で、脚台部を欠損する。最大径を口縁部にもち、体部は張りを

もたず、 ド位に向かつてゆるやかにすぼむ。頭部は強く屈曲し、口縁部は外反する。外面はへラナデさ

れるが、頭部と体部下位に縦方向のハケメ 痕を僅かに残す。内面はへラナデされるが、頚部に僅かなハ

ケメ痕を残す。 色調はにぶい樫色� (7.5YR6/4)を呈する。外面脚台部と体部上半に煤が付着する。胎

土には砂粒、細操、軽石と思われる浅黄櫨色粒子を含む。貯蔵穴凸堤横床面上か ら出土。� 

5は体部破片。 外面はへラ ナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラナデされる。色調は黒褐色� 00 

YR3/1)を呈する。 外面には煤が付着する。胎土には砂粒、細離、 白色粒子を含む。覆土中の出土で

ある。� 

7は頚部破片。 器面はへラナデされるが、外面と内面上部にはハケメ痕が残る。色調はにぶい黄褐色� 

C10YR5/3)を呈する。煤が付着する。胎土には砂粒、細礁、軽石と恩われる浅黄檀色粒子を含む。

覆土中の出土であ る。� 

2 

3 

。 10 cm 

第108図� 216号住居跡出土造物� 1 (1/4) 

5 cm-

第109図� 216号住居跡出土造物� 20/3) 
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217号住居跡� (第110・111図)

〔位置J D-3G。

〔住居構造J248号住居跡に切 られる。(平面形)隅丸長方形。(規模)700x540cmo (主軸方向)N -440 

Eo (壁高)20-26cmを測り、 急斜に立ち上がる。(床面)北側が幅90-120cm・高さ� 2-7cmの規模

で高くなっている。 壁際と炉の周辺を除き よく硬化している。(炉)住居中央から北東に偏って位置す

る。� 80-70cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 8cmを測る。(柱穴)各コーナーに主柱穴� 4本が検出 さ

れた。南壁際の� 1本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)南壁下、東に偏って位置する。� 40x50cmの楕円

形を呈し、深さ� 14cmを測る。北側に高さ� 4-7cm .幅25-30cmの凸堤が弧状に構築さ れてい る。

〔覆土〕� 

1層 暗褐色土� (7.5YR3/3)。ローム粒子・ブロックを多 く含む。� 

2層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く 含む。� 

3層 黒褐色士(10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

4層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。� 

5層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を僅かに含む。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土 した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕住居北側はベッド状遺構と恩われる。� 

217号住居跡出土遺物(第112・113図)

壷形土器(1-4) 

1は頭部1/2程度が遣存する。球状を呈する体部から頭部で くびれ、口縁部は外反する。外面は横方

向にへラミガキされるが、頚部縦方向、体部横方向のハケメ 痕を残す。内面口縁部は横方向にへラ ミガ

キされるが、僅かにハケ メ痕を残す。 頚部以下はへラナデさ れるが、その際の工具痕が残る� 輪積痕がO

明瞭に残る。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。胎土には砂粒、細操、軽石と思われる浅黄樟

色粒子を含む。北コーナ ーに近い床面上の出土である。� 

2-4は肩部破片。� 2はRLの単節斜縄文を羽状に� 3段施 し、聞に円形浮文が貼付される。色調はに

ぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。胎土は細操、白色粒子を含むが精選されている。� 3は付加条の縄文

が3段施される。色調はにぷい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。 胎土には細礁、白色粒子を含む。� 4はL 

Rの単節斜縄文を2段施す。� 1段目の下端には縄文原体の端を閉じた部分の回転圧痕がみられる。色調

はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。 胎土には細礁、� 1-2mmの白色粒子を含む。 いずれも覆土中の

出土。

鉢形土器� (5・6) 

5は高杯形土器の可能性もある。口縁部に はLRの単節斜縄文が施される。色調は明赤褐色� (5YR 

5/6)を呈する。 胎土には砂粒、 細操、軽石と思われる白色粒子を含む。� 

6は口頚部破片。外面はへラミガキされるが、頚部にハケメ痕を残す。内面口縁部はへラナデされる

がハケメ痕を残す。 頚部以下はへラナデされる。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。 胎土には

砂粒、細操、軽石と思われる浅黄樫色粒子を含む。

ともに覆土中の出土であ る。� 
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第113図� 217号住居跡出土遺物� 20/3) 

聾形土器(7・� 8)

。� いずれも口頭部破片。� 7は口唇部

O 

O 
d 	 に先端が丸い工具で、浅く 刺突した刻

みが施される。内外面とも にへラナ

デされるがノ、ケ メ痕を残す。色調は

褐灰色 (7.5YR4/1)を呈する。胎

土には砂粒、細礁を含む。� 8は口OO 
O 

o百三 ο 。� 10cm 
唇部にハケ状工具で刺突した刻み

が施される。内外面ともにハケメ

第112図� 217住居跡出土遺物� 1 調整後、丁寧にへラナデされる。
第111図床硬化面 0/4) 

色調は灰黄褐色(10YR4/2)を呈

する。胎土に は細礁、白色粒子を

含む。 ともに覆土中からの出土。� 

218号住居跡 (第 114図)

5，" 〔位置JC -3 G。

〔住居構造J233号住居跡を切る O

(平面形)正方形。(規模)430 x430 

cmo (主軸方向) N-650 -Eo (壁高)50-60cmを測り、ほぽ垂直に立ち上がる。(床面)全体に軟弱。

(炉〉検出されなかった。(柱穴)各コーナー毎に 4本の柱穴を検出した。

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。
 

2層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを僅かに含む。
 

3層 暗褐色土� (7.5YR3/4)。ローム粒子 ・ブロックを多く含む。
 

4層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。
 

5層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子 ・小ブロックを含む。炭化物粒子を僅かに含む。硬質。
 

6層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

7層 黒褐色土(10YR3/2)。ロームブロックを含む。
 

8層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子 ・小ブロックを僅かに含む。
 

9層 暗褐色土� (10YR3/3)。ロームブロックを多く含む。
 

10層 暗褐色士(10YR3/3)。ロームブロックを多く含む。黒色土を斑状に含む。
 

11層 暗褐色土� (7.5YR3/3)。ローム粒子を多く含む。
 

12層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を僅かに含む。
 

13層 暗褐色土� (7.5YR3/3)。ローム粒子・ブロックを多く含む。
 

14層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。
 

15層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

16層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子・小ブロッ クを多く含む。


〔遺物〕覆土中か ら比較的多 く出土した。� 
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〔時期〕古墳時代初頭。
 

218号住居跡出土遺物(第115・116図)


壷形土器c1  .4 -6) 


1は口頚部か ら体部上半の 1/2程度が遺存。 球状を呈すると思われる体部から頭部でくびれ、口縁部

はやや外反する。 外面は縦方向にへラミガキされるが、僅かにハケメ痕を残す。 内面口縁部はハケメ調

ー-0

、州側山岡山側凶暴露  

2剛

第 114図 218・233号住居跡 0/60) 
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整後、横方向のへ ラミガキが施される。頚部以下はへラナデされるが摩耗が著 しい。輪積痕が明瞭に観

察できる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈し、外面と口縁部内面は赤彩される。体部中位には

黒斑がみられる。覆土中の出土である。 

4・5は複合口縁部破片。 4は棒状浮文が貼付される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈し、内

面は赤彩される。胎土には砂粒、細操、軽石と恩われる 1~ 2mmの白色粒子を含む。 5はLRの単節斜

縄文を羽状に施文されると推測されるが摩耗がはげしく確認が困難である。下端にはハケ状工具で刺突

された刻みがみられる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。胎士には砂粒、細礁、軽石と思

われる黄樟色粒子を含む。ともに覆土中の出土。

高杯形土器(2)

杯部約1/2と脚台部の上部のみ遺存する。推定口径13.7cm。杯部は広がるが口縁部付近で内傾し、口

唇部は僅かに外反する。脚台部は裾部に向けて広がるものと恩われる。杯部は内外面ともに斑点状の剥

離が著しいため不明瞭であるが、口縁部はナデ、以下へラミガキされたと思われる。脚台部内面はへラ

ナデされる。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈し、脚台部内面以外は赤彩される。胎土には砂粒、

細操、軽石と思われる細かい黄樫色粒子を含む。覆土中の出土である。 

6は肩部破片。 S字状結節文をもっ LRの単節斜縄文が施される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)

を呈する。胎土には細礁、白色粒子を含む。覆土中の出土である。

護形土器 (3・7) 

3は台付聾形土器の査部と脚台部の接合部のみ遺存。脚台部は直線的に開く。外面と脚台部内面はナ

デられるが、縦方向のハケメ痕を残す。護部内面は横方向のへラミガキが施される。色調はにぶい樟色 

(7.5YR5/3)を呈する。胎土には砂粒、細礁、軽石と思われる浅黄檀色粒子を多く含む。 

7は口頭部破片。口唇部には先端がやや丸い工具で左方向から刺突した刻みがめぐる。色調は黒褐色 

3 
10回n

第 115図 218号住居跡出土造物 1(1/4) 

で躍J醸の 
B 

7 

第116凶 218号住居跡出土遺物 20/3) 
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(10YR3/1)を呈する。外面には煤が付着する。胎土には砂粒、細礎、軽石と思われる浅黄樟色粒子

を含む。

ともに覆土中の出土である。� 

219号住居跡 (第117・118図)

〔位置JB -3 G。

〔住居構造J249号住居跡を切る。(平面形)楕円形。(規模)420 X360CIllo (主軸方向) N -400 -W。

(壁高)37~46cIllを測り、 急斜に立ち上がる。(床面)住居壁際と炉の周辺を除き、よ く硬化してい る。

(炉)住居中央から北に偏って位置する。径45cIllの円形を呈する地床炉で、深さ 5CIllを測る。(柱穴)各

コーナーの� 4本が主柱穴である。ただし南側の� 1本を除いた� 3本には柱穴の重複がみられる。中央南東

壁際より北に偏って位置する小ピ ットは、入口施設と思われる。(貯蔵穴〉南東壁下、東に偏 って位置

する。径38cIllの円形を呈し、深さ26cIllを測る。貯蔵穴東側に高さ 1~ 6 CIll・幅25~24cIllの凸堤が構築さ

れている。
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〔覆土〕� 

1層 黒褐色士(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。� 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。� 

4層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

5層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。� 

6層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子、焼土粒子、 炭化物粒子を僅かに含む。� 

7層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。� 

8層黒褐色土 �  (10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

9層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子・小ブロック を僅かに含む。

〔遺物〕覆土中から比較的多 く出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。

〔所見〕柱穴の重複からみて、住居の建て直しの可能性がある。� 

219号住居跡出土遺物(第� 119・120図)

壷形土器(2・3・5) 

2・3は複合口縁部破片。� 2は複合口縁部下端にハケ状工具の刺突による刻みが施される。外面はへ

ラナデされるが口縁部横方向、 頚部縦方向のハケメ痕が残る。 内面はへラ ミガキされるが、横方向のハ

ケメ痕を残す。色調は灰褐色� (5YR4/2)を呈し、複合口縁部外面以外は赤彩される。胎土には砂粒、

細操、軽石と思われる白色粒子を含む。覆土中の出土。� 3は棒

状浮文が剥落している。器面はへ ラミガキされる。色調はにぶ

い褐色� (7.5YR5/4)呈し、全面赤彩される。胎土には砂粒、

細離を含む。床面上の出土。� 

5は頚部から肩部にかけての破片。� Rの無節斜縄文の下位に、

高
折った縄を回転施文したと思われる痕跡が残る。円形浮文が貼

付される。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/ 4)を呈し、 一部赤

彩されている。胎土には砂粒、細礁を含む。 覆土中の出土であ

る。

。� 10 cm 
護形土器(1・� 4・6・7)� 

lは台付聾形土器。 護部� 1/2程度と脚台部下半を欠損する。

第119図� 219号住居跡出土迫物� 1 0/4) 口径19cmを測る。最大径を球状を呈する体部中位にもち、 頚部� 

「.

画
面
軍
一
♂
引

戸

!
 
-

i i
 d

 

ぷ¥
第120凶� 219弓住居跡出土造物� 20/3) 

-80-

-
ー興

-aa開明也

、，
 



はやや強く 屈曲し、口縁部は外反する。脚台部は僅かに内湾しながら開くものと思われる。口唇部には

ハケ状工具を刺突した刻みが一周する。外面はへラナデされるが、口縁部と体部下半には縦方向、体部

上半には横方向のハケ メ痕を残す。内面口縁部はナデられるが、ハケメ痕を残す。頚部以下は丁寧にへ

ラナデされるが、底部は粗 くへラミガキされる。脚台部内面はへラナデされるが、その際の工具痕が残

る。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈する。外面体部中位には煤が、内面底部には炭化物の付着がみら

れる。胎土には砂粒、細礁を含む。床面上の出土。� 

4は口頭部破片。口唇部は平坦に作られる。外面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。内面は丁寧に

へラナデされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈する。胎土には砂粒、細礎、白色粒子を含む。

覆土中の出土である。� 

6 . 7は口頚部破片。� 6は口唇部にへラ状工具で刺突された刻みがめぐる。内外面はへラナデされる

がハケメ痕を残す。色調はにぶい黄褐色(1� 0YR5/3)を呈する。胎土には砂粒、細離を含む。� 7は先

端のやや丸い工具で刺突された刻みが施される。内外面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。色調は黒

褐色� (7.5YR3/1)を呈する。外面には煤が付着する。 胎土には砂粒、細棟、白・樟色の� 1mm大の粒子

を含む。と もに覆土中の出土である。� 

220号住居跡(第� 121図)

〔イ立置JA-2 G。

〔住居構造〕北側は調査区外、南側コーナーは� 221号住居跡を切る。(平面形)不明。(規模〉不明。

0 
-(主軸方向) N -35 Wo (壁高) 28~52cmを測り 、 垂直に立ち上がる。(壁溝)上幅1O~22cm ・ 下幅 

4~ 7 cmを測り 、深さ� 2~ 8 cmを施す。溝の中にピットが、ほぼ等間隔に検出さ れた。(床面)壁際周

辺と炉の周辺を除きよく硬化している。(貯蔵穴)住居中央南東壁、東に偏って位置する。径� 60cmの円

形を呈し、高さ� 3~ 6cm ・幅25~45cmの凸堤が構築されている。

〔覆土〕
 

l層 黒褐色土(1� 0YR3/1)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

2層 黒褐色土� (7.5YR3/1)。ロ ーム粒子・ブロックを多く含む。
 

3層 黒色土� (7.5YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。
 

4層 暗赤灰色土� (2.5YR3/1)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

5層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ローム粒子・ブロックを多く含む。
 

7層 黒褐色土(10YR3/1)。ローム粒子を含む。ローム小ブロックを僅かに含む。
 

8層 暗赤褐色士� (2.5YR3/2)。 ローム粒子を僅かに含む。
 

9層 黒褐色土(10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。炭化物粒子を含む。
 

10層 黒褐色土(1� 0YR3/2)。ロ ーム粒子を含む
 

11層 黒褐色土(1� 0YR3/1)。ローム粒子、炭化物粒子・炭化材片を含む。
 

12層 オリ ーブ黒色土� (5YR3/2)。焼士粒子・小ブロックを多く含む。
 

13層 黒褐色土� (10YR3/1)。 焼土粒子 ・小ブロ ックを多く含む。炭化物粒子を含む。
 

14層 黒褐色士� (10YR3/1)。ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒子の僅かに含む。
 

15層 黒褐色土(10YR3/1)。 ローム粒子を含む。
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16層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを僅かに含む。� 

17層 黒褐色土(10YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕床面上と覆土中から僅かに出土した。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。


〔所見〕南壁中央はロームを掘り残して階段状に作出している。入口施設の可能性が大きい。
 

220号住居跡出土遺物(第122図)


壷形土器(1・� 2) 


lは複合口縁部破片。口縁部には撚りの異なる単節縄文を用いた羽状縄文が施され、棒状浮文が� 9本

貼付される。下端には刻みが加えられる。口唇端部には� LRの単節斜縄文が施される。器面はへラミガ

キされるが、口縁部直下に僅かなハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)を呈し、口縁部

外面以外は赤彩される。胎土には砂粒、細礁を多く含む。� 

2は肩部破片。� RLの単節斜縄文を� 3段羽状に施す。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈する。胎土に

は砂粒、細機、軽石と思われる白色粒子を含む。

ともに覆土中の出土である。

整形土器(3~ 5) 

/ 

2m 

第121図� 220・221号住居跡� 0/60) 

2 

5cm 
5cm 

第122図� 220号住居跡出土造物� 0/3) 第123図� 221号住居跡� 0/3) 



いずれも体部破片。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラナデされる。色調は 3がに

ぷい褐色 (7.5YR5/3)、 4が灰褐色 (7.5YR4/2)、 5が灰褐色 (7.5YR5/2)を呈する。 3・5の胎

土には砂粒、 細擦が、 4Iこは更に軽石と思われる白色粒子が含まれる。覆土中の出土である。 

221号住居跡 (第 121図)

〔位置JA -3 G o 

〔住居構造〕住居北側は調査区外。 220号住居跡に大部分切られる。(平面形)不明。(規模)不明。(壁

高) 30~46cm を損IJ り 、 ほぼ垂直に立ち上がる。 (壁溝)上幅1O~15cm ・下幅 4 ~ 6 cm・深さ 5cm前後を

測る。(床面)軟弱。(炉)不明。

〔覆土〕
 

18層 黒褐色士 (7.5YR3/1)。ロ ーム粒子を含む。
 

19層 黒褐色土 (7.5YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕 覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

221号住居跡出土遺物(第 123図)

高杯形土器もしく は鉢形土器。器厚が薄く非常に丁寧な作りである。口縁部には撚りの異なる単節縄

文を用いた羽状縄文 と 3条の S字状結節文が施される。口唇端部にも LRの単節斜縄文がみられる。縄

文帯以外は丁寧にへラミガキされる。色調は赤褐色 (2.5YR4/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。

胎土は砂粒、 細礁を含むが精選されきめ細かく堅撤である。覆土中の出土である。 

222号住居跡(第124・125図)

〔位置JB -2 Go 

〔住居構造J224・245・246号住居跡に切 られる。 (平面形)正方形。(規模) 360x360cmo (主軸方向) 

0 
-N -43 Wo (壁高) 29~45cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)全体に軟弱。(炉)検出されなかっ

た。 (柱穴〉検出されなかった。

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土 C10YR2/2)。ローム粒子・焼土粒子を僅かに含む。
 

2層 黒褐色土C10YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。焼士粒子を僅かに含む。
 

3層 黒褐色土 C10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
 

4層 黒褐色土C1 0YR2/3)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。
 

222号住居跡出土遺物(第 126図)


壷形土器(1~ 4・6・7)
 

1~ 3・6は複合口縁の口頭部破片。 1は複合口縁部に RLの単節斜縄文を羽状に施し、棒状浮文が

貼付される。下端に はハケ状工具によ る刻みが施される。口唇端部にも RLの単節斜縄文がみられる。

頭部はへラナ デされるがハケメ痕を残す。内面はへラミガキされる。色調は明赤褐色 (2.5YR5/6) を

呈し、内面は赤彩される。胎士には砂粒、細礁を含む。 2は口縁部外面に RLの単節斜縄文を施し、棒

円ペ
 

むnU 



状浮文が貼付される。頚部はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面は丁寧にへラミガキされる。色調

は灰黄褐色(10YR4/2)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細礁、軽石と思われる白

色粒子を含む。� 3は口縁部内外面と口唇端部に� RLの単節斜縄文を施す。 内面縄文帯下端には� 3条の� S

字状結節文がみられる。色調は赤褐色(10R4/4)を呈 し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には細際、

白色粒子を含む。� 6は短い複合口縁をもっ土器。内外面ともにへラナデされるがハケメ痕を残す。色調

は灰黄褐色(10YR4/2)を呈する。胎土には砂粒、細操、軽石と思われる向色粒子を含む。いずれも
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第125凶床鋭化山

覆土中の出土。� 

4・7は肩部破片。� 4はRLの単節斜縄文を羽状に施し、縄文帯下には� 2条の� Z字状結節文がめぐる。

色調はにぷい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細磯を含む。� 7

はLRの単節縄文の端末を結節した� Z字状結節文が施される。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈

し、縄文帯以外は赤彩される。縄文帯の中に円形赤彩文が施される。胎土には砂粒、細離を含む。とも

に覆土中の出土。

整形土器� (5・8)

いずれも口頚部破片。口唇部には� 5がノ、ケ状工具で細かく刺突された刻みが、� 8がやや左方向から刺

突した刻みがめぐる。色調は� 5がにぶい褐色� (7.5YR5/4)、� 8が黒褐色(10YR3/1)を呈する。 8に

は煤が付着する。ともに胎土には砂粒、細礁を含む。� 5は白色粒子を含む。覆土中の出土。� 

223号住居跡(第60図)

〔位置JC -5 G。

〔住居構造J224号住居跡を切り、� 199号住居跡 ・� 17号方形周溝墓に切られる。(平面形)不明。(規模〉

不明� x530cmo (主軸方向)N-300 -Wo (壁高)24~32cmを測り、ゆるやかに立ち上がる。(床面)壁際

が4~18cmの厚さで貼床されている。全体に軟弱である。(炉)不明。(柱穴)各コーナーに 2 本検出さ

れた。

〔覆土〕
 

6層 黒色土(10YR1.7/1)。ローム粒子を僅かに含む。
 

7層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
 

8層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。
 

9層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。


〔遺物〕小破片が僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

223号住居跡出土遺物(第� 127図)

壷形土器(1・� 2)

いずれも体部破片。ハケメ調整後へラミガキされたと思われるが、器面の荒れが激しく確認困難であ

る。色調は� 1がにぶい褐色� (7.5YR5/4)、� 2がにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈し、赤彩される。胎土� 
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には砂粒、細礁が含まれる。覆土中の出土。

整形土器� (3)

口唇部に先端の丸い工具による刻みが施される。器面はへ

ラナデされるが僅かにハケメ痕を残す。内面はへラナデされ

る。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)。胎土には砂粒、細� 

旨面面逼函ーー画面画面画面司1線、白色粒子を含む。覆土中の出土である。� 

第127図� 223号住居跡出土造物� 0/3) 

224号住居跡(第60図)

〔位置� JC -5 G。� 

(住居構造〕住居の大部分が199・223号住居跡、� 17号万形周溝墓に切られる。(平面形)不明。(規模)

不明� x550cmo (主軸方向) N -27 Wo (壁高) 4 ~14cmを測り、急斜に立ち上がる o (床面)南壁際0 
-

が一部硬化している。(炉〉不明。

〔覆土〕� 

10層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕破片が数点出土した。図示できる遺物はなかった。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
 

225号住居跡(第128図)

〔位置JC-2 G。

〔住居構造〕住居西側が、破壊されている。(平面形)不整楕円形。(規模)不明� x300cm (主軸方向) 

N -440 -Wo (壁高) 9 ~24cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)軟弱。 (炉〉不明。 (柱穴 ) 検出 さ

れなった。

〔覆土〕� 

メ 1層黒褐色土 (10YR2/2)。 ロー ム粒子を僅か

に含む。

2層 黒褐色土(10YR2/2)。ロー ム粒子を含む。

ローム小ブロ ック を僅かに含む。� 

3層黒褐色士� C1 0YR2/2)。 ローム粒子を多 く

ロック を僅かに含む。フ由含む。ロ ーム小� 

4層黒褐色土� (75YR2/2)。 ローム粒子を僅か，� 

に含む。� 

5層黒褐色土�  (10YR2/2)。ロー ム粒子を多 く

2 

5 cm 

，011:ι
- A' 

含む。� 

6層黒色土(10YR2/ 1)。ローム粒子を僅かに

含む。� 
-画面画面冨

1m 

7層黒褐色士�  (10YR3/2)。 ローム粒子を多く
第128図� 225号住居跡� 0/60)

含む。
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〔追物〕覆土中から僅かに出土した。図示できる遺物はなかった。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
 

226号住居跡 (第 129図)

〔位置JE-3 G。

〔住居構造〕北東側が破壊されている。(平面形)楕円形。(規模)� 540 x 500crno (主軸方向) N-790
-

Eo (壁高) 28~39crnを測り 、 ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝〉上幅 14~32 ・ 下幅 5 ~10cm ・ 深さ 3~7 

crnを測り全周する。また、溝に小ピットが北東側を除きほぼ等間隔に検出された。(床面)壁際と炉の

周辺を除き、よく硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。径� 80cmの円形を呈する地床

炉で、深さ� 20crnを測る。(柱穴)各コーナーに主柱穴 4本検出される。西壁際にある� 1本は入口施設と

思われる。(貯蔵穴)西壁下、やや南に偏って位置する。径� 44crnの円形を呈し、深さ� 30cmを測る。貯蔵

。� 
1 

1m 

第129図� 226号住居跡(1/60) 

0 1" 0 
O 

2 
10 cm 

O 

4 
『

五
山
タ
… 
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穴東側に高さ 1'" 7 cm・幅 25"'35cmの凸堤が構築されている。

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

2層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ロ ーム粒子を多く含む。
 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。
 

4層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

5層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。
 

6層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を多く含む。


〔遺物〕比較的多く破片が出土した。

〔時期〕弥生時代末葉。
 

226号住居跡出土遺物(第 131・132図)


壷形土器 (3"'5)
 

3は複合口縁部破片。口縁部外面には LRの単節斜縄文が施され、棒状浮文が貼付される。色調はに

ぶい黄褐色(10YR5/3)を呈し、内面は赤彩される。胎土には砂粒、細礁を含む。 

4は肩部破片。撚りの違う縄文を羽状に施す。縄文帯の聞には S字状結節文がみられる。色調は明赤

褐色 (5YR5/6)を呈し、縄文帯を除き赤彩される。胎土には砂粒、細操、樟色粒子を含む。 

5はRの無節斜縄文と思われる縄文帯の下に Z字状結節文が施される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR 

4/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細礁、軽石と思われる浅黄樟色粒子を含む。

いずれも覆土中の出土である。

聾形土器(1・ 2・6"'8) 

1 . 2は台付聾形土器。 1は聾部上半1/2程度が遺存する。推定口径18.5cm。頚部は直立ぎみに立ち

上がり、口縁部はゆるやかに外反する。口唇部をハケ状工具で平坦にナデ、浅く刺突した刻みを施す。

外面はへラナデされるが、口縁部縦方向、体部横方向の深くて幅広なハケメ痕が残る。内面口縁部はへ

ラナデされるが横方向のハケメ痕を残す。頭部以下はへラナデされる。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)

を呈する。全面に煤が付着する。胎土には砂粒、細操、 1'" 2mmの樟・白色粒子を含む。ピット付近の

床面上の出土。 2は脚台部のみ残存する。裾径 9cmで、直線的に開く器形である。脚端部には粘土のはみ

出しが見られる。内外面ともにへラナデされるが、外面縦方向、内面横方向のハケメ痕が残る。色調は

にぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈す

る。胎土には砂粒、細礁、軽石

と思われる浅黄樟色粒子を多く

含む。壁際床面上の出土。 

6は口頭部破片。口層部にへ

ラ状工具で刺突した刻みがめぐ

る。内外面ともにへラナデされ

るがハケメ痕を残す。色調は黒

褐色 (10YR3/1)を呈する。外

5cm 面には煤が付着する。胎土には

第132図 226号住居跡出土遺物 20/3) 砂粒、細離を含む。覆土中の出

。。
 



土である。� 

7・8は体部破片で、外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面は横方向のへラナデ。?の色調

は黒褐色(10TR3/2)を呈する。胎土には砂粒、細離を含む。� 8の色調は黒褐色(10YR3/1)を呈

する。胎土には砂粒、 細礁、軽石と思われる白色粒子を含む。ともに覆土中の出土である。� 

227号住居跡� (第133・134図)

〔位置JF -2G。

〔住居構造〕北壁の一部が破壊されている。(平面形)楕円形。(規模)460 x 440cmo (主軸方向) N-

22 Wo (壁高)36~50cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝)上幅20~24cm ・ 下幅 3 cm前後・深ぎ0 
-

1 ~ 6 cmを測り、全周すると思われる。(床面〉貯蔵穴から炉にかけてよく硬化している。(炉)住居中

央から北に偏って位置する。� 80x70cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ20cmを測る。(柱穴)各コーナー

壁際に主柱穴が� 4本検出された。南壁下の� 1本は住居内側に傾斜をもって穿たれていて梯子穴を想定さ

せる。(貯蔵穴)南壁下、東に偏って位置する。� 40x50cmの楕円形を呈し、深さ35cmを測る。貯蔵穴北

側に高さ 1~2cm ' 幅25~35cmの凸堤が構築される 。 

G 

，1<.'・

O 

ぷ為市長率~ 。。なわ
 O
2m 

第133凶� 227号住居跡(1/60) 第134図床硬化面
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〔覆土〕� 

1層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を含む。� 

3層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを含む。� 

4層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

5層 黒褐色土(10YR3/2)。ロームブロッ クを多く含む。� 

6層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。� 

7層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を僅かに含む。� 

8層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。� 

9層 黒褐色士(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。� 

10層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。� 

11層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を多く 含む。

〔遺物〕床面上か ら僅かに出土した。

(時期〕弥生時代末葉。 

227号住居跡出土遺物(第135・136図)

壷形土器� (4~ 6) 

4は複合口縁部破片。口唇部はナデられ平坦である。口縁部外面には棒状浮文が貼付さ れる。内面は

ハケメ調整後へラミガキさ れる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈し、内外面ともに赤彩さ れる。

胎土には砂粒、細操、樺色粒子を含む。� 

5・6は肩部破片。� 5はLRの単節斜縄文が施され、縄文帯下には� 2条の� S字状結節文がみられる。

色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎士には砂粒、細操、軽石と思わ

れる白色粒子を含む。� 6はRLの単節斜縄文を羽状に施す。縄文帯以外はへラミガキされる。内面はへ

ラナデ。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3) を呈し、縄文

帯を除き赤彩される。胎土には砂粒、細離を含む。

いずれも覆土中の出土である。

高杯形土器(1)

脚台部1/2程度が遺存する。裾径� 7.5cmを測る。外面は

ハケメ調整後へラミガキされる。内面はへラナデ。色調

はにぷい赤褐色� (10YR4/6)を呈し、外面は赤彩される。 3 
10目別

胎士は細磯、白色粒子を含むが細かく堅撤である。覆土� 

中の出土である。 第135図� 227号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 

.¥H'J. 心得、
 6

三:
第136図� 227号住居跡出土遺物� 20/3) 
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聾形土器  (2・3・7 ~ 9) 

2は台付整形土器。脚台部のみ遺存する。裾径 10.5cmを測る。 やや直線的に 「ハ」字状に開く。外面

はへ ラナデされるが、縦方向のハケメ痕を残す。内面はへラナデされ、その際の工具痕を残す。色調は

褐色 (7.5YR4/3)を呈する。体部には砂粒、細離を含む。覆土中の出土。 3は体部下半以下を欠損

する。最大径を日縁部にもち、口径 17cmを測る。あまり張りをも たない体部から頚部は直線的に立ち上

がり、 口縁部はゆるやかに外反する。口唇部には先端の尖った工具で浅く 刺突された刻みが一周する。

体部中位よりやや上に 1段の輪積痕を明瞭に残し、その下端には同じ工具で刺突した刻みが加えられる。

外面はへラナデされるがハケ メ痕を残す。内面はハケメ調整後丁寧にへラナデされるが、その際の工具

痕を残す。体部中位横方向、 下位斜方向に粗いへラミガキが施される。色調はにぶい樫色 (5YR7/4)

を呈する。外面体部上半には煤の付着が顕著である。内面体部下位には炭化物がこびりつく。胎土は砂

粒、細離を含むが細かい。西側コーナー床面上の出土である。 

7・8は口頭部破片。 7は口唇部ヨコナデ。 8は口唇部にハケ状工具で右方向から刺突した刻みが施

される。 とも に内外面はへラ ナデされるがハケメ痕を残す。色調は黒褐色 (10YR3/2) を呈する。 8

の外面には煤が付着する。胎土には砂粒、細礁を含む。いずれも覆土中の出土。 

9は輪積痕を残す頭部破片である。外面はナデられるがハケメ痕を残す。輪積痕には指で押さえつけ

た跡が 2段とも明瞭に残る。色調は黒褐色(1 0YR3/1)を呈する。胎土には砂粒、細礁を含む。覆土

中の出土である。 

228号住居跡 (第137・138図)

〔位置JE-2 G。

(住居構造〕壁の一部が破壊されてい る。(平面形)楕円形。(規模) 580 x 520cmo (主軸方向) N -280 

-Wo (壁高) 37~43 cmを測 り、急斜に立ち上がる。(床面)壁際と炉の周辺を除き、よく硬化している。

北側コ ーナーと西壁下の一部にローム を掘り残しテラス状に作出している。(炉)住居中央から北に偏っ

て位置する。 200x 180cmの楕円形を呈する地床炉で深さ 15cmを測る。炉の中央に は離が配されている。

(柱穴)各コーナ ーに主柱穴が 4本検出された。南壁際の 1本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)南壁下、

東に偏っ て位置する。径 50cmの円形を呈し、深さ 35cmを測る。 2重構造になっている。貯蔵穴北側と東

側に高さ 1 ~ 6 cm ・ 幅35~40cmの凸堤が構築される。

〔覆土〕 

l層 黒褐色土 C10YR2/ 2)。ロ ーム粒子、焼土粒子を僅かに含む。 

2層 黒褐色土 (7.5YR2/ 2)。 ロー ム粒子、炭化物粒子を含む。ロ ーム小ブロックを僅かに含む。 

3層 暗褐色土 (7.5YR3/ 4)。ロー ム粒子を多く含む。焼土粒子、炭化物粒子を含む。 

4層 ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を含む。 

5層 ローム粒子を含む。 ローム小ブロックを僅かに含む。 

6層 炭化材。 

7層 黒褐色土 (7.5YR2/ 2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。 

8層 ローム粒子を僅かに含む。 

9層 ローム粒子を僅かに含む。 

10層 黒褐色土  (7.5Y R2/ 2)。ローム粒子を僅かに含む。 
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11層 赤褐色土 (5YR4/6)。焼土粒子を多く 含む。 

(4・5・8・9層は浸透 した廃油の影響のため土色の判断は不可能であった。)

なお、東側コ ーナーに厚さ 4cm前後の暗赤褐色土が堆積する。

〔遺物〕覆土中か ら破片が僅かに出土した。床面上に炭化材とワラつが多量に検出される。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕覆土中に焼土粒子、炭化物粒子を多 く含み、床面に多量の炭化材と焼土が検出された。焼失住

居の可能性が大きい。 

228号住居跡出土遺物(第 139図)

壷形土器(1)

頚部から肩部にかけての破片。 肩部には LRの単節斜縄文が施される。縄文帯以外はへラナデされる

がハケメ 痕を残す。色調はにぷい樫色 (7.5YR6/4)を呈する。胎土には砂粒、細礎、軽石と思われる

白色粒子を含む。 覆土中の出土である O

護形土器(2  ~ 5) 

2 ~4 は口頭部破片。 2 はへラ状工具で刺突した刻みがめぐる。 3 は板状の工具でやや左から浅く刻

まれる。 4は先端に丸みのある工具で刺突した刻みが施される。いずれもへラナデされるがハケメ痕を

残す。色調は 2がにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)、 3がオリーブ黒 (7.5YR3/1)、 4がにぶい褐色 (7.5 

YR5/3)を呈する。胎土にはいずれも砂粒、細礁を含む。 3は樟色粒子、 4は軽石と思われる白色粒

子も含む。 3は貯蔵穴、 4・5は覆土中の出土である。 

5は輪積痕を残す頚部破片。 3段の輪積痕が確認できるが、一部磨消されている。色調は褐灰色(1 0 

YR4/1)を呈する。胎土には砂粒、 細礁を含む。覆土中の出土である。 

229号住居跡(第140・141図)

〔位置JD -2 G。

〔住居構造〕壁・床面の一部が破壊されている。 (平面形)楕円形。(規模) 440 x420cmo (主軸万向) 

N -480 
- Wo (壁高) 22~37cIllを調印、ほぼ垂直に立ち上がる 。 (壁溝) 上幅 16 ~ 23cm ・ 下幅 5 ~10 

cm・深さ 6 ~l1 cmを浪IJ り全周する 。 (床面) 一部硬化しているが全体に軟弱。 (炉)住居中央から東に偏っ

て位置する。 40x 30cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ 10cmを測る。(柱穴)検出されなかった。西壁

下の l本は入口施設かと思われる。

〔覆土〕 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子・ ブロックを僅かに含む。 

2層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子・小ブロックを含む。 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。 

4層 暗褐色土(10YR3/3)。ロ ーム粒子を多く含む。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

229号住居跡出土遺物(第 142図)

聾形土器(1~ 3) 

1・2は口頚部破片。口唇部にはハケ状工具でやや左方向から刺突した刻みがめ ぐる。器面はへラナ 
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第140図� 229号住居跡� 0/60) 第141図硬化面
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デされるがノ、ケメ痕を残す。色調は� 1が褐色� (7.5YR4/3)、� 2がオリーブ黒� (5YR3/1) を呈する� O 

2は外面に僅かに煤が付着する。胎土には砂粒、細操、軽石と思われる灰白 ・樟色粒子を含む。いずれ

も覆土中の出土。� 

3は体部破片。器面はへラナデされるがハケメ痕を残す。 色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。

胎土にはし、ずれも砂粒、細礁、灰白・檀色粒子を含む。

北西壁際床面上からの出土である。� 

230号住居跡(第143図)

〔位置JD-1 G。

〔住居構造〕北東側は調査区外。� 232号住居跡を切る。(平面形)不明。(規模)不明� X500CIDo (主軸方� 
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向)N -540 
- Eo (壁高) 60~75cm o (床面)軟弱。(炉)調査区外にあろ う。(柱穴)各コーナーに� 2

本検出さ れた。(貯蔵穴)南側コ ーナーに位置する。 一辺� 50cmの正方形を呈し、深さ� 62cIllを測る O

〔覆土〕


1層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ロー ム粒子を僅かに含む。


2層� 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子を含む。


3層� 黒褐色士(1� 0YR2/3)。ローム粒子 ・小ブロックを僅かに含む。


4層 黒褐色士� (1 0YR2/2)。ロー ム粒子・ブロックを含む。


5層� 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。


6層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ローム粒子を含む。
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7層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。焼士粒子、炭化物粒子を含む。
 

8層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子 ・小ブロック を多 く含む。
 

9層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ロ ーム粒子を多く 含む。
 

10層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。焼士粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

11層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
 

12層 黒色土� (7.5YR2/1)。 ローム粒子・焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

13層 黒色士� (7.5YR1.7/1)。ロームブロックを含む。
 

14層 暗褐色土� (7.5YR3/4)。ローム粒子 ・小ブロ ック を含む。
 

15層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、焼士粒子を含む。� 232号住居跡覆土。


〔遺物〕覆土中から僅かに破片が出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

230号住居跡出土遺物(第144図)

壷形土器(1)

複合口縁部破片。口唇部はヨコナデされる。外面はへラミガキされるが、僅かにハケメ痕を残す。色

調はにぶい黄褐色(10YR5/3)を呈する。口唇部には僅かに赤彩の跡が残る。胎土には砂粒、細操、

軽石と思、われる白色粒子を含む。覆土中の出土である。

護形土器(2・3)

ともに体部破片。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラナデされる。色調は� 2がにぶ

い赤褐色� (2.5YR4/4)、� 3がにぷい褐色� (7.5YR3/1)を呈する。いずれ も胎土には砂粒、細際、 白

色粒子を含む。ともに覆土中の出土である。� 

231号住居跡� (第145図)

〔位置JC-1 G。

〔住居構造〕 北東側は調査区外。(平面形〉 楕円形。(規模)不明� X320cTIlo (主軸方向) N -470 
- E 。

(壁高)24~33cmを損1) り、 急斜に立ち上がる。(床面)全体に軟弱。 (炉〉 住居中央から北東側に偏っ て

位置する。不明� x40CTIlの楕円形を呈する地床炉で、� 

1柱穴〉西壁際ドに位置する� る。( 1)を損5cm深さ

¥x 本は入口施設と思われる。

〔覆土〕� 

l層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。 ローム粒子を
'J】� 

僅かに含む。� 

2層黒褐色土� (7.5YR2/2)。ロ ーム粒子を

多く含む。焼土粒子を部分的

に含む。� 
A .IA~ 

3層黒褐色土� (1 0YR2/2 )。 ローム粒子を

含む0ミぷぷ雨ぶ誠� 
4層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。 ローム粒子を

第145図� 231号住居跡� 0/60) 含む。

2m 
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5層 黒褐色士 (7.5YH3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。 

6層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ロ ーム小ブロックを僅かに含む。 

7層 黒褐色土(10YR2/3)。ロ ーム粒子を多く含む。

〔遺物〕床面上から比較的多く 出土した。

〔時期〕弥生時代末葉。 

231号住居跡出土遺物(第 146・147図)

壷形土器(1・ 2・5 ~ 8) 

lは体部上半と口縁部 1/2程度が遺存する。口径 9CIDを測る。球状を呈すると思われる体部から頚部

でくびれ、内湾ぎみに僅かに聞く口縁部は短 t¥。肩部には LRの単節縄文の閉端部を少し折り曲げた原

体を回転施文 している。口唇部の平坦面に も縄文が施されている。外面は縦方向にへラミガキされるが

僅かにハケメ痕を残す。内面口縁部は横方向にへラミガキされるがノ、ケメ 痕を僅かに残す。頚部以下は

剥離が著し く確認が困難であ るが、 へラナデされる と思われる。輪積痕が明瞭に残る。色調はにぶい赤

褐色 (5YR5/4)を呈する。 外面は縄文帯以外、内面は口頭部が赤彩される。縄文帯内には円形赤彩

文が施さ れる O 胎士は砂粒、細機、軽石と思われる白色粒子を含むが細かく堅轍である。床面上の出土。 

2は口縁部 2/3程度が遺存する。口径13.1cIDを測る。頭部からゆるやかに外反する器形である。内面

横方向、外面縦方向に丁寧にへラ ミガキさ れるが、部分的にハケメ痕を残す。 色調はにぶい赤褐色 (2.5 

YR4/4)を呈し、内外面ともに赤彩される。胎土は 1mm大の細離を含むが精選されき め細かく堅轍で

ある。床面上の出土である。 

5は複合口縁部破片。口縁部外面に RLの単節斜縄文を施し、内面は横方向にへラミガキされる。色

調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈し、縄文帯を除き赤彩さ れる。胎土には細離を含む。覆土中の出土

である。 

6は口縁部破片。口唇端部と口縁部内面には LRの単節斜縄文が施される。外面は縦方向にへラミガ

キされる。内面は縄文帯以下が横方向にへラミ ガキされる 色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4) を呈し、O

縄文帯を除き赤彩される O 胎土は檀色粒子を含むが細かく堅撤である。覆土中の出土である。 

7・8は肩部破片。 7は外面に Rの無節斜縄文が施され、以下へラミガキされる。色調は灰褐色 (5 

YR4/2)を呈 し、縄文帯以外は赤彩される。縄文帯内に円形赤彩文がみ られる。胎士には細礁、白色

粒子を含む。 8は外面に LRの単節斜縄文を羽状に施 し、 境目には S字状結節文を施文している。内面

はへラナデされる。色調はにぶい黄褐色(1 0YR3/1)を呈する。胎土は精製されているが細離を含む。

ともに覆土中の出土であ る O

鉢形土器 (3)

体部中位以上が 1/4程度遺存する。推定口径 15. 球状を呈する体部から5cIDを測るが確実性に欠ける O

頚部が強くく びれ口縁部は外反する。外面は口縁部横方向、体部縦方向にへラミガキされるが、僅かに

ハケメ痕を残す。 内面口縁部はハケメ 調整後、横方向にへラミガキされる。 頚部以下はへラナデされる

が、横方向のハケメ痕を残す。 色調はにぷい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈し、外面及び内面口頭部は赤彩

される。器面は斑点状の剥離が顕著である。胎土は砂粒、細操、軽石と思われる白 ・黄櫨色粒子を多く

含むが細かく竪撤である。 床面上の出土である。

整形土器 (4・9 ~12) 

4はやや小型の台付聾形土器でほぼ完形。口径 18.7CID・裾径8.4cID・器高 22cIDを測る。体部は最大径 
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第147図� 231号住居跡出土遺物� 20/3) 

を中位にもちゃや偏球状を呈する。口頚部はゆるやかに外湾する。 口唇部には浅く刺突された刻みが一

周する。脚台部はほぼ直線的に開く。外面はへラナデされるが、口縁部縦方向、体部中位横方向、体部

下位斜方向のハケメ痕を残す。内面はへラナデされるが、頭部付近と脚台部にはハケメ痕を残す。色調

は褐灰色� (7.5YR4/1)を呈する。聾部外面には煤が付着する。胎士は砂粒、細礁、 樟色粒子を含み組

い。床面上の出土である。� 

9 . 10は口頭部破片で同一個体か。内外面ともにへラナデされるがノ、ケ メ痕を残す。口唇部は ヨコ ナ

デされる。色調は黒褐色� (7.5YR3/1)を呈する。胎土には細操、樫色粒子を含む。 床面上の出土であ

る。� 

11・12は体部破片。いずれも外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラ ナデ。色調はとも

に黒褐色� (10YR3/1)を呈する。胎士には� 11が砂粒、細操、樟色粒子を多く 、� 12が砂粒、細礁、白色

粒子を含む。覆土中の出土である。� 

98 



232号住居跡� (第143図)


〔位置J D -1 G。


〔住居構造〕北西側は調査区外。� 230号住居跡に切られる。


(平面形〉不明。(規模)不明。(壁高) 27 ~29cmを測り、急

斜に立ち上がる。(床面〉壁際を除き硬化してし唱。(炉)230 

号住居跡に破壊された と思われる。(柱穴)主柱穴は不明。

西壁下の� 1本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)西壁下に偏っ

て位置する。径55cmの円形を呈し、深さ� 16cmを測る。貯蔵穴

東側に、高さ� 4~5cm ・ 幅20~40cmの凸堤が構築されている。

〔覆土〕黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子を 。� 10ロn

含む。

〔遺物〕凸堤の上部から出土した。
第148図� 232号住居跡出土遺物� 0/4)

〔時期〕弥生時代末葉。
 

232号住居跡出土遺物(第148図)


蓋形土器


台付輩形土器で脚台部を欠損する。口径22cmを測る。体部は最大径を中位にもつ球状を呈し、頚部は

弱く くびれ口緩部は外反する。仁|唇部には先端の丸い棒状工具で刺突した刻みが一周する。外面はへラ

ナデされるが、口縁部横方向、頚部以下斜方向のハケメ痕を残す。内面口縁部はへラナデされるが、横

方向のハケメ痕を残す。頚部以下はへラナデされるが、斑点状の剥離が顕著である。色調はにぶい赤褐

色� (5YR5/4)を呈する� 全体に煤が付着する。胎土には砂粒、制H際、軽石と思われる浅黄樺色粒子O

を含み、特に砂粒が多くみられる。凸堤仁から出土。� 

233号住居跡(第114図)

〔位置JC -3 G。

〔住居構造J218号住居跡によって中央部が破壊されている。(平面形〉隅丸長方形。(規模)� 620x510 

cmo (主軸方向) N-550 -Eo (壁高) 16~31cmを測り 、 垂直に立ち上がる。(床面)全体に軟弱である。

(炉)218号住居跡に破壊されたと思われる。(柱穴)検出されなかった。

〔覆土〕
 

17層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子・小ブロックを僅かに含む。
 

18層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

19層 黒褐色土� (10YR2/3)。ローム粒子・ブロックを多く含む。
 

20層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

21層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。硬質。
 

22層 黒褐色土(10YR2/3)。ロ ームブロックを多く含む。


〔造物〕覆上中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
 

233号住居跡出土遺物(第149図)


盟形土器c1・� 2) 
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第 149図 233号住居跡出土遺物 0/3) 

lは口頚部破片。複合口縁部下端にはハケ状工具で刻みが加えられる。外面はハケメ調整後、へラミ

ガキもしくはへラナデされるが、器面の荒れが著しく確認困難である。内面は横方向のへラミガキ。色

調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈し、内面は赤彩されているのが確認されるが外面は不明。胎土は砂

粒、細操、輝石、軽石と思われる白色粒子を多く含み粗い。 

2は肩部破片。端末結節した LRの単節斜縄文が 2段施される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を

呈する。胎土には砂粒、白色粒子を含む。

ともに覆土中の出土である。

聾形土器(3) 

口頭部破片。口層部にはへラ状工具でやや左方向か ら刺突した刻みが施される。内外面ともにへラナ

デされるがノ、ケメ痕を残す。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。胎士には砂粒、細礁を含む。覆土

中の出土である。 

234号住居跡 (第150・151図)

〔位置JD-2G。

〔住居構造J235号住居跡を切る。(平面形)隅丸長方形。(規模) 640x510cmo (主軸方向) N -540 

Eo (壁高) 17~27cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)壁際と炉の周辺を除き 、 よく 硬化 している 。

(炉)住居中央から東に偏って位置する。径50cmの円形を呈する地床炉で、 深さ 10cmを測る。 (柱穴)各

コーナーの 4本が主柱穴になろう。 北西コ ーナーを除き他の 3本は柱穴が重複する。西壁下、東に偏っ

て位置する小ピットは入口施設かと思われる。(貯蔵穴)西壁下、南に偏って位置する。 50x 40cmの楕

円形を呈し、深さ 60cmを測る。

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

2層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。 焼土粒子を僅かに含む。
 

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。
 

4層 黒褐色士 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロック を僅かに含む。
 

5層 黒褐色土 (10YR3/2)。ロ ーム粒子を多く含む。焼土粒子、 炭化物粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色士 (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。
 

7層 黒褐色土 (7.5YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。
 

8層 暗褐色土 (10YR3/3)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。
 

9層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ロームブロックを多く含む。 貼床。


〔遺物〕床面上から多量に出土した。 
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第150凶� 234・235号住居跡� 0/60)

〔時期〕古墳時代初頭。
 

234号住居跡出土遺物(第152・153図)


壷形土器� c1 ~ 5 ・ 1O~ 16)
 

lは複合口縁の土器で、口径� 16.6cmを測る。口頚部は大きく外湾する。 外面は口縁部横方向、頚部は

縦方向にへラ ミガキ されるが、ハケ メ痕を僅かに残す。内面は口頭部は横方向にミカ、、かれ、以下へラナ� 
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デ。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈する。胎土は砂粒、細機、黄樺色粒子を含むが細かく堅轍

である。炉跡横の床面上の出土である。� 

2は口径18.8cmの複合口縁の土器で口頭部のみ遺存する。頚部は 「く」字状に屈曲し、口縁部はラッ

ノf状に開く。外面はハケメ調整後、口縁部横方向、以下縦方向、内面は口頭部上位縦方向、下位横方向

に丁寧にへラミガキされ光沢をおびる。色調は褐色� (7.5YR4/3)を呈する。胎土は砂粒、細1雄、樫色

粒子を含むが細かく堅轍である。炉跡横の床面上の出土である。� 

3は肩部以上が遺存する。口径18cmを測る。肩部は張りをもち頭部はやや 「くJ字状に屈曲し、僅か

に外湾しながら開く。口唇部はヨコナデ。外面は縦方向の粗いハケメ痕を残す。内面口頭部はへラナデ

されるが横方向の粗いハケメ痕が残る。頭部以下はへラナデされる。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/4)

を呈する。胎土は砂粒、細傑を含むが細かく堅轍である。床面上の出土。� 

4は口径11.5cmを測り、口頭部のみ遺存する。頚部は 「く」字状に屈曲し、 口縁部は直立ぎみに開く。

肩部には� 5個の円形浮文が貼付される。口唇部はヨコナデ。外面はハケメ調整後、縦方向にへラミガキ

される。内面はハケメ調整後ナデられる。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)を呈する。胎土には砂粒、

細操、軽石と思われる白色粒子を含む。南コーナー床面上の出土である。� 

5は口縁部と底部を欠損する。体部は下位に最大径をもち玉葱状を呈する。頚部は「く」字状にくび

れて口縁部は内湾ぎみに聞く。内外面ともに摩耗が激しし、。色調は明赤褐色� (5YR5/6)を呈する。

胎士には砂粒、細機、檀色粒子を含む。炉跡横の床面上の出土である。� 

10~13は口頭部破片。 10は複合口縁部外面に LR の単節斜縄文が施され、下端にはハケ状工具による

刻みが加えられる。縄文帯以外はハケメ調整後、外面縦方向、内面横方向に丁寧にへラミガキされる。

色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細礁、白 ・樺色

粒子を含む。北西壁際床面上の出土。� 11は復合口縁部外面に� RLの単節斜縄文を羽状に施し、棒状浮文

が貼付される� 下端にはハケ状工具で刻みが加えられる。口唇端部にも縄文がみられる。色調はにぶいO

褐色� (7.5YR5/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細操、白� -樟色粒子を含む。覆

土中の出土。� 12は円唇部ヨコナデ。外面はハケメ調整後へラミガキが施される。内面はへラナデされる

が、横方向のハケメ痕を残す。色調は黒褐色� (5YR3/1)を呈し、外面は赤彩される。胎土は砂粒、

細機、白色粒子を含むが細かし、。覆土中の出上。� 13は複合口縁部外面に� RLの単節斜縄文が施され、縦

位の集合する沈線が加えられる。内面は横方向にへラミガキされる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)

を呈 し、縄文帯以外は赤彩される� 胎土は砂O

0 (2)σ 粒、細礁、白色粒子を含むが細かい。 239号住

居跡 3の土器と同一個体と思われる。覆土中

O 
θ の出土である。� 

14~16 は肩部破片。 14 は RL の単節斜縄文

を施し、下端に はS字状結節文がみられる O

以下はへラミガキされるがハケメ痕を残す。

内面はへラナデさ れる。色調は暗灰黄色� (2.5θ 

O 
YR4/2)を呈する。ハケメ痕の中に赤色顔料

の痕跡がみられ、赤彩さ れた可能性がある。

第151図床硬化面�  胎土には砂粒、細操、白 ・黄櫨色粒子を含む。
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15は外面には端末処理された LRの単節斜縄文が施され、内面は丁寧にへラミガキされる。色調は灰褐

色 (7.5YR4/2)を呈し、内面は赤彩される。胎土には砂粒、細礁、白 ・黄櫨色粒子を含む。 16は外面

にRの無節斜縄文が施され、以下へラミガキされる。色調はにぷい赤褐色 (2.5YR4/2)を呈し、縄文

帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、細操、軽石と思われる白色粒子を含む。ともに覆土中からの出土。

鉢形土器(6) 

底部の一部を欠損する。口径18.3cm・底径6.2cm・器高13.3cmを測る。平底の底部から内湾しながら立

ち上がり、口縁部は外反する。口唇部は横方向にナデられる。外面は口縁部横方向のナデ、頚部以下は

ハケメ調整後、丁寧にへラミガキされ光沢をおびる。内面は口頭部横方向、以下縦方向にへラミガキさ

れる。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈する。体部には焼成時についたと思われる黒斑がみられ

る。胎土は砂粒、細礁、 軽石と思われる樟色粒子を含むが細かく堅織である。南コーナー床面上の出土

である。

聾形土器 (7~ 9 ・ 17~21) 

7~9 は台付整形土器。 7 は護部上半2/3が造存する。口径20.5cmを測る。最大径は口縁部と体部が

措抗する。頚部はやや 「く」字状に屈曲し、口縁部は僅かに外湾して聞く。口唇部は左方向からへラ状

工具で刺突した刻みが一周する。外面はへラナデされるが僅かにハケメ痕を残す。内面は横方向にへラ

ナデされるが、器面の荒れが顕著である。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈する。煤が僅かに付着

する。胎土には砂粒、細離を含む。南コーナー床面ヒの出土である。 8は脚台部のみ遺存。裾径 11.9cm

を測る。裾部に向けて「ハ」字状に聞 く器形で、天井部に突起のついた粘土板を挿入していて、成形方

法のよくわかる土器である。内外面ともにへラナデされるが外面縦方向、内面憤方向のハケメ痕を残す。

色調は樟色 (7.5YR6/6)を呈する。護部内面には炭化物が付着する。胎土には砂粒、細磯を含む。床

面上の出土である。 9も脚台部のみ。裾径 8.2cmで裾部に向けてやや直線的に聞く。脚台部外面はへラ

ナデされるが縦方向のハケメ痕を残す。内面は横方向にナデられる。聾部内面は摩耗が著しく不明。色 
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第153図� 234号住居跡出土造物� 20/3) 

調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細礁、白色粒子を多く含む。床面上の出土

である。 17~20は口頭部破片。 17は口唇部に先端に丸みのある工具で浅く 細かく刺突した刻みがめぐる。

内外面ともにへラナデされる。色調は明赤褐色� (5YR5/6)を呈する。 胎土には砂粒、細礁を含む。

南コーナー床面上の出土。� 18は口唇部に丸みのある工具でやや左方向か ら刺突した刻みがめ ぐる。外面

はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラナデされる。色調は黄灰色� (2.5YR4/1)を呈する。

胎土には砂粒、細離を含む。覆土中の出土。� 19は棒状の工具で刺突した刻みが施される。内外面ともに

へラナデされるがハケメ痕を残す。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。 胎土には砂粒、細離を

含む。南コ ーナー床面上の出土。� 20は口唇部に鋭いへラ状工具でやや右方向から刺突した刻みが施され

る。内外面ともにへラナデされる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細礎、

白色粒子を含む。南コーナー床面上の出土。� 

21は体部破片。外面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。内面はへラナデ。色調は褐色� (7.5YR4/3)

を呈する。胎土には砂粒、細操、 白色粒子を含む。西コーナー床面上の出土。� 

235号住居跡(第150図)

〔位置JD-2 G。

〔住居構造J234号住居跡に切られる。(平面形〕隅丸長方形。(規模) 370 x 300cmo (主軸方向)� N -350 

Wo (壁高)22~29cmを測り 、 ほぼ垂直に立ち上がる。(床面)全体に厚さ 4 cmの貼床を施してあり、

床面はよく硬化している。(炉)住居中央から南東に偏って位置する。� 60x30cmの楕円形を呈する地床

炉で、深さ� 10cmを測る。(柱穴)検出されなかった。� 

斗
A
A 



〔覆土〕
 

10層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子、焼土粒子を多く 含む。
 

11層 黒褐色土� (10YR3/1)。ローム粒子を含む。
 

12層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。


(遺物〕覆土中から僅かに出土した。図示できる遺物はなかった。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
 

236号住居跡 (第154・155図)

〔位置JC -1 G。

〔住居構造J(平面形)楕円形。(規模)500 x 490cmo (主軸方向)� N -10 Wo (壁高) 24~40cmを測0 
-

り、急斜に立ち上がる。(床面)住居東側と西側の一部分がよく硬化している。(炉)住居中央から北に

偏って位置する。80x45cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 10cmを測る。(柱穴)各コーナーの� 4本が

主柱穴になろう。(貯蔵穴〉南壁下、東に偏って位置する。48x60cmの楕円形を呈 し、深さ� 14cmを視IJる。� 
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〔覆土〕� 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

2層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

3層 黒褐色士� (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

4層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。
 

5層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ローム粒子・小ブロック、炭化物粒子を含む。
 

6層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。
 

7層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを僅かに含む。
 

8層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
 

9層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。
 

10層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子を多く 含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

11層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。
 

12層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

13層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子を含む。
 

14屑 黒褐色士(10YR3/2)。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
 

15層 黒色土� (7.5YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕床面上と貯蔵穴内から破片が僅かに出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。� 

236号住居跡出土遺物(第156・157図)


壷形土器� (3・4) 


3は口頭部破片。複合しl縁部外面に単軸絡条体第� 5類による撚糸文が施され、棒状浮文が貼付される。

下端にはへラ状工具による刻みが加えられる。頭部外面及び内面はへラミガキされる。色調はにぶい赤

褐色� (5YR5/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。胎土には細操、白色粒子、軽石と思われる灰白

色粒子を含む。� 

4は肩部破片。� RLの単節斜縄文を羽状lこ3段施している。縄文帯内には円形赤彩文がみられる。色

調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)を呈する。胎士には細燥、白色粒子、軽石と思われる灰白・檀色粒子

を含む。

，olち豆三

グ

2 
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買う156凶� 236号住居跡出土辿物� 10/4) みi'S1571玄I236号住居跡出上辿物� 2(1/3) 
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ともに覆土中の出土である。

鉢形土器(2 ) 

1/3程度造存する。口径 15.4cm・底径 6.5cm・器高9.2cmを測る。最大径を口縁部にもつ。平底の底部

から内湾しながら立ち上がり、頭部は直立ぎみで口縁部は外反する。口唇部はやや平坦にナデられる。

内外面ともにへラナデされるが僅かにハケメ痕を残す。一部に横方向のへラミガキがみられる。色調は

明赤褐色 (5YR5/6)を呈する。胎土には砂粒、細礁、軽石と思われる黄櫨色粒子を含む。貯蔵穴か

らの出土。

聾形土器(1・ 5・6) 

1はやや小型の台付整形土器。護部1/2程度が遺存する。口径15.3cmを測る。球状の体部から頭部で

くびれ、口縁部は直立ぎみに立ち上がり僅かに聞く。口唇部は平坦にナデられる。外面はへラナデされ

るがハケメ痕を残す。内面口縁部はへラナデされるが横方向のハケメ痕を残す。頚部以下は横方向にナ

デられるが摩耗が顕著である。色調はにぶい黄樟色 (10YR6/3)を呈する。全面に煤が付着し、特に

上半部に顕著である。胎土には砂粒、細離を含む。北側ピットそば床面上の出土である。 

5は口頭部破片。口唇部には左方向から浅く刺突した刻みが施される。内外面ともにへラナデされる

がハケメ痕を残す。色調は灰褐色 (10YR4/2)を呈する。胎土に砂粒、白色粒子を多く含む。覆土中

の出土である。 

6は頚部破片。内外面ともにへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。色調は赤褐色 (5YR4/3)を呈す

る。胎土は砂粒、細際、樟色粒子を含み組い。覆土中の出土である。 

237号住居跡(第66図)

(位置 JA-4 G。

〔住居構造 J202・203号住居跡、 17号方形周溝墓に大きく切られる。(平面形〉不明。(規模〕不明。

(壁高) 24--30cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面〉全体に軟弱。(炉)不明。

〔覆土〕黒褐色土(1 0YR2/3)。ローム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。

〔遺物〕 覆土中から破片が僅かに出土した。図示できる遺物はなかった。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

238号住居跡(第 158・159図)

〔位置JC-1 G。

〔住居構造〕 住居内349・350号土坑に切られる。(平面形)隅丸長方形。(規模) 700 x 520cmo (主軸方

向) N -48 Eo (壁高) 13--17 cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(床面〉貯蔵穴東側と炉の東側の0 
-

一部が硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。 60X50cmの楕円形を呈する地床炉で、

深さ 10cmを測る。(柱穴〉各コーナーの 4本が主柱穴になろう。南西壁下に位置する 1本は入口施設か

と思われる。(貯蔵穴)南西壁下、やや南に偏って位置する。 46X40cmの楕円形を呈し、深さ 33cmを測

る。 貯蔵穴東側に高さ 1--9 cm・幅 22--25cmの凸堤が弧状に構築されている。

〔覆土〕黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く 含む。焼土粒子、炭化物粒子を含む。

〔遺物〕床面上と貯蔵穴から破片が僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
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第158図� 238号住居跡� 0/60) 

238号住居跡出土遺物(第160・161図)

壷形土器� (4"'9)Q 00 
4は口頭部破片。短い複合口縁部の外面にはへラで押さえつけ

た痕が残る。口縁部を除き、内外面ともにハケメ調整後へラミガ

キされたと恩われるが、摩耗が著しく確認困難である。色調はに

ぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土には細際、白色粒子を含主� 
O 

む。覆土中の出土。� 

5・6は肩部破片。� 5はLRの単節斜縄文が施され、下位には
第1591送| 床硬化血� 

鋸歯文がみられる。内面はへラナデさ れる。色調は灰褐色� (7.5 

YR4/2)を呈し、縄文帯以外と鋸歯文内は赤彩される。胎土には砂粒を含む。� 6はLRの単節斜縄文

を施し、下位には� 3条の� S字状結節文がみられる。体部外面はへラミガキ、内面はへラ ナデされる。色

調は暗赤褐色� (5YR3/2)を呈し、外面は赤彩される。胎士には砂粒、細操、 白色粒子を含む。 とも

に覆土中の出土。� 

7は頚部から肩部にかけての破片。肩部には� LRの単節斜縄文が施される。色調は褐灰色� (7.5YR 

4/1)を呈し、縄文帯を除き赤彩される。胎土には砂粒、細礁、檀色粒子を含む。 覆土中の出土である。� 

8・9は肩部破片。� 8は単軸絡条体第� 5類による網目状撚糸文が施される� 色調はにぶい樺色� (7.5 O

YR6/4)を呈 し、無文部は赤彩される。� 9は9本を� 1単位とする櫛歯状工具による波状文が、 下位に

は横線文が施される。以下へラミガキされる。内面はへラナデさ れる。色調は灰褐色� (7.5YR4/2) を� 

108 




2; 

v建頭打

ょ
に� 

9 

3 
10 cm 

第160図� 238号住居跡出土造物� 1(1/4) 第161図� 238号住居跡出土遺物� 20/3) 

呈する。外面は赤彩される。 胎土には砂粒、 細礁、軽石と思われる灰白色粒子を含む。ともに覆土中の

出土である。

鉢形土器� (1)

口縁部と体部の一部が遺存する。最大径を体部中位にもち、球状を呈すると思われる体部から頚部は

やや「く」 字状に屈曲し、日縁部は外反する。口唇部はヨコナデされ丸みをおびる。外面は体部上位以

上横方向、 以下縦方向にへ ラミ ガキ されるが、僅かにハケメ痕を残す。内面白縁部は横方向にナデられ

るがハケメ痕を残す。 上部に僅かに横方向のへラミガキがみられる。頚部以下は横方向にへラナデされ

る。 色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、 内外面ともに赤彩される。 胎土は砂粒、細礁、浅黄櫨

色粒子を含むがき め細か く堅徹である。貯蔵穴からの出土である。

護形土器� (2・3・10) 

2・3は台付聾形土器の脚台部。� 2は裾径� 11.6cmを測る。 直線的に聞 く器形で、聾部と別に作り成形

している様子が観察できる。外面はへラナデされるが縦方向の組いハケメ 痕を残す。内面は丁寧にへラ

ナデさ れる。色調はにぷい樟色� (7.5YR6/4)を呈する。胎土には砂粒、細離を含む。北西壁際の床面

上の出土。� 3は裾径� 8.9cmで直線的に聞く。護部を接合した際のくぼみがみ られる。外面はへラナデさ

れるがノ¥ケメ 痕を残す。内面はへラナデされる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。外面には

一部煤が付着する。胎士には砂粒、 細礁、白 ・樫色粒子を含む。南側コーナー床面上の出土。� 

10は口頭部破片。 口唇部には先端に丸みのある工具で刺突された刻みがめ ぐる。内外面ともにへラナ

デさ れる。色調は黒褐色� (2.5YR3/1)を呈する。胎土には砂粒、細礁を含む。覆土中の出土である。� 

239号住居跡(第162. 163図)

〔位置� JB ~ 2 G。

〔住居構造〕壁際が一部破壊されている。(平面形〉楕円形。(規模) 400 x 380cmo (主軸方向)N ~620 

~ Eo (壁高) 32~38cmを測り、 急斜に立ち上がる。(床面)住居壁際と炉の周辺を除き、部分的に硬化

している。(炉)住居中央か ら東に偏って位置する。� 65X40cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 10cmを

測る o (柱穴)各コーナーの� 4本が主柱穴になろう。西側に位置する� 1本は、 住居内側に傾斜をもって

穿たれていて、梯子穴を想定させる� o (貯蔵穴)西壁下、やや南に偏って位置する。� 30X 40cmの楕円形

を呈し、深さ� 24cmを測る� O 貯蔵穴東側に高さ� 1 ~ 3 cm ・幅20~30cmの凸堤を弧状に構築してい る。



〔覆土〕� 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子 ・小ブロックを含む。
 

2層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。
 

3層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子、炭化物粒子 ・小片を多く含む。
 

4層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
 

5層 黒褐色士(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。


〔遺物〕床面上から僅かに出土した。


〔時期〕古墳時代初頭。
 

239号住居跡出土遺物� (第164・165図)


壷形土器(1・ 3~5 ・ 8) 

1は体部下位と口縁部上部を欠損する。体部は球状を呈すると恩われ、頚部はやや直線的に立ち上が

り、口縁部はラッパ状に聞く。肩部には端末結節した� LRの単節斜縄文を羽状に施している。縄文帯上

部には細L、円形竹管文を� 5・6. 7・8個を各� 1単位として� 4ヵ所に配される。外面はへラミガキされ

るが、頚部に僅かにハケメ痕を残す。

内面は口縁部上位横方向、下位縦方向

にへラミガキされるがハケメ痕を残す。

頚部以下はへラナデされる。色調はに

ぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、外

面は縄文帯以外、内面は口頭部が赤彩

される。縄文帯内に も一部赤彩がみら

れる。胎土は砂粒、細離を含むが細か

在野� 

@ 

.1ι>> 

く堅轍である。住居東側ピット横の床

面上の出土。� 

3は234号住居跡出土土器13と同一

個体と思われる。複合口縁部外面には� 

RLの単節斜縄文が施され、縦位の集

合する沈線がみられる。色調はにぶい

褐色� (7.5YR5/3)を呈し、口唇端部

と内面は赤彩される。 胎土は砂粒、細

離を含むが細かい。覆土中の出土。� 
， 
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第162図� 239号住居跡� 0/60) 第163図床硬化面
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第164図� 239号住居跡出上造物� 10/4) 第165図� 239号住居跡出土造物� 20/3) 

4・5・8は肩部破片。� 4は外面に� RLの単節斜縄文を施し、下位には� 2条の� S字状結節文がみられ

る。内面はへラナデされる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈し、縄文帯以外は赤彩される。縄文

帯内には不定形の赤彩文がみられる。胎士には砂粒、細蝶を含む。� 5はLRの単節斜縄文を数段施し、

各段の境には� Z字状結節文が施される.色調は灰黄褐色(1� 0YR4/2)を呈する。胎土には砂粒、細操、

軽石と思われる淡黄檀色粒子が含まれる。� 8はLRの単節斜縄文を施し、下位に� 3条の� S字状結節文が

みられる。以下へラミガキされる。内面はへラナデされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)を呈す

る。縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒を含む。いずれも覆土中の出土である。

護形土器(2・6・7) 

2は台付聾形土器。聾部底部から脚台部にかけて遺存する。裾径8.8cmを測る。裾部はやや内湾ぎみ

に開く 。外面は聾部との接合部横方向、脚台部縦方向にへラナデされる。内面は横方向にナデられる。

色調はにぷい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細礁を含む。北東床面上の出土。� 

6は頭部破片。内外面ともにへラナデされるがハケメ痕を残す。色調は褐灰色(10YR4/1)を呈す

る。胎土には砂粒、細操、白色粒子を含む。覆土中からの出土。� 

7は口頭部破片。口唇部には先端が角状の工具でやや左から刺突した刻みが施される。内外面ともに

へラナデされるがノ、ケメ痕を残す。色調は黒褐色� (7.5YR3/1)を呈する。頚部外面には煤が付着する。

胎土には砂粒、細離を含む。覆土中の出土である。� 

240号住居跡(第166・167図)

[位置� JB -1 G。

〔住居構造〕 北壁か ら南東コーナーにかけては調査区外にある。� 247号住居跡を切り 、� 241・242号住居

跡に切られる。(平面形)隅丸長方形。(規模)690x620cmo (主軸方向) N-450 - Wo (壁高) 33~40 

cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)壁際と炉の周辺を除き、よく硬化している。(炉)住居中央か ら

北に偏って位置する。� 60X70cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 12cmを測る。焼土東側に礁と土器片が

配置されている。(柱穴〉各コーナーの� 4本が主柱穴になろう。南東壁下の小ピット� 1本は入口施設と

思われる。(貯蔵穴)南東壁下、東に偏って位置する。� 50X40cmの楕円形を呈し、深さ� 46cmを測る。貯

蔵穴南側と北側に袖状に壁際から中央に向かつて、高さ� 3~ 7cm ・幅30~60cmの凸堤が構築される。

〔覆土〕
 

l層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。
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第166図� 240号住居跡� 0/60)

2層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を含む。 ローム小フゃロックを僅かに含む。� 

3層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。ローム ブロックを僅かに含む。� 

4層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。� 

5層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。� 

6層 黒褐色土� (7.5YR3/ 1)。ローム粒子を僅かに含む。

〔遺物〕南東コ ーナ一、床面上に比較的多いが、ほとんどが覆土中から出土した。

〔時期〕弥生時代末葉。� 



240号住居跡出土遺物(第168・169図)

壷形土器� (4 ~12) 一一一一¥¥ 

4~10は口頚部破片。 4 は複合口縁部外面と 口唇端部に 

RLの単節斜縄文を施し、 下端にはハケ状工具による刻み O 
が加えられる。棒状浮文が貼付さ れる。色調はにぶい赤褐 O 
色� (5YR4/ 3)を呈する。胎土には細礁、砂粒を含む。� 

5は複合口縁部外面に羽状縄文が施される。上段は端末結

節した� Rの無節縄文、下段は折り曲げた� Lの無節縄文を用

いている。口唇端部にも� Rの無節縄文が施される。口縁部

下端にはへラ状工具による刻みが加えられる。縄文帯内に ヱιj
は円形赤彩文が� 3ヵ所にみられる。色調はにぶい赤褐色� 

(5YR5/4)を呈し、外面頚部及び内面は赤彩される。胎 第167図床硬化面

士には砂粒、細礁を含む。� 6は複合口縁部外面と口唇端部

にRの無節斜縄文を施す。� 3個� 1単位の円形浮文が貼付される。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈

し、口縁部は外面を除き赤彩される。胎土には砂粒、細離を含む。� 7は口縁部内面に端末を結節した� L

の無節斜縄文を施す。内外面ともにへラミガキされるが、外面にはハケメ痕を残す。縄文帯内には円形

赤彩文がみ られる。色調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈 し、縄文帯を除き赤彩される。胎土には細

礁、白 ・樺色粒子を含む。� 8は複合口縁部外面及び口唇端部に� RLの単節斜縄文を施す。色調はにぶい

褐色� (7.5YR5/4)を呈し、外面頭部と内面は赤彩される。胎土には砂粒、細礁、白色粒子を含む。� 9

は口縁部内面に� RLの単節斜縄文を羽状に施す。外面はハケメ調整後へラミガキされる。色調はにぶい

檀色� (5YR6/4)を呈し、縄文帯を除き赤彩される。胎土には砂粒、細離を含む。� 10は口縁部内面に� 

RLの単節斜縄文が施さ れる。縄文帯内には円形浮文が貼付される。外面はハケメ調整後へラミガキさ

れる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、縄文帯を除き赤彩される。胎土には砂粒、細礁、軽

石と思われる白色粒子が含まれる。� 6は床面上、他は覆土中の出土である。� 

11は頚部破片。外面には� 2条の S字状結節文を上端に施し、� Rの無節斜縄文を羽状に施文する。縄文

帯内には� 2個の円形浮文が確認される。色調は灰黄褐色C1� 0YR4/2)を呈し、縄文帯を除き赤彩され

る。縄文帯内にも赤彩が認め られる。胎土は砂粒、細� i燥、 白色粒子を含み粗い。覆土中の出土である。� 

12は肩部破片。外面には� RLの単節斜縄文を羽状に� 3段施す。下端には複数条の� S字状結節文が施さ

れる。内面はへ ラナデされる。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土は砂粒、細礁を含むが

細かい。覆土中の出土である。

高杯形土器(1・� 2) 

lは口径� 12.5cmと小塑で、脚台部下半を欠損する。杯部は下半に段をもち、口縁部は僅かに内湾しな

がら聞 く。脚台部はやや内湾ぎみに聞く� O 口唇部ヨコナデ。外面は縦方向に丁寧にへラミガキされる。

杯部内面は横方向のへラミ ガキ。脚台部内面はへラナデされるがハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色� 

(5YR4/3)を呈し、全面赤彩される。胎土は砂粒、細離を含むが細かく 堅轍である。南側コーナー床

面上の出土である。� 

2はミニチュ ア土器の脚台部破片。裾部に向けて末広がりに大きく聞く。脚台部中位に� 4孔が外側か

ら穿孔される� 外面と杯部内面はナデられるがハケメ痕を残す。脚台部内面はナデられる。色調はにぶO



い褐色� (7.5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細操、白色粒子を含む。 覆土中の出土である。

聾形土器 (3 ・ 13~16) 

3は台付費形土器。口縁部の大部分と脚台部下半を欠損する。 最大径を中位にもつ球状の体部から頚

部でやや 「く」字状に屈曲し、口縁部は外反する。脚台部は内湾ぎみに聞く。口唇部はハケ状工具を左

方向から刺突した刻みがめぐる。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面もへラナデされるが、

頚部と脚台部には横方向のハケメ痕が残る。聾 ・脚台接合部と聾部底部内面は、粘土がある程度乾燥し

てからナデられたのだろうか、光るほどに調整されている。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。

全面に煤が付着する。 胎土には砂粒、細礁を含む。東コー� 

ナー床面上の出土。� 

~ 13は口頭部破片。口唇部はへラ状工具で浅く刺突された
2 

刻みが施される。内外面ともにハケメ調整後へラナデされ

る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。胎土には

細操、白色粒子を含む。覆土中の出土。� 

14は輪積痕を残す口頚部破片。口唇部は先端に丸みのあ

る工具で浅く刺突される。内外面ともにへラナデされる。

色調は褐灰色C10YR4/1)を呈する。胎土には砂粒を含

む。覆土中の出土。� 

15は輪積痕を残す頚部破片。内外面ともにへラナデされ

る。色調は黒褐色� (10YR3/1)を呈する。 外面には煤が

付着する。胎士には砂粒、 細操、樫色粒子を僅かに含む。

覆土中の出土。� 

16は頭部破片。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。

内面はへラナデされる。色調は灰褐色� (7.5YR4/2)を呈
0 1 0叩1

する。外面には煤が付着する。 胎土には砂粒、細離を含む。

第168図� 240号住届跡出土造物� 10/4) 覆土中の出土。� 
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第169図� 240号住居跡出土遺物� 2 (1/3) 



241号住居跡(第170・171図) 

〔位置〕 B-2G。

〔住居構造J240号住居跡を切る。(平面形)隅丸方形。(規模)360X 360CIllo (主軸方向) N -400 -W。

(壁高) 28~36cIllを測り 、 急斜に立ち上がる。(床面〉厚さ 4 CIll前後の貼床で、住居中央がよく硬化して

いる。(炉)住居中央から北東に偏って位置する。� 50X30CIllの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5CIllを測

る。(柱穴)南西壁際の� 1本は入口施設と思われる。(貯蔵穴)南東コーナーに位置する。� 50x30CIllの楕

円形を呈し、深さ� 17cIllを測る。

〔覆土〕


1層 黒褐色士(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。


2層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を含む。


3層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。


4層

、、
黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小フーロックを僅かに含む。� 

r ー 一←� 

ツ
�
 

一切@ 

③ 

L 孟孟� 

O ωA必-~

O 


闘機 


第170図� 241号住居跡� 0/60) 第171図 床硬化面
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第172図� 241号住居跡出土遺物� 10/4) 第173図� 241号住居跡出土造物� 20/3) 
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5層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。 焼土粒子を僅かに含む。

〔遺物〕床面上から は僅であり、大部分が覆土中から出土 した。

〔時期〕古墳時代初頭。
 

241号住居跡出土遺物(第� 172・173図)


ハ
匂
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査形土器(1)

口頚部が遺存する。頚部で くびれ、口縁部はゆるやかに外反する。口唇部は横方向にナデられる。内

外面ともにへラナデされるが広く粗いハケメ痕を残す。ハケメの方向は一定でない。頚部は輪積部分で

破損しているが、成形時、口頭部外面に粘土をたし、ナデつけて体部に接合している様子がよく 観察で

きる。その際、肩部のハケメの痕が頭部との接合部に写っている。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を

呈する。胎土には砂粒、細礁、 白色粒子を含む。床面上の出土である。

護形土器� (2 ~ 4) 

2は台付整形土器で護部� 1/2程度が遺存する。口径19.2cmを測り、最大径を体部中位にもつ。体部は

球状を呈し、頭部は「く」字状に屈曲し口縁部は外反する。口唇部はハケ状工具で調整した後、同一工

具で刺突した刻みが加えられる。外面はへラナデされるが、頚部縦方向、体部横方向のハケメ痕が残る。

内面もへラナデされるが、僅かにハケメ痕を残す。色調は褐灰色� (7.5YR4/1)を呈する。外面に は煤

が付着するが、体部上半に顕著である。胎土には砂粒、細離を含む。床面上の出土である。� 

3は口縁部破片。口層部はハケ状工具で浅く刻まれる。内外面ともにへラナデされるがハケメ痕を残

す。色調はにぶい檀色� (7.5YR6/4)を呈する。胎士には砂粒、細離を含む。覆土中の出土。� 

4は体部破片。外面は縦方向のハケメ痕を残す。内面はへラナデされる。色調はにぶい赤褐色� (5 

YR5/4)を呈する。胎土は輝石、砂粒、細操、白色粒子を含む。精製されている。炉跡から出土した。� 

242号住居跡(第174図)

〔位置� JA-2 G。

〔住居構造J240号住居跡を切る。(平面形)不明。(規模)不明。(壁高)34~36cmを ìJ!IJ り、急斜に立ち

上がる。(床面)部分的に硬化している。(炉〉調査区外にあるものと思われる。(柱穴)検出されなかった。

〔覆土〕黒褐色土(10YR2/2)。焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。

〔遺物〕覆土中から数点出土した。床面上に炭化材がみられた。

〔時期〕古墳時代初頭。

〔所見〕覆土中の焼土や、床面上の炭化材の存在/〆
から焼失住居の可能性が大きい。� 

242号住居跡出土遺物 (第 175図)

壷形土器c1・� 2) 

h
a
 

ィ{転
5 cm 

第174図� 242号住居跡� 0/60) 第175図� 242号住居跡出土造物� 0/3)
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いずれも複合口縁部破片。� 1は口縁部外面に� LRの単節斜縄文を羽状に施し、刻みのある棒状浮文が

貼付される。 口唇端部に も縄文が施文される。 内面は丁寧にへラミガキさ れる。色調はにぶい黄褐色� 

(10YR4/3)を呈し、縄文帯を除き赤彩される。胎土には砂粒、 細礎、軽石と思われる灰白色粒子を

含む。� 2は口縁部外面に� Lの無節斜縄文を羽状に施し、下端にはへラ状工具による刻みが加えられる。

色調は灰黄褐色� (10YR5/2)を呈し、口縁部下端と内面は赤彩される。ま た、縄文帯内に は不規則な

赤彩がみられる。 胎土には砂粒、細礁を多く含む。ともに覆土中の出土である。� 

243号住居跡(第176. 177図)

〔位置JA-5 G。

〔住居構造J197号住居跡に切られる。(平面形)隅丸方形。(規模)� 380 x 360cmo (主軸方向)N -400
-

W。短軸が主軸。(壁高) 26~52 cmを ìJliJ り、急斜に立ち上がる。(壁溝〉住居南半の壁下に確認できる。

上幅12~30cm ・ 下幅10~15cm ・ 深 さ 2 ~17cmを測る。(床面)壁際を除き 、 よく硬化している。(炉)住

居中央か ら北西に偏って位置する。� 80x60cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 20cmを測る。(柱穴)検

出さ れなかった。(貯蔵穴)南東壁下、東に偏って位置する。� 50x40cmの楕円形を呈し、深さ� 38cmを測

る。 貯蔵穴の周囲に は、高さ 3 ~ 5 cm' 幅20~50cmの凸堤が弧状に巡っている。

〔覆土〕
 

1層 暗褐色土(1� 0YR3/3)。ロームブロックを多く含む。� 197号住居跡貼床。
 

2層 黒褐色土� (1 0YR2/2)。ロ ーム粒子 ・ブロックを多く含む。
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3層 暗褐色土(10YR3/3)。ロ ーム粒子を多く含む。 

4層 黒褐色土(10YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。


〔時期〕弥生時代末葉。
 

243号住居跡出土遺物(第 178図)


壷形土器(1)


複合口縁部破片。口縁部外面と口唇端部に RLの単節斜縄文を施す。色調は灰褐色 (7.5YR4/2) を


呈し、縄文帯以外の内外面ともに赤彩される。胎土には砂粒、細礁、 白色粒子を含む。覆土中の出土。

聾形土器 (2 ~ 4) 

いずれも体部破片。外面はへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。内面はへラナデされる。 2の色調は褐

灰色 (7.5YR4/1)を呈する。胎土には輝石、細礁、砂粒を含む。 3は灰黄褐色(10YR5/2)を呈す

る。胎土には砂粒、細離を含む。 4は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。胎土には砂粒、細離を含む。す

べて覆土中の出土である。 

244号住居跡(第 124図)

〔位置JB -2 G。

〔住居構造J245・246号住居跡を切り、 222号住居跡に切られる。(平面形)隅丸長方形。(規模) 600x 

480cmo (主軸方向) N -65 Eo (壁高) 29~37crnを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。 (床面) 壁際と 炉0 
-

の周辺を除き、よく硬化している。(炉)住居中央から東に偏って位置する。 85x 64crnの楕円形を呈す

る地床炉で、深さ 10crnを測る。(柱穴〉各コーナーに主柱穴 4本が検出された。(貯蔵穴)西壁下、やや

南に偏って位置する。径50crnの円形を呈し、深さ 29cmを測る。貯蔵穴南側に高さ 5~10crn ・幅25~30crn

の凸堤が弧状に構築される。

〔覆土〕不整合な堆積で埋め戻されている感が大きい。 

5層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子、炭化物粒子を僅かに含む。 

6層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。炭化材小片を部分的に含む。 

7層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロ ックを僅かに含む。 炉跡上部

では焼土粒子 ・小ブロ ック、炭化物粒子を多く 含む。
 

8層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

9層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。
 

10層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。


〔遺物〕凸堤の東側に比較的多 く出土した。

〔時期〕古墳時代初頭。
 

244号住居跡出土遺物 (第 179・180図)


壷形土器 (1・ 3・4)
 

lは体部中位以上が遺存する。口径 13.4cmを測る。体部は球状を呈する と思われ、頭部はゆるやかに

くびれ、複合口縁部はラ ッパ状に大きく聞く。外面は丁寧にへラ ナデされるが、口縁部にハケメ痕を残

す。頚部以下は摩耗が著しく観察が困難であるが、体部中位に縦方向のへ ラミガキが僅かにみられる。

内面口縁部はハケメ調整後、横方向にへラミガキされる。頚部以下は横方向にへラ ナデされ、 その際の



第179図 244号住居跡出土造物 10/4) 第180図 244号住居跡出土遺物 20/3) 

工具痕が残る。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。外面体部中位には黒斑がみられる。胎土

は砂粒、細礁、軽石と思われる黄檀色粒子を含むがきめ細かく堅織である。凸堤上の出土である。 

3・4は同一個体と思われる。 3は複合口縁部外面に LRの単節斜縄文を羽状に施し、円形赤彩文が

施文される。口唇端部にも縄文がみ られる。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈し、縄文帯を除き赤

彩される。胎土には砂粒、細操、白色粒子を含む。 4は肩部破片。 LRの単節斜縄文を羽状に 3段施す。

色調はにぶい褐色 (7.5YR6/4)を呈する。胎土には砂粒、細礁を含む。いずれも覆土中の出土である。

聾形土器 (2・5) 

2は台付聾形土器脚台部。裾径11.5cmで、裾部にかけて直線的に 「ハ」字状に開く。外面はへラナデ

されるが縦方向のハケメ痕を残す。内面と裾端部は横方向のへラナデが施される。色調はにぶい褐色 

(7.5YR5/4)を呈する。査部内面に炭化物が付着する。胎土は砂粒、細離を含むが細かい。炉横から

の出土である。 

5は口唇部にへラ状工具でやや左方向か ら刺突した刻みが施される。内外面ともにへラナデされる。

色調はにぶい撞色 (7.5YR3/2)を呈する。胎土には砂粒を含む。覆土中の出土。 

245号住居跡 (第124図)

〔位置JB -2 G。

〔住居構造J246号住居跡を切り、 222・245号住居跡に切られる。(平面形)不明。(規模)不明。(壁高〉 

15~19cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)軟弱。(炉)不明。

[覆土〕黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子、焼土粒子を僅かに含む。

〔遺物〕破片が数点出土。図示できる造物はなかった。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。 

246号住居跡(第 124図)

〔位置JB -2 G。

〔住居構造J222・244・245号住居跡lこ切られる。(平面形)不明。(規模)不明。(壁高) 9 ~13cmを測

り、急斜に立ち上がる。 (床面)軟弱。(炉)不明。

〔覆土〕黒褐色土 (7.5YR2/2)。ロー ム粒子を多く含み、部分的に焼土粒子を含む。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土 した。図示できる遺物はなかった。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

ハ同
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247号住居跡(第181・182図)

〔位置JB -2 G。

〔住居構造� J240号住居跡に切 られる。(平面形)楕

円形。(規模〉 不明� x260cmo (主軸方向) N -200 

~. ' 

" 
Wo (壁高) 25 ~ 31 c皿 を測 り 、 急斜に立ち上が る。

(床面〉住居中央がよく 硬化してい る。 (炉)不明。
A~ 

(柱穴〉主柱穴は検出されなかった。 南壁際の� 1本は• 
入口施設と思われる。(貯蔵穴)南東コーナー に位置

する。� 30X40cmの楕円形を呈 し、 深さ� 15cmを測る。

貯蔵穴北側に は高さ 3~4 cm. 幅20~ 25cmの凸堤が
む

構築されている。


〔覆土〕
 

1層黒褐色土

古ぷ二� f
(10YR2/1)。ロ ーム粒子 ・小ブ

ロック を僅かに含む。

2層黒褐色土� (1 0YR2/2)。ローム粒子を僅か
画面回

第181図� 247号住居跡� 0/60)
に含む。 ロームブロ ックを含む。� 

3層 暗褐色土(1� 0YR3/3)。 ローム粒子を僅か

に含む。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土 した。図示でき る造物

はなかった。

〔時期〕弥生時代末葉。� 

第182図床硬化面� 

248号住居跡� (第110図)

〔位置J D-3 G。

〔住居構造J215・217住居跡に大部分切られる。(平面形)不明。(規模)不明� X350cmo (壁高) 1 9~20 

cmを測り、急斜に立ち上がる。(床面)全体に軟弱。(炉)南東に偏って位置する。� 70x60cmの楕円形を

呈する地床炉で、深さ� 10cmを測る。焼土は50x45cmの

範囲で検出される。

〔覆土〕ローム粒子、焼土粒子を含む黒褐色土である。


〔遺物〕炉の上から僅かに出土した。


〔時期〕弥生時代末葉。
 

248号住居跡出土遺物 (第 183図)


聾形土器(1・� 2) 


いずれも口頭部破片で、同一個体か。口唇部にはへ

5 cm 

- 」ラ状工具でやや左方向から刺突した刻みが施される。

内外面ともにへラナデされるがノ、ケメ痕を残す。色調� 第183図� 248号住居跡出土造物� 0/3) 



は1が褐灰色� (1 0YR4/ 1)、� 2が黒褐色� (10YR3/2)を呈する。煤が付着する。� 1. 2ともに胎土は

砂粒、細礎、軽石と思われる白色粒子を含み粗い。炉跡からの出土である。� 

249号住居跡(第184・185図)

〔位置JB -3 G。

〔住居構造J219号住居跡に切られる。(平面形〉正方形。(規模)� 240X 240CIDo (主軸方向) N -400 

Wo (壁高)� 5 ~ 1 5 cID を測 り、急斜に立ち上がる。(床面)住居西側が一部硬化している。(炉)不明。

(柱穴) 2本検出 したが主柱穴とは断定できない。

〔覆土〕黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。焼土粒子、炭化物粒子を僅かに含む。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

249号住居跡出土遺物(第� 186図)


壷形土器� (1)


複合口縁部破片。口縁部内面と口唇端部には� LRの単節斜縄文が施される。口縁部外面にはへラ状工


具を連続して押捺した痕がみられる。頚部はへラミガキされるが、口縁部下位にはハケメ痕を残す。色

調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈し、外面は赤彩される。胎土には砂粒を含む。覆土中の出土で

ある。

聾形土器(2 ) 

体部破片。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラナデされ炭化物が付着する。色調は

にぶい褐色� (5YR5/3)を呈する。胎土には砂粒を含む。覆土中の出土である。� 

¥ 

第185図床硬化面
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第184図� 249号住居跡� (1/60) 第186図� 249号住居跡出土遺物� 0/3) 



250号住居跡(第187・188図)

〔位置JF-4 G。

〔住居構造� J(平面形)隅丸長方形。(規模)580X480CIDo (主軸方向) N -60 Eo (壁高) 34~44 cID0 
-

を測り、急斜に立ち上がる。(床面〉壁際と炉の周辺除き、よく硬化している。(炉)住居中央か ら北東

に偏って位置する。65X50CIDの楕円形を呈し、深さ5CIDを測る地床炉である。(柱穴)各コーナーに主柱穴

が4本検出される。南西壁際に位置する� 1本は住居内側に傾斜をもって穿たれていて、入口施設と恩わ

れる。(貯蔵穴)南西壁下、やや南に偏って位置する。径36cIDの円形を呈し、深さ� 27cIDを測る。貯蔵穴

南側に高さ 1~8cID. 幅35~50CIDの凸堤が L字状に構築されている。

〔覆土〕不整合な堆積で、埋め戻されている感が大である。
 

1層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。
 

2層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。
 

3層 黒色土� (7.5YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。硬質で粘性あり。
 

4層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。
 

5層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。
 

6層 黒褐色土� (10YR2/2)。ローム粒子を含む。ロ ーム小ブロ ックを僅かに含む。
 

7層 黒褐色土� (7.5YR3/1)。ロー ムブロックを多く含む。
 

8層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ロームブロックを多く含む。
 

9層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を含む。ロ ーム小ブロックを僅かに含む。
 

10層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子・小ブロックを僅かに含む。� 

11層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。� 

12層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子、焼土粒子を僅かに含む。� 

13層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を僅かに含む。� 

14層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。ロ ーム小ブロック、焼土粒子を僅かに含む。� 

15層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。� 

16層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を僅かに含む。� 

17層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子・小ブロックを含む。� 

18層 褐色士� (7.5YR4/3)。ローム粒子を多く含む。

なお、南側コーナーに厚さ� 4CID前後の暗赤褐色土が堆積していた。


〔遺物〕覆土中か ら比較的多く出土した。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。
 

250号住居跡出土遺物(第189・190図)


壷形土器c1・� 7・10)
 

1は体部下半以下1/2程度が遺存する。底径5.5cIDと小型で、平底の底部からゆるやかに内湾しなが

ら立ち上がり、体部は球状を呈すると思われる。外面はハケメ調整後、丁寧にへラミガキされる。内面

はへラナデされるが、その際の工具痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈する。外面は赤

彩される。体部下半には煤が付着する。胎土は砂粒を含むがき め細か く堅轍である。 南コーナ一、ピ ッ

ト横床面上の出土である。� 

7は肩部破片。外面には� 3条の� S字状結節文を施し、� RLの単節斜縄文を羽状に� 3段施文する。縄文
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5cm 

第190図� 250号住居跡出土遺物� 20/3) 

帯以外はへラミガキされる。内面はへラミガキされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)を呈し、縄

文帯を除き赤彩される。胎土は砂粒を含むがきめ細かく堅撤である。覆土中の出土である。� 

10は頚部破片。外面はハケメ調整後へラミガキされる。内面は横方向にへラミガキされる。色調はに

ぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈する。内外面ともに赤彩される。胎土には砂粒、白色粒子を含む。覆土

中の出土である。

高杯形土器(2~4) 

2は脚台部を欠損する。杯部は境状を呈し、口径� 12cmを測る。器壁は薄い。 脚台部との接合部分をみ

るかぎり脚柱部は極端に細い。外面は口縁部横方向、以下縦方向にへラミガキされるが、ミガキの下に

薄くハケメ痕が観察できる。内面は横方向にへラミガキが丁寧に施される。口唇部はヨ コナデされる。

色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、赤彩が施される。内外面ともに赤彩される。外面口縁部に

僅かに煤が付着する。胎土は砂粒、白色粒子を含むがきめ細かく堅撤である。南西壁際床面上の出土で

ある。� 

3は杯部1/3程度が遺存する。口径10.5cmを測る。深い半球状を呈し、器壁は薄く丁寧なっくりであ

る。内外面ともに横方向のへラミガキが施されるがハケメ痕を残す。ミガキの下にもハケメ痕が薄く観

察できる。口唇部はヨコナデされる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)を呈し、内外面ともに赤彩さ

れる。胎土は砂粒を含むがきめ細かく堅轍である。南コーナ一凸堤横、床面上の出土である。� 

4は脚台部の一部が遺存する。裾部は大きく広がると思われる。� 2孔が確認された。脚柱部には横線文

が施される。文様は櫛状工具を右廻りに数回止めながら一周させ施文している。裾部は縦方向にへラミ

ガキされる。内面はへラナデされるがハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈し、外

面は赤彩される。胎土には砂粒、細傑を含む。覆土中の出土である。

護形土器� (5・6・8・9・11) 

5・6は2段の輪積痕を残す口頭部破片。色調は� 5がにぶい赤褐色� (5YR4/3)、� 6が灰褐色� (7.5 

YR4/2)を呈する。胎土にはし、ずれも砂粒、細礁を含む。ともに覆土中の出土である。� 

8・9は体部破片。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラ ナデされる。色調は� 8がに

ぶい赤褐色� (5YR5/4)、� 9がにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する� 胎土にはいずれも砂粒、細離、軽O

石と思われる灰白色粒子を含む。南コーナー床面上の出土である。� 
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11は脚台部破片。やや直線的に聞く。外面はへラナデされるがハケメ痕を残す。内面はへラナデ。色

調はにぶい赤褐色� (5YR4/3)を呈する。胎土には砂粒、細操、白色粒子を含む。覆土中の出土。� 

251号住居跡 (第 191・121図)

〔位置JF -3 G。

〔住居構造J(平面形)長方形。(規模)400 x 380cmo (主軸方向) N -58 Eo (壁高) 45"-' 53 cmを測0 
-

り、急斜に立ち上がる。(床面)壁際を除き、よく硬化している。(炉)住居中央から南東側に偏って位

置する。� 60x 50cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 5cmを測る。中央の焼土も炉の可能性がある。(柱

穴)各コーナーに主柱穴を� 4本検出した。南西壁際の小ピットは入口施設と思われる。(貯蔵穴)南西

壁下、南に偏って位置する。� 40x 30cmの楕円形を呈し、深さ� 25cmを測る。貯蔵穴の周囲には高さ� 3"-'6 

cm .幅34"-'40cmの凸堤が半円形に巡らされている。

〔覆土〕不整合な堆積で、埋め戻されている感が大きい。


1層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。ロームブロックを含む。
 

2層 黒褐色土(10YR2/2)。ロ ーム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。
 

@ 

@ 

@ 

-. 

.-，，-. 
-A  
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2m 

第191図� 251号住居跡� 0/60) 第192図床硬化面� 0/3) 



。 10 cm 

第 193図 251号住居跡出土造物 10/4) 

3層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子、ローム ブロ ックを含む。
 

4層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。
 

5層 黒褐色土 (7.5YR2/3)。焼土粒子を多く含む。炭化物粒子を含む。
 

6層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。ローム粒子を多く含む。 焼土粒子、炭化物粒子を含む。


〔造物〕南コーナーに多量に出土した。覆土中にも比較的多く出土した。

〔時期〕弥生時代末葉。
 

251号住居跡出土遺物 (第 193・194図)


壷形土器(5・6)
 

5は肩部破片。 RLの単節斜縄文を羽状に施す。体部は丁寧にへラミガキされる。内面はへ ラナデさ

れる。色調はにぶい褐色 (5YR5/3)を呈し、外面縄文帯以外は赤彩される。胎土には砂粒、赤褐色

粒子を含む。 

6は頚部から肩部にかけての破片。肩部には LRの単節斜縄文が施される。頚部はハケメ調整後へラ

ミガキされる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈し、頚部内外面は赤彩される。胎土は砂粒を含

むが細かく堅轍である。

ともに覆土中の出土である。

鉢形土器(1)

体部の一部を欠損するがほぼ完形である。口径 14cm .底径8.5cm・器高 12.4cmを測る。体部は最大径

を中位にもち球状を呈する。頚部はゆるやかにくびれ、短い口縁部は外反する。口縁部内外面はヨコナ

デ。頚部以下外面は横方向にへラミガキされるがノ、ケメ痕を残す。内面はへラナデされるが、部分的に

横方向のへラミガキがみられる。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4) を呈し、底部を除き内外面は赤彩

される。胎土は砂粒、細礁、軽石と思われる白色粒子を含む

が細かく堅徹である。覆土中の出土で 250号住居出土破片と

接合する。

護形土器 (2 ~ 4) 

2は体部上半以上が遺存する。口径15.8cmを測る。頚部は

ゆるやかにくびれ、口縁は僅かに外湾しながら聞く 。外面は 第194図 251号住居跡
出土造物 20/3) 

へラナデされるが、口縁部縦方向、頚部以下斜方向の粗 L、ハ
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第195図 土製品� (3/4) 

ケメ痕が残る。内面口縁部はへラナデされるが横方向のハケメ痕を残す。頭部以下はへラナデされるが、

その際の工具痕が残る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。口縁部外面には煤が付着する。胎

土は砂粒、細磯を含むが細かく堅織である。炉跡からの出土である。� 

3は脚台部下位を欠損する。口径20cmを測る。最大径を中位にもつ球状の体部からゆるやかにくびれ、

口縁部は外反する。 脚台部は 「ハ」字状に開 く。外面はへラナデされるが、口頭部 ・聾底部 ・脚台部は

縦方向、体部は斜方向のハケメ痕が残る。内面は口縁部と聾底部にハケメ痕を残す。脚台部内面はへラ

ナデ。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する。外面には煤が付着するが、上半部に顕著である。内

面聾底部には炭化物がこびりつく 。胎土は砂粒、細礁を含み粗い。南コーナー床面上の出土。� 

4は脚台部を欠損する。口径20cmを測る。最大径を中位にもつやや偏球状の体部からゆるやかにくび

れ、口縁部はほぼ直線的に開く 。口唇部はハケ状工具で一度平坦にし、やや右方向からの刺突を加える。

内外面ともにへラ ナデされるが、 外面口縁部縦方向、以下横方向、内面横方向のハケメ痕が残る。色調

は褐色� (7.5YR4/4)を呈する。外面には煤が付着する。胎士は砂粒、細離を含み組い。南側コーナー

床面上の出土。

第� 2節 古墳時代初頭の方形周溝墓� 

17号方形周溝墓 (第196・197図)

〔位置〕� A~C - 4 ~6 G 。

〔周溝〕 北溝から方台部中央にかけて撹乱が入る。 182~185 ・ 197~199 ・ 202 ・ 203 ・ 205~207 ・ 211 ・ 

223・224・237号住居跡を切る。方台部上の181・210・243号住居跡も当該周溝墓に先行する。また、周

溝内に346・347号土坑が検出された。� 
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(平面形)全周型でほぼ正方形を呈するが、南東溝がややふくらむ。

(規模)周溝の外縁は北東一南西24.7m・北西一南東24.4m、方台部は北東一南西 16目 6m・北西一南

東17mを測る。長軸方向は N-540 
- E。

(北東溝)長さ 20.2m・上幅 4-4.4m .下幅 2-2.2m .深さ 0.9-1.1mを測る。 法面の傾斜は方台部

側が急斜で、溝底はほぼ平坦である。周溝外縁には舌状に突出した部分があり、その両側は 

0.5-1 m幅で溝底から 0.3m程高くなっていてテラス状を呈する。溝底には士坑 (347号士坑)

とそれに接して 2本のピットが存在する。

(南東溝)長さ 21.5mを測る。東コーナー付近で上幅2.1m・下幅0.7m ・深さ 0.7mと狭いが、南コー

ナーに向かつて溝幅を広げ、南コーナ一直前で、上幅3.4m・下幅1.2m・深さ 0.8mを測り、北コー

ナーで、上幅2.5m・下幅1.2m・深さ O.4mと再び狭まる。法面の傾斜は方台部側が急斜で、溝底

はほぼ平坦である。南コーナ ー付近に大小 2本のピットが接して存在する。

(南西溝)長さ 20.6m。南コーナー付近で上幅2.6m・下幅1.6m・深さ0.6mと狭いが、それ以外は上

幅 4m・下幅2.6m・深さ 0.81mを測る。法面の傾斜は方台部が急斜で、溝底はほぼ平坦であ

る。万台部側の法面下端に沿って上幅0.3-0.4m ・ 2m・深さ 0.05m前後の溝が認め下幅0.1-0.

られた。南コーナー付近には土坑 (346号土坑)が、中央部から西コーナーにかけて10本のピッ

トが検出された。

(北西溝)撹乱が大きく入り、不明な点が多い。長さ 22.5m・上幅4.4m・下幅3.5m・深さ 0.5mを測

る。法面の傾斜は方台部側が急斜であるが、浅いせいもあり他の三方向の溝に比べて顕著では

なし、。溝底はほぼ平坦であった。西コーナー付近に 2本のピットが検出された。

〔埋葬施設〕表土が浅かっ たことと、方台部に北西方向から中央部にかけて大規模な撹乱が入っていた

ため、埋葬施設を確認することはできなかった。

〔覆土)深い部分で 7-8層、浅い部分で 4-5層に分層できる。土層の観察から は方台部からの土砂

の流れ込みを思わせるような堆積状態は顕著ではな L、。また、覆土中に焼士や炭化物な どを特に含んだ

層は検出されなかった。

〔遺物〕 北東溝の外縁突出部および北 ・東 ・南コーナー付近から出土した 5点の遺物が特徴的である。 

B区の突出部北東脇の 3層からは二重口縁壷形型土器(第198図 3)の破片がま とまった状態で、 D区

の突出部南西脇のテラス部分の 4層下位からは完形の鳥形土器(第199図 16)が出土した。 また、北コー

ナ一付近の O区 1層中位からは複合口縁壷形土器(第199図 4)が押しつぶされたような状態で、東コー

ナー付近の E区 1層中位か らは単純口縁壷形土器(第198図 2)の破片が190cm程の範囲に散乱 したよ

うな状態で、南コーナー付近の I区 1層中位からは複合口縁壷形土器(第198図 1)が約 180cmの範囲

に散らばるような状態で検出された。溝内覆土中からは比較的多くの造物が出土したが、本周溝墓が多

数の住居跡を切って存在しているため、多分にそこからの流れ込みが考えられる。

溝内土坑 

346号土坑(第 196図)

〔位置〕南西溝の J.K区にまたがって位置する。

〔構造〕周溝内が20cm前後埋没した段階で掘り込まれている。(平面形)隅丸長方形。 (規模)228x 63 

cm .深さ 65-80cmを測る。坑底はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは急斜である。(長軸方向) N-390
- E. 
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土層図A

l層 黒色士(lOYR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。

2層黒褐色土(lOYR2/2)。ローム粒子を含む。

3層黒褐色土(lOYR2/3)。ローム粒子を含む。

4層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。

5層 黒褐色土(lOYR3/2)。ローム粒子を多く含む。

6層 暗褐色土(lOYR3/3)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。

7層 暗褐色土 (7.5YR3/3)。ローム粒子・小ブロ yクを多く含む。

土層図B

1層 黒色土(lOYR1.7/1)。ローム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色土(lOYR2/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。

3層 黒褐色士(lOYR2/3)。ローム粒子を多く含む。

4層 黒褐色土(lOYR2/2)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。

5層 階褐色土 (7.5YR3/3)。ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。

6層 暗褐色土(lOYR3/3)。ローム粒子を多く含む。

土層図C

1層 黒色土 (7.5YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。

3層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。

4層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。

5層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。

6層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロソクを含む。

7層 黒褐色土(lOYR3/2)。ローム粒子・小ブロックを含む。

8層 暗褐色土 (7.5YR3/4)。ロームブロックを多く含む。

土層図D

l層 黒色土(10YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色士(lOYR3/2)。ローム粒子を含む。

3層 黒褐色土(lOYR2/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。

4層 黒褐色土(lOYR3/2)。ローム粒子を多く含む。

5層 暗褐色土(lOYR2/3)。ロ ーム粒子を多く含む。

6層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。

7層 黒褐色土(lOYR3/2)。ローム粒子を僅かに含む。

土層図E

1層 黒色土 (7.5YR2/1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色土 (7.5YR3/1)。ローム粒子を僅かに含む。

3層 黒褐色土(lOYR2/2)。ロ ーム粒子を多く含む。

4層 黒褐色土(lOYR3/2)。ローム粒子を多く含む。

5層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ロ ームブロックを多く 含む。

土層図F

1層 黒色士(lOYR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色士(lOYR2/3)。ローム粒子を僅かに含む。

3層黒褐色土(lOYR2/2)。ローム粒子を含む。

4層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。

5層 黒褐色土(lOYR2/3)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。

土層図G

I層 黒色土 (7.5YR1.7/1)。ローム粒子を含む。

2層 黒褐色土(lOYR2/3)。ローム粒子を多く含む。

3層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子、炭化物粒子を含む。

4層 黒褐色土(lOYR2/2)。ローム粒子を僅かに含む。

5層 暗褐色土(lOYR3/3)。ローム粒子を多く含む。

6層 暗褐色土 (7.5YR3/4)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。

¥k 

と2

加問総選 3

2m 

¥、

仁JJ1→

u 

ー-H

A .... ・

346号土坑 。 2m 

や
/ 

@ 
@ 

@ 

@ 
@i.' 

~ 

e 

雪。 ・q

u・1活字:
弔l"，、¥

/ 
や

@ 

第196図 17号方形周溝墓 0/120)，346・347号土坑 0/60)



A!.!.l・一

ミ副総返還ミ

議

、題点露ミ

c 

一一J

、同ぷ同機

第197図 17号方形周溝墓土層 ・断面図 0/120)

ぷ認暴露

-5  

一一Q

1m 

土層H図

1層 黒色土 (7.5YR2/1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色土(10YR3/2)。 ローム粒子を多く含む。

3層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。

4層 黒色土(10YR2/1)。ローム粒子を含む。

5層 黒褐色土(10YR3/1)。 ローム粒子を僅かに含む。

6層 黒褐色土(10YR3/2)。 ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。

7層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。炭化物粒子を僅かに含む。

8層 黒褐色土(10YR3/2)。 ローム粒子・小ブロ ック を多 く含む。

土層図 I

l層 黒色土 (7.5YR2/1)。ローム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色土(10YR3/1)。 ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。

3層 黒褐色士 (7.5YR2/2)。ローム粒子を多く含む。

4層 黒褐色土(10YR3/2)。 ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。

5層 黒褐色土(10YR2/3)。 ローム粒子を多 く含む。炭化物粒子を含む。

6層 黒褐色土 (10YR3/2)。 ローム小ブロ ックを含む。

土層図J

l層 黒色土(10YR1.7/1 )。 ローム粒子を僅かに含む。

2層 黒色士 (7.5YR2/1)。 ローム粒子を含む。

3層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を含む。焼土粒子を僅かに含む。

4層 黒褐色士(10YR2/2)。 ローム粒子を多 く含む。

5層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を多 く含む。

6層 黒褐色土 (7.5YR3/2)。ローム粒子・小ブロ ック を含む。

土層K図

l層 黒色土(10YR1.7/1 )。ロ ーム粒子を僅かに含む。

2層黒色土 (7.5YR2/1)。ロ ーム粒子を含む。

3層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。

4層 黒褐色士(10YR3/2)。 ローム粒子・小ブロ ック を多 く含む。

土層図L

l層 黒色土(lOYR1.7/1 )。 ローム粒子を僅かに含む。

2層黒色土 (7.5YR2/1)。ローム粒子を含む。

3層 黒褐色土 (7.5YR2/2)。ローム粒子を多 く含む。焼士粒子を僅かに含む。

4層 黒褐色土(10YR2/2)。 ローム粒子 ・小ブロックを多く含む。

土層図M

l層 黒色土(10YR1.7/1 )。 ローム粒子を僅かに含む。

2層黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。

3層 黒褐色土 (10YR2/3)。 ローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。

4層 黒褐色土(10YR2/2)。 ローム粒子・小ブロックを多く 含む。

5層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。

土層図N

l層 黒色土(10YR1.7/1 )。ロ ーム粒子を僅かに含む。

2層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム粒子を含む。

3層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を多く含む。

4層 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子 ・小フoロックを多く含む。



〔覆土〕堆積状態は不整合で、全体的にローム粒子・小ブロックを多く含み、埋め戻された感が大きし、。� 

l層 黒褐色土(1� 0YR2/2)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。� 

2層 黒褐色士� (1 0YR3/2)。ローム粒子を含む。ローム小ブロックを僅かに含む。� 

3層 黒褐色土(1� 0YR3/3)。ローム粒子を多く含む。� 

4層 黒褐色土� (10YR3/2)。ロ ーム粒子を多く含む。ローム小ブロックを僅かに含む。� 

5層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を含む。ローム小ブロックを僅かに含む。� 

6層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く含む。� 

7層 黒褐色土� (7.5YR2/2)。ローム粒子・小ブロックを多く含む。� 

8層 黒褐色土(1� 0YR2/3)。ローム粒子を多く含む。� 

9層黄褐色土(1� 0YR5/6)。ロームブロック。� 

10層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を含む。


〔遺物〕出土しなかった。


〔時期〕古墳時代初頭。
 

347号土坑� (第196図)

〔位置〕北東溝のB区に位置する。

〔構造� J(平面形)不整楕円形。(規模)170x130cm・深さ� 6-24cmを測る。坑底はほぼ平坦で、壁の立

ち上がり はゆるやかである。(長軸方向) N←� 83 E。0 
-

〔覆土〕ローム粒子を多く含む褐色土(1� 0YR4/4)の単一土層である。


〔遺物〕出土しなかった。


〔時期〕古墳時代初頭。
 

1 7号方形周溝墓出土遺物 (第 195図 3 ・ 4 、 第 198~202図)

壷形土器(1-8) 

1は複合口縁壷形土器である。口径� 23.4cm・器高42.3cm・底径11.3cmを測る。底部の一部が欠損する。

肩部から頚部にかけて「く」字に屈曲しながら、直線的に外反する。口縁複合部は幅広く 、僅かに外湾

しながら聞く 。体部は肩部がゆるやかに下がり、体部中位に最大径をもち、玉葱状を呈する。外面肩部

文様帯は� LRの単節斜縄文を幅狭く� 3段に設定し、それぞれの下端は� 2条の� S字状結節文で区画し、

上 ・中段問と中・下段間にある空間帯には、反撚りの無節斜縄文がみられる。この施文の仕方は原体の

閉端部を器面に対して上に向け、左から右へと原体を回転させたと思われる。なお、上段下には� 4個の

円形浮文を� l組として� 4単位貼付されている。体部外面は左から右方向にハケメ調整後、丁寧にへラミ

ガキされている。体部の破損状況から、製作方法は粘土紐ではなく粘土帯を積み上げたと思われる。口

縁の折り返し部の下段は� LRの単節斜縄文を、 上段は反撚りの無節斜縄文を施し、� 9本の棒状浮文を� 1

組としたものを� 4単位貼付する。口唇端部にも� LRの単節斜縄文を施す。口縁部内面は横方向にへラケ

ズリ後、へラミガキしている。頚部は縦方向にへラケズリ後へラミガキし、肩部には一部指頭による押

圧痕が残る。体部から底部にかけても、へラケズリ後へラミガキがなされ平滑にな っている。なお、焼

成時に生じた黒斑が、体部中位に� 2ヶ所と同じ中位の反対側にみられる。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR 

5/4)を呈する。胎土には砂粒を多 く含み、� 4mm程の細離も散見される。焼成は良好とはし、えなし、。南

円
ぺぺnU U 



西溝内、 I区のコーナー 1層から出土。 

2は単純口縁壷形土器で、 1/4程度の遺存度である。口径19.6cm・器高36.2cm .底径10.6cmを測る。

体部最大径を中位にもち、肩部にかけては丸く内湾する。頚部は鋭く「く」字に屈曲しながら口縁部に

向かつて直線的に外反する。口唇部直下は僅かに外傾する。体部はほぼ球形である。口唇端部は平坦で、 

LRの単節縄文が施される。肩部外観は LRの単節斜縄文帯を一段設け、頚部はへラケズリ後、縦にへ

ラミガキされる。頭部と肩部の結合部には、 28個の円形浮文を貼付する。体部はへラケズリ後、へラミ

ガキで整形し、下位は下から上方向に粗いハケメ痕を残しいる。底部立ち上がり は指頭による押圧で整

える。肩部の縄文帯を除き焼成前に赤彩がなされている。底部には木葉痕があり、焼成後外部から打撃

された穿孔があるが、意図的なものがどうかは不明である。体部の中位から下位にかけて焼成時に生じ

た黒斑がある。なお、器面全体に円形の斑点状の剥離が顕著である。体部内面は下位が横に粗いハケメ

調整。他はへラケズリ後へラミガキされる。口縁部はへラミガキされている。外面同様に円形の斑点状

の剥離が顕著である。なお、破砕状態が輪積痕に沿って幅広くあるところから、粘土紐でなく粘土帯を

積み上げて製作したものと考えられる。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒を

僅かに含む。北東溝 E区のコーナー 1層から出土。 

3は二重口縁壷形土器である。口径 18.6cmを測る。体部下端から底部にかけては欠損する。頚部は僅

かに膨みをもって直立し、口縁部は大きくゆるやかに外反する。体部中位に最大径をもち、体部は玉葱

状を呈する。口縁内文様帯は RL撚りの斜行縄文を施し、以下へラミガキされている。口縁外文様帯も

同じで斜行縄文を施し、口縁下端に円形竹管文を加飾した円形浮文を 2個 1組で 6単位を貼付する。頚

部は横方向にへラミガキされ、頚部と肩部の結合部には、粘土紐を凸帯状にめぐらして、その上に刻み

目を付している。肩部上部は櫛状工具による 12条の横線文を左から右方向に施した上に、円形竹管文で

加飾した円形浮文を 2個 1組で 4単位貼付する。中段の櫛状工具による波状文帯を狭んで、下段にも同

様の横線文帯が幅広く存在している。体部外面中位は横方向にへラケズリ後、へラミガキして調整する。

なお、体部中位から下位にかけて焼成時に生じたと恩われる黒斑がみられる。赤彩は施されてないが口

縁内文様帯と体部の一部に赤彩斑点らしきものが見られる。内面は頚部下端から肩部にかけて指頭によ

る押圧で整形され、他はへラケズリ後へラミガキして調整する。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈

する。胎土は砂粒を僅かに含むが精選され締まりがある。焼成は堅固である。北東溝C区 3層から出土。 

4は複合口縁壷形土器である。口径21cm・器高38cm・底径12.7cmを測る。体部の 1/4、口縁部の一部

と底部の一部をそれぞれ欠損する。肩部から頚部にかけて 「くJ字に屈曲しながら、直線的に外反する。

口縁複合部は受け口状に僅かに内湾する。体部は下位に最大径をもち、下膨れである。体部下端には焼

成後、内部より打撃をうけたと思われる穿孔がある。外面文様帯は肩部に LRの単節斜縄文を 2段設け

るが、その中間の幅 3 rnrnの無文の空間帯は、その上下を区画させているように存在する。ま た、各縄文

帯の上端は縄文原体の開端部の横走痕により、あたかも S字状結節文による区画を思わせる。頭部は下

から上方向に、口縁部は左から右方向にハケメ調整される。体部はへラミガキされるがハケメ痕を残す。

上位から中位にかけて肩部文様帯を除き、焼成前に赤彩されている。底部立ち上がり部分には、ハケメ

痕が顕著に残る。なお、口縁部の一部と、体部下位から中位にかけて、焼成時に生じた黒斑がある。口

縁部内面は、へラミガキした後、頚部まで赤彩がなされ、肩部は指頭による横と縦方向にナデ調整する。

体部は軽くへラケズリ後、へラミガキしている。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈する。胎土に

は細離が散見されるが砂粒は少ない。焼成は良好である。北西溝 0区のコーナ -1層からの出土。 
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5は単純口縁壷形土器の口縁部破片で、 1/4程度の遺存度である。頚部はゆるやかに湾曲 しながら口

縁部で外反する。口縁外観は口唇部から、帝国し、折り返し部を設け、折り返し直下には一部短い刻みをも

っ。頚部は下から上方向に丁寧にへラミガキされているが、一部に縦方向のハケメ痕が残る。口縁部内

面は Lの無節縄文を施し、下端を S字状結節文で区画する。 S字状結節文上に直径約 2 rnrnの浮文が 1個

確認された。頚部内面の上位は、左から右方向にハケメ調整、下位は右から左方向にへラミガキされる。

文様帯を除き内外面ともに焼成後の赤彩がなされている。胎土は砂粒を多量に含み焼成は良好。色調は

赤褐色 (10YR4/4)を呈する。胎土には砂粒を多く含む。 焼成は良好である O 北西溝 O区 l層か ら

出土。 

6は小型壷形土器で、口縁部のみ 1/4程度の遺存度である。肩部から頚部にかけてゆるやかに立ち上

がり口縁部は僅かに外反する。口縁部から頚部にかけて指頭による押圧整形後、やや組いハケ状工具で

縦方向、更に細かいハケ状工具で左から右方向に横に調整している。内面は指頭による押圧整形後、細

かいハケ状工具で横方向に調整する。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒を僅

かに含む。焼成は良好である。北東溝 B区 3層から出土。 

7は小型壷形土器で、口縁部のみ 1/5程度が遺存する。頚部は 「く 」字に聞き、口縁部は僅かに内湾

する。外面は指ナデによっ て整形した後、左から右方向にへラナデが加えられているが、口頭部は縦方

向、肩部は斜方向のハケメ痕を残す。口縁部内面はナデられるが、頭部および肩部に輪積痕を残す。胎

土は砂粒を僅かに含み、焼成は良好である。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。北東溝  C区 

3層から出土。 

8は小型壷型土器の体部破片で、 1/8程度が遺存する。 体部中位に最大径をもち、頚部はゆるやかに

外湾する。外面は指頭による整形後、縦方向に粗いハケ状工具で調整した上に細かいハケ状工具で横方

向に調整する。内面は指ナデによる整形を施すが、僅かにハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色 (5YR 

5/4)を呈する。胎土には砂粒を含む。焼成は良好である。北東溝 D区 3層から出土。

高杯形土器 (9 ~11) 

9は杯部のみが遣存する。口径は21.9cmを測る。体部から口縁部にかけてゆるやかに内湾しながら、

酒杯状に立ち上がり口唇部先端で僅かに外反する。口唇部はやや内傾する。杯部外面は、 へラケズリ後、

丁寧にへラミガキして整形しているが、口縁部に一部細かいハケメ痕が残る。体部にも縦ないし斜方向

のハケメ痕が一部残っている。内面もへラケズリ後、丁寧にへラミガキして整形しているが、 U縁部に

一部、横と縦方向のハケメ痕が残る。色調はにぶい樟色 (7.5YR6/4)を呈する O 胎土には砂粒を多 く

含む。焼成は良好で堅く 焼き締め られている。南西溝 J区 1層から出土。 

10は脚台部の一部のみが遺存する。脚台部上端から下に向かつてゆるやかに聞き、中位で僅かに屈曲

し下位にかけて「ハ」字状にさらに聞く。中位には 3ヶ所透し孔を配置 している。脚台部外出は縦万向

にハケ調整後、丁寧にへ ラミガキして整形 している。上位に 7本の沈線文を施し、 その下部に 3ヶ所透

し孔をもっている。杯の底部は剥離が激しく 不明である。脚台部内面は、指頭によるナデの後、横方向

に軽くハケメ調整している。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)を呈する O 胎土には細機、砂粒を多 く

含む。焼成は良好。南西溝 J区 2層か ら出土(時期は、弥生時代末期の東海地方の 「欠山 ・元屋敷式」

土器といえる)。 

11は脚台部の一部だけが遺存している。 脚台部は上位から裾部に向かつてゆるやかに聞き、中位に透

し孔をもっ。外面はへラケズリ後、丁寧に縦方向にへラミガキ している。杯部の底部もへラ ミガキされ
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る。外面及び杯部は焼成後に赤彩される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)を呈する O 胎土には砂粒

を含み、細礁が僅かに散見される。焼成は良好。南西溝 L区 1層から出土。

鉢形土器(12)

口頭部の大部分を欠損する。器高 11.1cm・底径 6cmを測る。頭部は短く 、ゆるやかに直立して口縁部

は外反する。体部最大径は上位にある。口縁部から底部にかけて横方向にハケメ調整後、丁寧に斜方向

にへラミガキされている。底部立ち上がりに粗いハケメ痕と細かいハケメ痕を残す。 底部には木葉痕を

もち、底部から体部中位にかけて焼成時の黒斑がある。口縁部内面は横方向に、体部から底部にかけて

は、横 ・縦・斜方向にへラミガキして整形する。内外面ともに焼成前に赤彩さ れている。 色調はにぶい

褐色 (7.5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒を含み、細擦も散見される。焼成は良好。北西溝 O区 2・ 

1層から出土。

境形土器(13)

口径8.6cm・器高8.2・底径5.2cmを測る。底部から体部にかけて、ゆるやかに内湾 しながら立ち上がる。

口縁部はやや鋭く内湾し、口唇部には丸昧がある。内外面とも凹凸が目立ち、 一見、手づくね造りを思

わせるが輪積みによる成形である。外面は横方向にへラミガキして整形しているが、丁寧になさ れてい

ないため、縦方向のハケメ痕を残す。底部にもハケメ痕が顕著である。なお、体部には焼成時に生じた

黒斑がある。内面はハケメ調整後へラミガキが部分的になされている。色調はにぶい樟色 (7.5YR6/4)

を呈する。胎土には細操、砂粒を含む。焼成は不良。南東溝 G区 2層から出土。

聾形土器(14・15) 

14は台付聾形土器で、聾底部と脚台部 2/3程度の遺存である。脚台部はやや外湾ぎみに 「ハ」 字状に

聞き、聾は底部のみで形態は不明である。脚台部外面は底部と台部の結合部に指頭による押圧痕が残る。

脚台部はへラナデされるが、縦方向の粗~)ハケメ痕を残す。内面は指で輪積み痕を荒く消した後、粗い

ハケ状工具で横方向に軽く調整している。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。 胎土には砂粒、

細離を僅かに含む。焼成は良好とはいえなし、。南コーナー I区 1層から出土。 

15は台付聾形土器で、脚台部1/2程度と聾底部が遺存する。脚台部はやや内湾ぎみに 「ハ」字に聞き、

聾は底部のみで体部の形態は不明である。脚台部外面と底部との結合部は指頭による押圧がなされ、へ

ラケズリにより整形した後、横方向にハケメ調整を施している。内面は斜方向にへラナデされている O

焼成は良好で‘ある。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、 細離を含む。 焼成は

良好である。北東溝D区 1層から出土。

鳥形土製品(16)

当該周溝墓出土品の中でも注目すべきもので、噴の部分が僅かに欠けるだけでほぼ完形品である。全

長21.4cm、横幅は体部最大幅で、 11.7cmを測る。頑部は溜状に突出し、噛は薄 く折り返 し状に輪郭を設け

て口は丸く開く。腹部は胃袋状にふくらむ。尾は短く 、受け口状に閉口している。全体の姿態は一見、

鳩を思わせるが水鳥が無難と思われる。頭部には、僅かに指圧痕を残すがハケ状工具で調整する。尾部

も同様である。体部(腹部)外面は、指頭でナデた後に、ハケ状工具で左から右方向に調整し、さらに

へラミガキしているが平滑さにやや欠けると ころがある。胸の側面か ら背中にかけて、焼成時に生じた

と思われる大きな黒斑がある。体部(腹部)内面は、ほとんど指ナデして整形し、 噴部は指ナデされる。

頭部は指頭で押圧しながら整えている感じである。尾部は指ナデ後、へ ラナデして整形している。外面

と尾部内面は焼成後に赤彩されている。製作方法は体部を上 ・下別々 に製作して、それを継ぎ合わせた 
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後、頭部と尾部は手づくねで体部にそれぞれ接合させて完成したものと思われる。特に目や羽根を強調

する痕跡はな L、。色調は明赤褐色 (2.5YR5/6)を呈する。胎土には砂粒を多く 含み、焼成は堅固で良

好である。北東溝 C区 4層下位から出土。

土製勾玉(第195図 3・4) 

3は頭部と体部の一部が追存する。長さ 2.2cm・頭部幅は1.0cmを測る。頭部にふくらみはなく体部は

やや太目。頭部には穿孔が 2つあり、そのうち lつは貫通し、径 1rnrnを測る。指による整形後、細かい

ハケ状工具で、一部をナデる。胎土は少量の砂粒を含み、焼成は良好である。色調は明褐色 (7.5YR 

5/6)である。南西溝 J区 2層から出土。 

4は体部の一部と尾部が遺存する。長さ1. 6cm・体部幅0.7cmを測る。体部か ら尾部にかけてゆるやか

に湾曲する。全体に指による整形である。胎士は少量の砂粒を含み、焼成は良好。色調はにぷい樟色 

(7.5YR6/4)である。 北東溝 B区 2層から出土。

以下の土器は、多くの住居跡を切って造られていた周溝墓の溝の覆土から出土したところから、住居

跡からの流れ込みも考慮しなければならない。 

A区出土

童形土器17・18は複合口縁壷形土器の口縁部破片である。 17は口縁部に刻みをもっ 2本の棒状浮文を

付し赤彩する。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/3)o18は折り返し部が横方向にへ ラミガキ、直下は縦

方向にへラミガキする。内面は赤彩される。色調はにぶい黄樟色(1 0YR6/3) 19は頚部破片でゆる0 

やかに外反し、ハケメ調整後へラミガキ し赤彩する。肩部は LRの単節斜縄文を施す。色調は灰赤色 

(2.5YR4/2)。聾形土器20は口縁部の破片で、口唇部に刻みをもっ。頚部は縦と斜方向にハケ状工具で

調整する。ゆるやかに外反する。色調は黒褐色(10YR3/1)。 

B区出土

壷形土器 21は頚部破片で、縦方向にハケメ調整後へラミガキする。 S字状結節文を付す。内面は横方

向のハケメ痕を残す。色調は黄灰色 (2.5YR4/l)o22は肩部破片で、 RLの単節斜縄文を施す。色調

はにぶい赤褐色 (5YR5/4 )。聾形土器23~26は口縁部破片である。 23 ・ 24 は口唇部に刻みをもっ。 23

は 「く」字に屈曲し、 24は直線的に外反する。 25・26は口唇部に刻みをもち、ゆるやかに外反する。 25

は外面が縦方向、内面は横方向にハケメ痕を残す。 26の焼成は堅固である。色調は23が灰褐色 (5YR 

4/2)、24が灰褐色 (7.5YR4/2)、25が褐灰色 (5YR4/1)、 26がにぶい赤褐色 (5YR4/3)。 

C区出土

壷形土器 27は口縁部破片で、複合口縁部に付加条の縄文を施し、下端にへラ状工具による刻みを付す。

その下は赤彩される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)o28は肩部から口縁にかけての破片である。頚

部はゆるやかに屈曲し、へラミガキして赤彩する。肩部は LRの単節斜縄文を施す。色調はにぶい赤褐

色 (2.5YR4/4)o 29~32は共に肩部破片である。 29 は LRの単節斜縄文帯を S 字状結節文で区画し 、

以下赤彩する。色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)o30は上段が LRの単節斜縄文、下段が RLの単節斜

縄文を各  々S字状結節文で区画する。色調はにぶい樫色 (7.5YR6/4)o31は LRの単節斜縄文を S字

状結節文で区画する。以下赤彩する。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)o32は櫛状工具による波状文と

横線文を交互に施す。色調はオリー ブ黒色 (5YR3/1)。 

D区出土

壷型土器33・34は複合口縁部の破片である。 33は複合口縁部に RLの単節斜縄文を施し、下端には刻
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みが加えられる。その下部と内面は赤彩される。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)034は口縁部に刻み

をもっ。内外面は赤彩される。色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)035は頚部破片で、 RLの単節斜縄文

を羽状に 3段施す。部分的にハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)0 36~ 39 は肩部破片。 

36・37はLRの単節斜縄文を羽状に 3段施す。色調は 36が黄灰色 (2.5YR4/1)、 37が灰褐色 (7.5YR 

5/2)0 38はRLの単節斜縄文を施す。縄文帯以外は赤彩される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)。 

39は外面網目状撚糸文、 内面は粗いハケメ痕を残す。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4 )。 聾形土器40~ 

42は口縁部破片である。 40・41は口唇部に刻みをもち外面は縦方向、内面は横方向にハケメ痕を残す。

ゆるやかに外反する。 42は口唇部に刻み。内外面ともに横方向にハケメ痕を残す。直線的に外反する。 

43は台付聾形土器の脚台部破片で、縦方向にハケメ痕を残す。 僅かに内湾しながら「ハ」字状に聞く。

色調は40がにぶい褐色 (7.5YR5/3)、41がにぶい褐色 (7.5YR5/4)、42がにぶい赤褐色 (5YR5/4)、 

43がにぶい赤褐色 (5YR5/4)。 

E区出土

壷形土器44は肩部破片で RLの単節斜縄文を施し、他は赤彩される。内面も一部赤彩される。色調は

赤褐色(10YR4/3)。聾形土器45~ 47は共に口縁部破片で口層部に刻みをもっ。色調は45が暗褐色(1 0 

YR3/3)、46が黄灰色 (2.5YR4/1)、 47が灰黄褐色(10YR4/2)。 

F区出土

壷形土器48・49は共に肩部から体部にかけての破片。 48は上 ・下段 lこLR、中段に RLの単節斜縄文

を施す。縄文帯を除き上下は赤彩される。色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)049はRLの単節斜縄文を

羽状に施す。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)。聾形土器50は口縁部破片で、外面は上部に縦方向、下

部に横ないし斜方向のハケメ痕を残す。内面は横方向にハケメ調整する。ゆるやかに外反する。色調は

褐灰色(10YR4/1)051は口縁部破片でゆるやかに外反し、内外面ともに横方向のハケメ 痕を残す。

色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)。 

G区出土

壷形土器52は口縁部破片で、複合口縁部に LRの単節斜縄文を施す。それ以下は赤彩される。内面も

赤彩される。色調はにぶい赤褐色 (5YR4/3)053は肩部破片で LRの単節斜縄文帯の下を赤彩する。

色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)054は肩部破片で RLの単節斜縄文を 3段羽状に施す。色調は灰黄褐

色(10YR5/2)055は頚部破片で LRの単節斜縄文を 5段羽状に施す。 内面は赤彩される。色調はに

ぷい褐色 (7.5YR5/3)。護形土器 56・57は共に口縁部破片で口唇部に刻みをもち、ゆるやかに外反す

る。内外面ともへラミガキされる。色調は 56がにぷい褐色  (7.5YR5/4)、 57がにぶい撞色 (7.5YR 

6/4)。 

H区出土

壷形土器58・59は複合口縁部破片である。 58は複合口縁部にハケメ調整後赤彩する。 色調はにぶい褐

色 (7.5YR5/3)059は複合口縁部に横方向のハケメ痕を顕著に残し、その下は赤彩される。色調は灰

褐色 (5YR4/2)0 60は肩部破片で上・下 2段に網目状撚糸文を施 し、その中間帯はへラミガキ後赤彩

される。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/3)。聾形土器61・62は共に口縁部破片で口唇部に刻みをもち、

ゆるやかに外反する。 61は横方向のハケメ痕を、 62は外面縦方向、内面横方向にハケメ出を残す。色調

は61が灰褐色 (7.5YR4/2)、62が褐色 (7.5YR4/3)063は頭部破片でゆるやかに外湾し、内外面とも

に上部は縦方向、下部は横方向に細かいハケメ痕がみられる。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)。
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I区出土

壷形土器64は頚部破片で、 RLの単節斜縄文の上に円形浮文を貼付する。ゆるやかに湾曲する。色調

はにぶい褐色 (7.5YR5/3)o65・66は肩部破片で、 RLの単節斜縄文を羽状に施文する。色調は 65が

にぶい褐色 (7.5YR5/4)、66がにぶい赤褐色 (5YR5/4)o67は肩部破片で RLの単節斜縄文を施し、 

S字状結節文で区画し一部に赤彩をもっ。色調はにぷい赤褐色 (5YR5/4)o68は肩部破片で LRの単

節斜縄文が施される。 一部赤彩される。色調は灰褐色 (5YR4/2)。

J区出土

壷形土器69は複合口縁部の破片で、棒状浮文が貼付され刻みを もっ。口唇端部には RLの単節斜縄文

が施される。複合口縁部以下は赤彩される。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3) 70は単純口縁壷形土器0 

の口縁部破片で LRの単節斜縄文を施し、下端を S字状結節文で区画するO 以下赤彩が施される。口唇

端部にも縄文がみられる。内面も赤彩されている。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/3)0 71は頚部破片

で、 内外面共に網目状撚糸文を施す。色調はにぶい赤褐色 (2 . 5YR4/3)。 聾形土器 72~ 74 は 口縁部破

片で72は斜万向に、 73は縦方向に、 74は縦・横方向にハケメ痕を残す。口唇部にはともに刻みを もっ。

色調は72がにぶい黄褐色(10YR5/3)、 73がにぶい黄褐色 (10YR5/3)、 74がにぶい褐色 (7.5YR 

5/4)、75がにぶい褐色 (7.5YR5/4)。 

K区出土

童形土器75は複合口縁部破片である。胎土には白色粒子と雲母を多量に含む。風化が進んでいる。色

調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)o76は肩部破片で櫛状工具による施文がな される。色調はにぶい褐色 

(7.5YR5/3)o 77は肩部破片で RLの単節斜縄文帯を S字状結節文で区画し、以下赤彩される。色調は

灰褐色 (5YR4/2)。護形土器78~80は口縁部破片で、とも に口唇部に刻みをもち、 縦方向 にハケメ 調

整する。色調は78がにぶい黄褐色 (10YR5/3)、79が褐色 (7.5YR4/6)、80が褐灰色(10YR4/ 1)0 

81は頭部破片で縦 ・横方向にハケメ痕を残す。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)。 

L区出土

壷形土器82は単純口縁壷形土器の口縁部破片で直線的に外反する。外白は縦方向に、内面は斜}j向に

ハケメ調整する。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)o83は複合口縁部の破片で細かい LRの単節斜縄文

を施し、下端には刻み目をもっ。色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)o84は頚部破片で RLの単節斜縄文

を施し、 3条の S字状結節文で区画する。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)o85は肩部破片で RLの

斜縄文を施し、 1条の S字状結節文で区画する。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)o86は肩部破片で L 

R の単節斜縄文を施し、 以下赤彩される。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/3)。整形土器87~89 は ともに

口縁部破片で87・88は斜方向に、89は縦方向にハケメ痕を残す。88はゆるやかに外反 し、 89はゆるやか

が89、(7.5YR6/4)がにぶい樺色88)、 0YR6/3(1がにぶい黄櫨色87色調はに「く」字に屈曲する。

黒褐色(10YR3/1)。 

M区出土

壷形土器90は肩部破片で、 網目状撚糸文帯を S字状結節文で区画し、以 F丁寧にへラミガキしている。

内面には横方向の粗いハケ メ痕が残る O 色調は赤褐色(10YR4/4)o91は肩部破片で Rの無節斜縄文

を施し、その上に赤彩を施す。色調はにぶい赤褐色 (5YR5/4)。整形土器92は口縁部破片で口唇部に

刻みをもっ。ほぼ直線的に外反する。外面はへラミガキし、内面は横方向のハケメ痕を残す。色調はに

ぶい褐色 (7.5YR5/3)o93は体部破片で、斜方向のハケメ痕がみられるO 色調は褐灰色 (7.5YR4/1)。 
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94は台付費形土器の脚台部の破片で、縦方向のハケメ痕を残す。「ハ」字状に開くか。色調はにぷい赤

褐色� (5YR5/4)。� 

O区出土

壷形土器95は口縁部破片で網目状撚糸文を施す。一段の稜をもって外反する。焼成は堅撤である。色

調はにぶい赤褐色� (2.5YR4/3)096は複合口縁部破片で� LRの単節斜縄文を施 した上に、へラ状工具

で鋭く5本の沈線文を切り込んで、棒状浮文を模している。口唇端部にも� LRの単節斜縄文を施し、赤

彩する。内面は丁寧なへラミガキ後赤彩される。色調は灰黄褐色(10YR4/2)0 97は肩部破片で� LR

の単節斜縄文を施 し、円形赤彩文を付す。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)098は頚部破片で� LRの単

節斜縄文を施す。ゆるやかに外反する。色調は灰褐色� (5YR4/2)。聾形土器99は口縁部破片で外面は

縦 ・斜方向にハケメ 痕を残す。ゆるやかに外反する。胎土には白色粒子が目立つ。内面は横方向にハケ

メ痕を残す。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)0100は口縁部破片でゆるやかに外反し、外面は縦方向、

内面は横方向にハケメ痕を残す。色調は灰黄褐色(10YR4/2)。

第� 3節 古墳時代後期の住居跡� 

11号住居跡(第203..-..205図)

〔位置)� C-10G。

〔住居構造)� (平面形)正方形。(規模)520X516cIDo (主軸方向) N -900 0 (壁高) 45~57cmを測り、

南壁はゆるやかだが、全体に ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)上幅18~28cm ・ 下幅 5 ~13cm ・ 深さ 6~ 

12cmを測り全周する。(床面)カマド前が部分的に硬化しているが全体に軟弱である。(カマド)北壁中

央から東に偏って位置する。長さ� 130cm・幅200cmを測る。天井部 ・袖部は灰色粘土を被覆させ構築して

いる。覆土は、� 1層 暗褐色土� (7.5YR3/3)粘土粒子、焼土粒子を含む。� 2層 暗褐色土� (7.5YR 

3/4)焼土粒子 ・小ブロック を多く含む。� 3層 暗褐色士� (7.5YR3/3)焼土粒子 ・小フ。ロックを含む。� 

4層 暗赤褐色土� (5YR3/4)焼土ブロック。� 5層 黒褐色士(10YR2/3)ローム粒子を多く、焼土

粒子を僅かに含む。(柱穴)対角線上の� 4本が主柱穴である。(貯蔵穴)カマド右側の北東コーナーに位

置する。� 80x 60cmの長方形を呈し、深さ� 75cIDを測る。

〔覆土〕� 

1層 黒色士� (10YR2/ 1)。ローム粒子を僅かに含む。� 

2層 黒褐色土� (10YR3/ 1)。ローム粒子を含む。� 

3層 黒褐色士� (10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。� 

4層 黒褐色土� (7.5YR3/2)。ローム粒子を多く 含む。 焼土粒子、炭化物粒子を含む。� 

5層 黒褐色土� (10YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。� 

6層 暗褐色土� (10YR3/3)。ロ ーム粒子を多く含む。ローム小ブロック を含む。

〔遺物〕カマド周辺に多量に出土した。

〔時期〕古墳時代後期。� 

11号住居跡出土遺物(第206図)

土師器杯形土器c1・2)
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第204図床硬化面� 



1は1/3程度の遺存度である。推定口径� 19.2 

cm・器高5.1cmを測る。器形はやや偏平ぎみの丸

底の底部から、体部は内屈して立ち上がり、口

縁部は僅かに内湾しながら開く。口縁部内外面

の調整はヨコナデ。体部と底部の内外面はナデ

られるが、外面は斜位のへラ削り痕が残る。色

調は、内面は黒褐色C10YR3/1)、外面はにぶ

い黄褐色(10YR5/3)を呈する。胎土には砂粒、� A山� 

1 mm大の細磯を含む。住居中央から北によ った

床面上の出土である。� 

2はほぼ完形で、口縁15cm・器高� 4cmを測る。

丸底ぎみの底部から、内湾気味に聞き、体部上
1m 

位に明瞭な段を有し、口縁部は僅かに内湾しな� 
第205図� 11号住居跡カマド� 0/30)

がら立ち上がる。口縁部内外面はヨコナデ、以

下ナデられるが底部外面にはへラ削り痕が残る。色調は内外面ともに黒褐色� (10YR3/1)を呈 し、黒

色処理が施される。胎土には砂粒、輝石を含む。貯蔵穴からの出土である。

土師器増形土器� (4) 

完形で、口径� 11.5cm .底形4.0cm .器高15.5cmを測る。平底の底部から立ち上がり、体部は算盤玉状を

呈する。頭部は屈曲し、長い口縁部は直線的に外反する。口唇部はヨコナデ。口縁部外面は縦方向にへ

ラナデされるが、内面はヨコナデされる。体部と底部の外面はへラナデされるが、へラ削り痕が残る。

色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈する。胎土には砂粒、細礁、輝石を含む。カマド上から� 7の土

器ととも に出土しており、底部に火を受けた痕がある。

土師器聾形土器� (3・5 ~10) 

3は小形の聾形土器で、� 2/3程度遺存する。口径12cm・底径� 7cm・器形12cmを測る。底部は平底で、

体部は球状を呈し、頚部でややくびれて口縁部は僅かに外傾する。口縁部内外面はヨコナデ。以下内外

面ともにナデられるが、体部と底部の外面にはへラ削り痕が残る。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を

呈し、胎士には砂粒、細磯、輝石、� 1 ~ 2mmの黒色粒子を含む。住居東側壁溝上と床面上からの出土で

ある。� 

5は台付費形土器と推測される。聾部底部と脚台部のみ遺存する。裾径� 12.6cm。護部は内湾しながら

立ち上がる。護部と脚台部の聞が分厚く、脚柱部は直線的に伸び、裾部へかけて開く器形である。聾部

内面、脚部内面はへラナデされるが、へラ状工具痕が残る。整部外面、脚台部内外面はへラナデされる

が、護部外面と脚柱部外面にはへラ削り痕が残る。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)を呈 し、胎土に

は砂粒、 細磯多 くを含み、雲母を僅かに含む。カマド東側の壁際から出土している。� 

6 ~10 は長聾。 6 はほぼ完形。口径16cm ・底形5 .4 cm ・ 器高3 1. 5cmを測る。平底の底部から立ち上が

り、最大径を体部中位にもち、やや膨らむ器形である。口縁部はゆるやかに外反する。口頚部内外面ヨ

コナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後、縦方向のナデが施されるが、へラ削り痕が残る。色

調はにぶい檀色� (7.5YR7/4)を呈 し、体部には棒状黒斑が見られる。胎土には砂粒、細離を多く含み、

雲母を僅かに含む。カマド東側からの出土である。
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7はカマ ドに掛かっている状態で、 4の士甘形土器とともに出土した土器で、ほぼ完形。口径 19cm・底

径 6cm・器高 35. 頭部には明瞭な稜をもち、8cmを測る。底部は平底で、体部はやや膨らむ器形である。

口縁部はやや外反する。口唇部は直立気味に調整され、僅かな窪みが一周する。口唇部内面にも僅かな

窪みがめぐ る O 口頚部内外面 ヨコ ナデ、以下内面へラナデ、外面はへラ削り後、縦方向のナデが施され

るが、へラ削 り痕が残る。色調は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈し、胎土には砂粒、細離を含み、雲母を僅

かに含む。 

8は体部 1/4程度を欠く がほぼ完形。口径 17.6cm・底径 7cm .器高30.5cmを測る。丸底気味に粗く削

られた底部から、中位にやや膨 らみをもっ体部へとゆるやかに立ち上がる。頚部に僅かな稜をもち、口

縁部は外反す る。口頭部内外面ヨコナデ、以下内面へラナデ、外面はへラ削り後、縦方向のナデが施さ

れるが、へラ削り痕が残る。色調は、灰褐色 (7.5YR4/2)を呈し、体部には棒状黒斑が見られる。胎

土には砂粒、細礁を多く含み、雲母を僅かに含む。カマド西側の壁際からの出土である。 

9は体部中位以下を欠損する。口径 15.9cmを測る。僅かに膨らみを持つ体部から口頭部にかけてゆる

やかに外反する。頚部には輪積痕が明瞭に残る。口頚部内外面ヨコナデ、以下内面へラナデ、外面はへ

ラ削り後、縦方向のナデが施さ れるが、へラ削り痕が残る。色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)を呈し、

胎土には砂粒、細傑を多く含み、雲母を僅かに含む。カマド南側床面上の出土である。 

10は口頭部と体部上半  1/3程度遺存する。推定口径17.2cmを測る。球状を呈すると思われる体部から

頚部でくびれ口縁部は外反する。頚部には輪積痕が残る。口頚部内外面ヨコナデ、以下内面へラナデ、

外面はへラ削り後、 縦方向のナデが施されるが、へラ削り痕が残る。色調はにぷい櫨色 (7.5YR6/4)

を呈し、砂粒、細磯と僅かに雲母を含む。住居東側の壁際からの出土。 

12号住居跡(第207~209図)

〔位置JC-llG。

0 
-〔住居構造)(平面形)正方形。(規模) 570 x 560cmo (主軸方向) N -80 Wo (壁高) 56~68cmを測

り 、 南 ・ 北壁はゆるやかだが、 東・西壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)上幅18~30cm ・下幅 5 ~13 

cm・深さ 6 ~22cmを測 り、 カマド部分を除いて全周する。(床面)カマド前から南側が一部分硬化して

いる。 (カマド)東壁中央からやや南に偏って位置する。長さ 160cm・幅180cmを測り 、天井部 ・袖部は

暗灰色粘土を被覆させ構築 している。覆土は、 1層 暗赤褐色土 (5YR3/4)粘土粒子を多く 、焼土

粒子 ・小ブロック を僅かに含む。 2層 暗赤褐色土 (5YR3/6)焼土粒子・小ブロックを多く含む。 

3層 暗褐色土(1 0YR3/3)焼土小ブロックを僅かに含む。 4層 暗褐色土 (7.5YR3/4)粘土粒子、

焼土粒子 ・子ブロ ック を含む。 5層 暗褐色士(1 0YR3/3)粘土粒子を多く含む。焼土粒子を含む。 

6層 暗褐色土 (10YR3/3) ローム小ブロ ックを僅かに含む。(柱穴)主柱穴 4本で構成される。(貯

蔵穴〕 カマド右側の南東コーナ ーに位置する。 70x 60cmの長方形を呈 し、深さ 85cmを測る。また、貯蔵

穴周囲に深さ 17cm前後の堀 り込みを巡らせている。 蓋を掛ける施設ではなし、かと思われる。 

(覆土〕 

1層 黒色士 (10YR1.7/1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。 

2層 黒褐色土 (10YR3/1)。 ローム粒子を多く含む。 

3層 黒褐色土 (10YR3/ 1)。ローム粒子を僅かに含む。 

4層 黒褐色土 (10YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。 
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5層 黒褐色土(1� 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。 焼土粒子を僅かに含む。� 

6層 黒褐色土(1� 0YR2/3)。ローム粒子を多く 含む。� 

7層 黒褐色土(1� 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。

〔遺物〕カマド、貯蔵穴付近か ら多く出土した。

〔時期〕古墳時代後期。� 

12号住居跡出土遺物(第� 210図)

土師器杯形土器(1・� 2) 

1は1/3程度遺存する。推定口径18c皿・器高4.3cmを測る。 丸底の底部か ら、体部はゆる やかに内湾

しながら立ち上がり、 頚部に段をもち口頭部は外反する器形である。口頭部内外面はヨコナデされる。

以下へラナデされるが、底部外面にはへラ削り痕が残る。底部内面には放射状の暗文が施される。色調

は黒褐色(10YR3/1)を呈し、黒色処理される。胎土には砂粒、細離を僅かに含む。雲母と輝石を含

む。カマド南側からの出土。� 

2は完形。口径12.8cm・器高� 4.7cmを測る。やや丸底気味の底部から、僅かに内湾 しなが ら立ち上が

り、口唇部は若干屈曲する。口頚部内外面はヨコナデされる。以下へラ ナデさ れるが、底部外面にはへ

ラ削り痕が残る。 底部内面には放射状の暗文が施される。色調はにぶい褐色� (7.5YR5/4)を呈し、胎

土には砂粒、細礁と僅かに雲母を含む。住居北側壁際からの出土である。

土師器聾形土器� (3・4) 

3はほぼ完形の長輩。口径� 14.7cm・底径6.3cm・器高26.8cmを測る。体部中位に最大径をもち、頚部

に僅かな稜をもち、口縁部は外湾する。口頭部内外面ヨコナデ、以下内面へラナデ、外面はへラ削り後、

へラナデが施されるが、へラ削り痕が残る。 色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4) を呈し、体部には棒状

黒斑が一部に見られる。胎土には砂粒、細操、雲母を含む。カマド南側からの出士。� 

4は大型の丸聾の体部中位以下が遺存する。 底径� 8.9cmを測る。 組 く削られた平底気味の底部から立

ち上がり、体部は球状を呈する。内面はへラナデ。 外面はへラ削り後へラナデが施されるが、へラ削り

痕が残る。体部中位の横方面のへラナデは光るほどである。 色調はにぶい檀色� (7.5YR6/4)を呈し、

外面体部中位には僅かに煤が付着する。 胎土には砂粒、細離を含む。カマド南側からの出土である� O

第� 4節土坑� 

345号土坑� (第211図)

〔位置J D-3 G。

〔構造J180号住居跡に切られる。(平面形〉正方形。(規模) 65 x65cm・深さ60cm前後を測る。坑底は

平坦で、壁の立ち上がりは南壁がゆるやかで、北壁は急斜であ る。(長軸方位)� N -250 -W。

〔覆土〕黒褐色土。(10YR2/3)。ローム粒子を多く 含む。

〔造物〕出土しなか った。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

円

L 



348号土坑(第211図)

〔位置J B-1G。

〔構造J238サ住居跡を切る。(平面形)楕円形。(規模)145 x 120cm・深さ� 25cm前後を測る。坑底は平

坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。(長軸方位)N-350-E。

〔覆土〕 黒褐色土(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。

〔遺物〕小破片� 1点

〔時期〕弥生時代末葉~占墳時代初頭。� 

349号土坑(第211図)

〔位置JB -lG。

〔構造J238号住居跡を切る。(平面形)楕円形。(規模)92 x80cm・深さ46cm前後を測る。坑底は平坦

で、壁は急斜に立ち上がる。全体に整った形状をなしている。(長軸方位)N-420 
- E。

〔覆土〕黒褐色土� (7.5YR2/1)。 ローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。� 
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〔遺物〕 小破片が� 2点。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

350号土坑(第211図)

〔位置JC-2G。

〔構造J238号住居跡を切る。(平面形)不整楕円形。(規模)135 x 85cm ・深さ 19~43cmを測る O 坑底は

段差があり 、壁は急斜に立ち上がる。(長軸方位)� N-450 -E。

〔覆土〕黒色土� (7.5YR2/ 1)。ロ ーム粒子を多く含む。 焼土粒子を含む。

〔遺物〕小破片� 4点。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

351号土坑(第211図)

〔位置JE -12G。

〔構造J(平面形)長方形。(規模)185 X 78cm . 深さ 55~90cmを測る。坑底の中央に 20cm前後の段差が

0 
-あり 、壁は急斜に立ち上がる。全体に整った形状をなしている。 (長軸方位) N -20 W。

〔覆土〕黒色土(10YR3/2)。ロ ーム粒子を僅かに含む。粘性に欠け る。

〔遺物〕出土しなかった。

〔時期〕不明。� 

352号土坑(第211図)

〔位置JE -8 G。

〔構造J(平面形)円形(規模)125 X 124cm・深さ� 55cmを測る。坑底中央には径25cm・深さ� 40cmのピ ッ

トがある。覆土の堆積状態から柱などを立てた可能性が大きい。 壁はゆるやかですり鉢状である。(長

軸方位)� N-40 W。0 
-

〔覆土〕
 

1層 黒褐色土(10YR2/2)。ローム小ブロック、炭化材片を多く含む。
 

2層 黒褐色士(10YR2/3)。ローム粒子を多く含む、炭化物粒子を含む。


〔遺物〕出土しなかった。

〔時期〕不明。



第� 3章まとめ�  

1 弥生時代末葉から古墳時代初頭の住居跡について

今回の発掘調査で検出された住居跡は72軒を数えたが、この中には住居跡の大半が調査区域外にあっ

たり、大型の方形周溝墓や住居跡同士の重複により全体が不明のものもある。 しかし、これらの住居跡

の中には注視すべき点がいくつかあり、ここではそれらについて若干触れてみたい。

(1)住居跡の半面形と規模

半面形には、長方形・隅丸長方形・楕円形 ・正方形・隅丸正方形・円形な どが存在する。ただし、長

方形 ・正方形といったものも壁が直線的でなく、弥生時代的な住居の形といえなくもない。

次に、長軸の長さを基準にして規模をみてみると、最小のもので2.4x2.0m、最大のもので� 7x 5.4m 

(短軸6.7mという住居跡もあり、 柱穴や炉跡の位置からして長軸は7mを優に越 しそうであるが) とい

う住居跡があ る。

長軸の長さについては推定できるものも含めて60軒の住居跡がある。その内訳をみてみると� 2m台� 2

軒� (3%)、 3m台17軒� (28%)、� 4m台13軒(22%)、� 5m台16軒� (27%)、� 6m台9軒(15%)、� 7m台� 

3軒� (5%)となり、 3~5m台の住居跡が多くを占めていることがわかり、しかも比較的小型のもの

が優勢であ る。

ところで、長・ 短軸の長さを知ることができた住居跡は44軒あ ったが、その差が10cID以内にあるもの

は10軒を数えた。これらの住居跡は� 5m台� (5X4.9m)の� l軒を除いて小型の住居跡である。

また、時期・規模が明らかである弥生時代末葉16軒、古墳時代初頭17軒の住居跡の中で、平面形が正

方形に近いものは各々1・6軒であ り、その比率が異なっている ことがみてとれる。 これは、従来から

指摘されてきたよ うに住居の正方形化が進むという傾向に合致するものである O 

1 2 3  4 
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(2)住居内の施設と住居の形状

住居内には様々な施設があり、今回調査した住居跡にも炉・ 柱穴 ・貯蔵穴(凸堤が付随する ものもあ

る) ・出入口の昇降に使われた梯子を固定したとされるピ ット(梯子穴) ・壁ドをめ ぐる壁溝などがあっ

た。また、ベッド状遺構と呼称されている施設をもっ住居跡もあ る。 ここでは主柱穴・貯蔵穴・梯子穴

のそれぞれのあり方から、 住居の形状の違いをみてみたい。なお、 炉跡の検出されなかった住居跡は除� 

~) t:こ。

第212図は縦長(主軸=長軸)の住居跡を主柱穴の有無により 2分し、更に貯蔵穴 ・梯子穴のあり 方

を加味してモデル化したものである。なお、数例ある横長(主軸=短軸)の住居跡はこれに付随させた。

ここに設定した� 8種のモデルは理論上の組み合わせであって、これに沿って分類できた ものは全住居

跡の半数にみたない39軒を数えるにすぎない。しかし、 ここに表れた数値をみてみる と、ある程度のま

とまりは知ることができるようである。つまり、� 

O 	半数を越える� 22軒と最多のAIは、� 4本の主柱穴と貯蔵穴 ・梯子穴の全てを備えている住居で、

最も基本的な形と考え られる。それ以外の住居はこれから派生したものであり、 どれかを省略した

ものと考え られる。� 

o A 1. n とした25軒の住居跡は、横型の 1 軒を除き 4~7 m台の規模をもつのに対して、 B I~

皿の14軒の住居跡は� 4m台以下で� 3m台が大半を占める。住居の小型化と住居内の柱の有無が関連

していることは明らかである。� 

(3)住居跡に堆積する暗赤褐色土壌について

今回の調査では、住居の一角に砂粒・ 細磯を含む暗赤褐色を呈する土壌が認められる住居跡があり、

本遺跡の これまでの調査でも検出されている。

このような類例については、荒川水系や多摩川水系を中心とする地域に分布していて、農耕祭把を行っ

た施設(祭壇)として積極的に捉えようとする考え方がある(小倉� 1990)。

暗赤褐色の土壌は、炉の反対側を入口とした場合、その右側のコ ーナー付近にあるのが大部分であり、

ときには同じような位置にある貯蔵穴を覆うように検出される。

この土壌については、今回掲載することができなつかたが、蛍光� X線分析と顕微鏡観察などによる報

告がある。それを要約すると、熱を受けている可能性が高いこ と、暗赤褐色を呈する色調は水銀や鉛に

よるものではなく鉄に起因するするものであるが、直接ベンガラによ って着色さ れた可能性が低いこと、

他の部分の覆土よりマンガンが比較的多く含まれていること などがあげられている。

以上のことから、他で焼かれて赤化した土壌を、住居内の特定の場所に置く とい う行為があり、 それ

が住居の廃絶後あるいは貯蔵穴が機能を失った後に行われたと いうことが考えられる� o

また、暗赤褐色土壌中に含まれるマンガンについてであるが、これは一般的に水旧土壌に集積すると

いわれている。本分析からはそれを用いたという状況的な証拠は得られなかったが、農耕祭杷との関連

を問おうとしたときには興味がもたれる分析結果である。� 

2 弥生時代末葉から古墳時代初頭の土器について

ここでは、住居跡から出土 した土器について概観してみたい。

今回の調査で検出された住居跡は� 72軒であるが、まとま った土器が出土した住居跡がみられず、完形
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品も少ないと いう実情がある。そのためここでは、比較的出土量の多い聾形土器の器形と、調整技法の

特徴を基本として分類を行うことにとどめ、共伴する他の壷形土器や高杯形土器、鉢形土器とともに簡

単にまとめることにする。

今回出土した聾形土器について、まず口唇部に刻みが施されるものを A類、口唇部に刻みをもたず横

ナデされるものを B類として分類する。 A類は B類より多く出土していて、 180Y-3、 181Y -4、 

183Y-2 ~ 4、195Y-3、196Y-3、200Y-2・3、226Y-1、227Y-3、240Y-3などを中

心とするものである。 B類には 187Y-3、194Y -2、209Y-1、236Y -1、 251Y -3などの土器

がある。 

A類と B類は、さらに口頭部の成形の特徴から、 180Y-3や181Y -4などのように頚部がゆるやか

にくびれて口縁部が外反する土器と、 187Y-3や241Y -2などのように頚部がやや「く 」字状に屈曲

し口縁部が直線的に外反する二つのタイプに分けられる。また、それぞれに残されているハケメ調整に

注目すると、前者では器面がへラナデされるものの、口頭部は縦方向、体部は横か斜方向、聾底部以下

は縦方向のハケメ痕が明瞭に残されているのに対して、後者はハケメ痕をあまり残さず、ハケメの方向

も不規則になる傾向が認められる。

以上のように、 A類と B類にはともに、口頭部の形状とハケメ痕のあり方に違いがみられた。先行す

る土器研究によると、護形土器については新しくなるほど口頭部の屈曲が強くなり、ハケメ痕も消され

る傾向にあるとされる。これを参考にして口頭部のくびれがゆるやかで、ハケメ痕が比較的明瞭なもの

を I期、口頭部の屈曲が強くなり、 ハケメ痕があまり残らないものを E期として設定した。

次に、壷形土器や高杯形土器、鉢形土器について、聾形土器との共伴関係を基本にしながら検討して

みたい。

壷形土器は出土数が少なく分類が困難であるが、複合口縁の土器を A類、単純口縁の土器を B類とし

た。 

A類は187Y-1、215Y-1、234Y -1・2などがあるが、肩部の縄文が羽状構成で、上下を 2条

のS字状結節文によって区画される 188Y-1・2は比較的古い要素をもち I期に置いた。なお、複合

口縁部外面に単節羽状縄文が施される 215Y-1は、より古い時期が与えられよう。複合口縁部外面に

文様をもたず、頚部の屈曲が強くなるという新しい要素をもっ 187Y-1、234Y -1・2、 244Y -1 

は聾形土器との共伴関係な と、、から E期に置かれる。 

B類では、頚部の屈曲がゆるやかで、体部が下膨れの感じを残している 199Y -1、231Y -1にやや

古い要素がみられ I期に含まれると考えられる。他の土器は頚部の屈曲が強まり、体部が球形化すると

いう比較的新しい変化を示している。 216Y-1・2、234Y -3、241Y -1は、整形土器との共伴関

係などから E期に置いた。

高杯形土器もやはり出土数が少なく 、細かい分類は困難である。ここでは簡単なまとめを行うこと と

し、杯部に段を有するものを A類、杯部が域状になるものを B類、杯部が鉢状にな るものを C類と分別

した。 A類には240Y-1が、 B類には 183Y-1 、250Y-2・3が、 C類には 186Y-1、 194Y -1 

が該当する。 これらの土器と伴出した整形土器の関係をみると、 I期に は A類の 240Y-1とB類の 

250Y-2・ 3が、 E期には B類の 183Y-1とC類の 194Y -1が伴う。僅かな資料で判断するのは危

険であるが、 A類→ B類→  C類という変選が考えられなく もない。

ここで鉢形土器とした土器は、 輩形土器の形をもちながら丁寧なへラ ミガキがあ ったり、 赤彩された



りするものである。ほとんどが護形土器と共伴していて、 I期には231Y -3、251Y -1が、 H期には 

234 Y -6、236Y-2が置かれる。 I期と E期の差異をみると、前者では最大径が体部にあるのに対し

て、後者ではそれが口縁部に移る。また、 I期のものは赤彩される傾向にあるようである。これからす

ると 238Y-1は I期に含まれる可能性がある。

以上のように出土土器について簡単にまとめてみた。 ここで取り上げた土器は、床面上出土の実測可

能な比較的遺存度の高いもので、全てを概観したとはいえない。重複する住居跡もあるが、なにぶんに

も出土量が少なく現段階で可能な範囲での分析にとどめた。また、 17号方形周溝墓出土土器との関連も

本来述べたいと ころであ るが、集落の全体像を把握した段階で考えてみたし、。ただし、住居跡との切り

合い関係から、今回出土 した住居跡の主な土器群が、 17号方形周溝墓出土土器に先行する ことは明らか

である。

今回設定した I期は弥生時代末葉から古墳時代初頭に、 E期は古墳時代初頭と考えられるが、さらに

細分化の作業が必要と思われる。

西原大塚遺跡の土器群の推移や編年の細分化、集落の変遷については当追跡の調査が進んだ段階で稿

「「� 

を改めて考察したし、。 

3 方形周溝墓について

(1)西原大塚遺跡における方形周溝墓

西原大塚遺跡では、これまで 20基近くの方形周溝墓が検出されている。その多くは、一辺が10m前後

の規模で、弥生時代後期~古墳時代前期にかけてのものである。こうした中で、今回報告する 17号方形

周溝墓と、この地点から約 100m離れた所に存在し、すでに報告ずみの 1号方形周溝墓(尾形  1990) 

と最近その一部が報告された 10号万形周溝墓 (尾形 2000)は、共に一辺が20m級の大型の方形周溝墓

で、いずれも溝の一辺にブリッジをもっ。

ところで、西原大塚遺跡周辺の方形周溝墓の分布(武蔵野台地と一部荒川低地)をみると、市内では

市場裏遺跡、 上福岡市権現山遺跡、富士見市北通遺跡 ・東台遺跡、 三芳町本村南遺跡、所沢市宮前遺

跡 ・東の上遺跡、 新座市新聞遺跡、 朝震市ハケタ中道遺跡・向山遺跡、和光市新倉午王山遺跡・榎堂遺

、。L級の万形周溝墓は数少な 20m-辺が 跡などがあ るが、

ここで、注目すべき例をあげてみると(第 214図)、

西原大塚遺跡の北方約 7kmに位置する権現山墳墓群は、これまで 11基の方形周溝墓が確認されている

が、その うち 2号周溝墓は前方後方形の周溝墓 (後方部は一辺 20mの正方形、前方部は 10mまで確認さ

れたが詳細は不明)で、遺物は高杯形土器 ・焼成前底部穿孔の壷形土器 ・折り返し口縁をもっ大型壷形

土器などが出土している。時期は五領期とされている。その他、 1号周溝墓も前方後方形の可能性があ

り、 7号周溝墓の規模は、 19. 1982"'1984、上福岡市5X20mとあ る(笹森 1999)。

北通遺跡、は本遺跡の西を流れる柳瀬川の対岸に位置する。 8号方形周溝墓は南溝が土取りにより破壊

されているが、 東西溝の外側は 12mを測り、確認できた主体部から鉄剣・ガラス小玉 31個が出土し、北

溝中の壷棺墓の土器は弥生時代末~古墳時代前期のものと報告されている(高橋 1987)。

本遺跡の東方約 4.5kmに位置する向山遺跡は部分的な報告のため詳細は不明だが、主として弥生時代

後期~古墳時代前期の方形周溝墓が約 40基あり、その中には一辺 15mを超え主体部から鉄剣やガラス玉

が出土している方形周溝墓も存在する(照林 1995・2000)。 
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以上のような周辺の事例と比較した場合、 17号方形周溝墓は規模の大き さと出土遺物の様相から、権

現山墳墓群 2号周溝墓や北通遺跡 8号方形周溝墓と並んで、北武蔵南部の 「首長墓」 とも考えられる。

西原大塚遺跡に は前述 したとおり、当該 17号方形周溝墓を含めて 3基の大型方形周溝墓が確認されて

いる。すでに報告されている l号方形周溝墓は遺物が少なく判断材料に乏しいが、壷形土器の口縁部や

頚部、護形土器の口唇部や口縁部、高杯形土器の脚台部などから判断して、一応、弥生時代後期末(弥

生時代町段階)に相当するものと思われる。 

10号方形周溝墓については既に報告されている以外に、未発表ではあるが平成 9年度に当地の区画整

理事業に伴う発掘調査で、ほぼ中央にブリッジをもっ南溝が検出されている。ブリッジ東側からは溝底

から僅かに浮いた状態で、 破砕されたような土器がまとまって出土したが、今回参考資料としてここに

掲載することにした(第 215図)。 

1は単純口縁壷形土器である。器高 24.5cm・口径 16.5cm・底径10.5cmを測る。肩部から頚部にかけて

「く」字に鋭く屈曲し、口縁部は僅かに内湾しながら聞く。肩部は張らずゆるやかに内湾し体部に至る。

最大径は体部中位にあるが、ここ ろもち下膨れ状で、玉葱状あるいは算盤玉状を呈する。体部下位は鋭

く内湾し底部に至る。製作は粘土帯を積み上げたものと思われるが、へラケズリは少なく器壁は厚く重

量感がある。全体に丁寧なへラミガキで整形されている。色調は赤褐色 (10YR4/3)を呈する。器面

は赤彩される。 口縁部内面も丁寧なへラミガキ後赤彩される。体部のへラミガキは粗い。胎土 ・色調か

ら在地性の強い土器といえる。時期は古墳時代 I段階古相(五領 I式期古相)に比定してみた。 

2は高脚高杯形土器である。器高 14. 裾径10.5cmを測る。杯底部に稜をもち、脚台5cm・口径 19.5cm・

部から口縁にかけてゆるやかに外反する。脚柱部は長く、やや膨らみをも っている。裾部は打楽器のシ

ンパルのように大きく広がる。裾部の上位には、 3ヶ所の透し孔をもっ。坪部は極めて薄いが、脚柱部

は厚くつくられているため、全体的に重量感があり安定度が高~)。内外面とも丁寧なへラミガキがなさ

れ、 ハケメ痕を僅かに残すが極めて平滑である。実に洗練された土器である。基盤である杯の底部には

粘土の上塗りがなされている。胎土は精良な粘土を用い、色調はにぶい黄樟色 (10YR6/3)を呈する。

外来系土器とみる。 搬入品の可能性もある。類例として奈良県纏向遺跡東田地区土坑 3から出土の高脚

高坪形土器があげられる。従って、時期は庄内 I式(纏向 2式)期と考えたい。 

3は高杯形土器である。口径 20cm'杯部のみの高さ 6cmを測る。脚台部は欠損している。杯部の形態

は 2とほぼ同じである。杯底部には、円形の割り貫き部分があると ころから、杯部と脚台部はソケット

式にはめ込んで製作したものと思われる。杯部外面はへラケズリ後、細かいハケ状工具で口縁部直下と

体部下位部は横方向に、 体部は縦方向に丁寧に調整されている。底部は指頭によって調整する。内面も

横方向にハケ状工具で調整されるが表面の凹凸は十分に消されず、平滑さ に欠けるところがある。内外

面と もに赤彩される。胎士には細離がかなり含まれ、色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4)である。 2の

形態の土器を摸して製作した在地の土器といえる。時期はほぼ 2の時期に並行するものと思われる。 

4~ 6 は境形高杯形土器である 。 4 は杯の底部と裾部の一部を欠くが、ほぼ完形品である。器高 10cm . 

口径 13.5cm・裾径 16. 杯底部からゆるやかに内湾しながら立ち上がり、半球状を呈する。脚5cmを測る。

台部は脚柱部が低くゆるやかに聞き、裾部に至って打楽器のシンパルのように大きく開く。従って口径

が裾径より小さい。裾部の上位のところに 3ヶ所透し孔をもっ。 杯部外面は縦にへラケズリ後、丁寧に

へラミ ガキを繰り返して整形している。脚台部外面も縦方向に丁寧にへ ラミガキして整形する。杯部内

面は丁寧にへラミガキされ暗文はない。 脚住部内面は指ナデで整形し、裾部は指ナデ後、細かいハケ状 
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工具で横方向に調整している。なお、杯部か ら脚柱上部にかけて外面は黒色の光沢があり極めて平滑で

ある。胎土には細離が僅かにみられるが、精良な粘土を用いている。色調はにぷい赤褐色� (5YR5/4)

である。焼成は良好で堅轍である。� 5は器高� llcIll・口径� 14c皿・裾径16cIllを測る。遺存度は� 1/2程である。

色調は檀色� (2.5YR6/6)を呈する。� 6は器高� 11.1CIll・口径� 15clll・裾径� 18cmを測る。 杯部は� l割程、脚

台部は1/2程欠損する。色調はにぶい赤褐色� (5YR5/4)であ る� o 5・6は製作技法 ・胎土・ 焼成と

もに� 4と同じくする。

ところで、� 4-6の3個の椀形高杯形土器は、庄内系椀形高杯形土器にみられるような脚裾部の屈曲

がなく 、器面も横ではなく 縦方向にへラミガキがなされ、杯部内面に放射状暗文がないところから、 畿

内ではなく東海地方西部のものを摸倣して製作された外来系の土器と思われる。類例は畿内の纏向遺跡

辻地区土坑や東海地方西部の廻間遺跡、 ・朝日遺跡出土の各境形高坪形土器があげられよう。従って、時

期は庄内� 2式(廻間E式)に相当するものと考えたい。
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7は整形土器である。器高 22.5cID・底径4.5cIDを測る。体部を一部欠損し、遺存度は 4/5程である。

頚部は 「く」字状に鋭く屈曲して、口縁部は直線的に開く。肩部から体部にかけては球状で、体部最大

径はやや上位に位置し逆卵形を呈する。体部下位にかけて鋭く内湾して小さな平底の底部に至る。 一見

「庄内聾」を思わせるが、器面には叩き日は残っていない。体部の器壁はかなり薄い。外面は左側から

の斜方向のハケメ痕を残す。頭部と底部の立ち上がり部は、指頭による押圧痕を顕著に残す。なお、体

部中位には炭化物の付着が見られる。胎土は砂粒を含み、細離が僅かにみられる。色調はにぶい撞色 

(5YR6/4)である。畿内の庄内聾を摸倣して製作した と思われ、時期は古墳時代 I段階古相(五領 I

式期古相)としたい。類例としては美里町志渡川南遺跡 3号住出土の整形土器があげられる。 

8は鉢形土器である。器高20CID・推定口径20.6cID・底径 7CIDを測る。造存度は、口縁部 1/4・体部 

1/2程である。口頭部はゆるやかに外湾する。体部最大径は中位にあり、全体に球状を呈する。底部は

平底である。口唇部は指で軽くナデられる。頭部は縦方向、体部は横又は斜方向にハケメ調整した後、

軽くへラミガキされる。底部の立ち上がりには指頭による押圧痕がある。口縁部内面は横方向にハケメ

痕を残す。体部はへラナデされる。胎土には砂粒を含み、細磯も僅かにみられる。焼成は普通で、色調

はにぶい樺色 (7.5YR6/4)である。時期は古墳時代 I段階(五領 I式期)に相当しよう O 

9は台付聾形土器である。口径12cIDを測る。器高は脚台部が欠損するため不明である。口縁部は幅広

く2段の弱し、凹凸をもって僅かに外反する。いわゆる i5J字を呈するといえないこともない。体部は

球状を呈する。整部の底面にはへソ状の突起が露出していて脚台部にソケット状にはめ込む状態で製作

したと思われる O 口縁部外面はへラケズリ後、口縁部は横方向、体部は横ないし斜方向にハケ状工具に

より調整した後、部分的にへラミガキしている。胎土には白色粒子を多く含み、焼成は良好である。色

調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する。薄く化粧土をかけた(スリップした)可能性がある。外来系

土器で北陸系のいわゆる「月影式」の土器を摸倣して製作した可能性も否定できない。類例として美里

町志渡川南遺跡 3号住から出土の整形土器があげられよう。時期は古墳時代 I段階古相と思われる。

以上の 10号方形周溝墓出土の一括土器の観察から、築造時期を古墳時代 I段階古相とすると、 17号方

形周溝墓を後述するように古墳時代 I段階新相と置けば、 3基の方形周溝墓の関係は、 1号→10号→17

号と新旧関係を設定する ことが可能となる。 このことは当地を支配した「長」の地位を継承してきた被

葬者の墳墓の変遷を物語る ことになる。従って、 17号方形周溝墓の被葬者と柳瀬川の左岸に存する北通

遺跡の 8号方形周溝墓の被葬者と権現山墳墓群の 2号周溝墓の被葬者は、それぞれの地域を支配しなが

ら互いに棲み分けていたと考えられょうか。問題はこの次の段階、いし、かえれば、 高塚古墳築造の段階

にどう連らなるのか。残念ながら、今日までこの地域にはいわゆる“前期古墳"といわれるものの確認

がなされていなかった。ところが、最近、朝震市向山遺跡において 4世紀末頃と推定される円墳が検出

された との発表があり(照林 1998)、上記の周溝墓との聞にはまだヒアタスがあるとはいえ、その連

なりを考える契機がやっと 出てき たよ うに恩われる。今後、注目されるところである。

周溝墓上の葬送儀礼については、これまで方形周溝墓を精力的に探求されてきた福田聖氏(但し、氏

は最近出版された「方形周溝墓の再発見』において、それ以前の諸論文を再検討されているが)の儀礼

プロセス論が一つの参考になる。火を使用した儀礼(福田 1992)については、 いささか引きつけられ

るものがあり、当該 17号方形周溝墓においても注意していたが、溝中覆土に炭化物・焼土の堆積層を検 

号方形周溝墓出土の鳥形土器(土製品)について17 2)(
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神奈川県・羽根尾堰ノ上遺跡出士
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志木市 ・西原大塚遺跡出土

図 B 鳥形土器(左)と板に差し込まれた


鳥形木製品(右)


石川県・八日市地方遺跡出土


(季刊考古学・別冊 9より)
 

長野県 ・塩崎遺跡群出十 (各報告書より)

第216図鳥形土器(土製品)の類例 

164 




出する ことはでき なかっ た。また、出土土器を火に当てた痕跡 (煤の付着など)もほとんどなく、火の

使用を伴う儀礼が行われた状況を確認することはできなかった。 

17号方形周溝墓で行われた葬送儀礼を考えるうえで注目すべき遺物に、北東溝の突出部脇のテラス部

分の 4層下位(ほぼ溝底にあたる)から、あたかもそこに置かれたような状態で出土した鳥形土器(土

製品)がある。胎土 ・色調からして在地の製作のようである。

これまで弥生時代の鳥形土器の出土例は、鳥形木製品の出土(大阪府池上遺跡、奈良県纏向遺跡、石

川県八日市地方遺跡など)に対して少なく、 静岡県蔵平遺跡、愛知県朝日遺跡、長野県塩崎遺跡群、福

井県吉河遺跡、神奈川県羽根尾堰ノ上遺跡、石川県八日市地方遺跡、岡山県甫崎天神山遺跡などにあり

(第216図)、その用途は何らかの液体を入れる容器と考えられた。しかし、矢納健志氏は羽根尾堰ノ上

遺跡 (弥生時代中期末)の報告書の中で 「頭部と尾部を欠損していたため、全形を再現できないが、頭

部から尾部に向かつて赤色顔料にて、 8本ないし 9本の線が半放射状で描かれ、その聞に円形文を 3-

4点描いている ことなど製作面から見て容器としての機能をもたず、祭儀を執行するにあたって、重要

な機能を果たす もの」と判断されている(矢納 1986)。ま た、野中 ・福田両氏は鳥形木製品について

「奈良県四条古墳の周溝から鳥形木製品が出土したことから、古墳時代における鳥形木製品に関する観

念が「殻霊の運搬者」から「死者の魂の運搬者」へと変わっていった。そして大阪府雁屋遺跡での鳥形

木製品の出土は 「死者の魂の運搬者」の観念が、弥生時代まで遡る可能性を示す」と述べている。こう

したこれまでの研究成果をふまえて、当該 17号方形周溝墓出土の鳥形土器も次のように考えることがで

きるのではなかろう か。

全体が赤彩さ れているこの鳥形土器は、体部が空洞になっていて腹部下端は一応平坦に作られていて

置ける状態になっている。招き寄せた祖霊に捧げる酒などを盛った容器としての使い方が想定できる。

次に考えられるのは、この鳥形土器は噴部が小さく閉口していて、尾部にもこれに倍する大きさの孔

があいている。噛部ないし尾部の孔に唇を当てがい、息を吹き込むことにより天界から祖霊を呼び寄せ

るという祭杷用具と しての使い方である(この際に音を出した可能性も考えて実験的に吹いてみたが、

共鳴度が弱く 「ボ ォー」 という低 く弱い音しか発しなかった)。

それはともかく、 この鳥形土器は北東溝のほぼ中央のブリッジ状の高まりの一端から出土し、反対の

端から は畿内系の二重口縁壷形土器(祭杷用の供献土器)が対となって出土しているところから、この

ブリッジ部分で、 何らかの葬送儀礼なり土器祭紀が取り行われたことを推測させるに十分なものがある。

最後に蛇足になるが、この鳥が具体的に何をさすのか。ハ卜・カモなどといろいろな名があげられてい

るが、近く を流れる柳瀬川で現在もみられる水鳥が無難で、あろう。 

(3) 17号万形周溝墓出土土器について

当該方形周溝墓からの出土土器は、 それほど多くはない。それに加えて、西原大塚遺跡の調査は約 18

万 rrfのうち、まだ約20%前後が終ったにすぎない。今後、方形周溝墓群として把握される可能性もあり、

その意味で、西原大塚遺跡における集落と墳墓の土器編年は将来に先送りした方が妥当かと考えた。従っ

て、ここでは今回調査した 17号方形周溝墓出土の土器(第 198・199図)について、若干言及してみたい。

前述した鳥形土器と「対」の状態で北東溝のブリ ッジ状の高まりから、 3の二重口縁壷形土器が破砕

された状態で出土 している。底部は欠損しているが、ほぼ完形品である。 体部中位に最大径をもち、全

体的に玉葱状を呈する。肩部と頚部の結合部には一条の刻みをもった凸帯が貼りめぐらされており、頚



部は中央にやや膨らみのある筒状を呈する。一次口縁はやや傾斜して立ち上がり、 二次口縁部を接合さ

せている。接合に際して生じた粘土端のはみ出し部分を垂下させて断面三角形状をっくり出している。

利根川分類(利根jll1993)での a-2手法であり、野々口分類 (野々 口 1996)での B1類(粘土帯

付加手法〉に相当しよう。さらに口唇部の成形は口唇部を内側に屈折させ、外側に幅の狭い面をっ くり

出しているところから、利根川分類の α-1型に相当しよう。 加飾部分は、二次口縁部内外面にRL撚

りの単節斜縄文を施し、肩部から体部上位にかけては櫛描波状文帯を挟んで上 ・下に櫛描横線文帯を設

けている。そして、二次口縁部下端と上段の櫛描横線文帯上には、 竹管状工具を刺突して加飾した円形

浮文を貼付している。以上の観察か らこの類例をあげるとすれば、奈良県ホケノ山古墳出土の例と、 関

東では平塚市南原 B遺跡 2号方形周溝墓から出土の例がそれに類似 しよう (第217図)。以上のことから、

当該二重口縁壷形土器の時期は、 庄内 m~町(纏向 3 式〉期に該当する ものと考える。 ただ、 この 2 {7IJ 

と17号方形周溝墓の二重口縁壷形土器の大きな違いは、後者の二次口縁部には前述のよ うに単節斜縄文

が口縁部内外面に施されていることである。

本土器については、当初、縄文施文があるものの胎土 ・色調も含めて 「畿内系」 の様相を多 くもっ て

いるため搬入品とも考えていた。しかし、後掲した土器胎土分析(附編 「弥生末 ・古墳初頭の胎土材料」

で取り上げた試料No.4)の結果をみると、砂粒組成からみた材料粘土の入手先は、 近く では比企丘陵な

どの松山層群に求められる可能性があるという。

この土器の製作者が、畿内人か、東海人か、在地人かは定かではない。ひとつ考え られる ことは、畿

内の土器づくり集団が自らか、もしくはその技術などを伝えられた東海西部の土器づく り集団が関東に

赴き土器を作り(その背景には政治的・経済的関係がある)、自らの土器づく りの誇り を一部抑えて、

両者間の交流の安定と促進のために「縄文」を土器に施したとみる ことである。

ここまで、土器の胎土分析による結果をもとに、当該土器の製作について考えてみたが、前述したよ

うに、当初は搬入品であると いう前提に立って、何故に縄文施文がなされたのかという疑問に苦慮して

いた。そこで考えついたのは、何らかの理由(葬送儀礼の習得など)で畿内にいた関東人が、儀式用の

土器を製作するにあた って、畿内の土器をモデルにし当地の粘土を用いてそれを行い、そ こに製作者の

存在感を象徴させるために「縄文」を施した(あるいは、そのよ うな土器を作らせた可能性もある)。

そして、それを葬送儀礼の様式などと共に持ち帰ったという、かな り穿っ た見方であ る。 

4は北側のコーナ一部分から破砕された状態で出土した。口縁の複合部は受け口状に僅かに内湾し、

肩部から頚部にかけては「く」字に屈曲する。体部下位に最大径があり、やや下膨れである。底部には

内部から打撃を受けたと思われる穿孔をもっ。肩部には単節斜縄文帯を 2段設け、 縄文帯を除き赤彩さ

れる。このような帯縄文帯の配置・胎土・色調・焼成からいって、在地の吉ヶ谷式土器の部類に属しよ

う。吉ヶ谷式土器について、柿沼幹夫氏は「研究ノート JC柿沼 1994)の中で「吉ヶ谷式土器の編年

的位置は弥生後期初頭に充てられた時期もあ ったが、近年の資料増加に伴う検討では、後期中頃から後

半に位置付けるのが妥当となってきている。そして古墳時代を迎え新しい様式の土器が西方から伝わっ

てからも、吉ヶ谷式土器の系譜をヲ|く土器は根強く併存して使われた cr吉ヶ谷式系土器」と呼ぶこ と

にする ) J と述べられ、さらに吉ヶ谷式土器を I~刊期に細分さ れている。 こ の見解と編年に従えば、

当該複合口縁壷形土器も吉 ヶ谷式系土器の部類に属し、時期的に は柿沼編年でい う IV~V期に相当しょ

つ。

ところで、吉ヶ谷式土器(以下、吉ヶ谷式系土器も含める)の分布については、 当初比企丘陵を中心



とした小文化圏と されていたが、その後の研究で入間台地、 東松山台地、 江南台地、 本庄台地まで広が

りつつある(柿沼 1994)。さらに、最近では当該西原大塚遺跡(墳墓)からの出土や富士見市南通遺

跡(集落)、上福岡市権現山遺跡 (墳墓〉での出土がみられ、その広がりは武蔵野台地にま で及んでい

そうである。 ただ、 この地域における吉ヶ谷式土器の在り方(主体性 ・客体性)は、今後の資料の増加

を踏まえて、検討を重ね る必要がある。

次に、吉ヶ谷式土器の文様メルクマールの帯縄文帯の区画について、柿沼氏は 「へラによる磨消しに

よって界し、沈線や S字結節で界しないのを原則としている。ただ、花影遺跡第 5方形周溝墓出土土器

には沈線区画した例がある」と記述している(柿沼 1982)。この点について、いささか悩んだのは、

東松山市駒堀遺跡の例 (栗原他 1974)である。実測図では縄文帯下端にあたかも S字仇結節文(但し、

よく見ると「節」の記入はない)で区画されているように一見みえるが、説明文では「縄文原体末端の

結束が残る」 と記されている。当該土器にも縄文帯の上端には S字状結節文を思わせる痕跡が残されて

いるが、これは縄文原体の閲端部の横走痕によるものである。吉ヶ谷式土器には、いわゆる 「自縄結節

文区画」 にしろ「端末結節文区画」にしろ、縄文帯の S字状結節文による区画手法の導入はなされなかっ

たのであろうか。 

1の複合口縁壷形土器は、 南コーナーの 1層から破砕された状態で出土した。頚部は「く 」字に屈曲

し口縁部は直線的に聞く。体部中位に最大径をもっ玉葱状あるいは、 算盤玉状を呈する。複合口縁部分

は、縄文を施した後 9本の棒状浮文を貼付する。 肩部から体部にかけては 3段の単節斜縄文帯と各中間

部分には反撚り の無節斜縄文がみられ、下端は部分的に 2条の S字状結節文で区画する。上段の縄文帯

には円形浮文を付する。縄文帯を除き赤彩されている。以上の文様構成や胎土 ・色調・焼成からみて当

該壷形土器は在地の ものと思われ、古墳時代 I段階(五領期)内に収まるものと思われる。 

2は東コーナーの 1層より出土した単純口縁壷形土器である。遺存率が低いうえに内外面ともに、全

体に円形の斑点状の剥離が顕著で把握しにくい。頚部は鋭く「く」字に屈曲しながら口縁部に向かつて

奈良県 ・ホケノ山古墳出土 志木市 ・西原大塚遺跡出土 平縁市 ・南原 B遺跡出土

(現説資料よ り) (報告書より)

第217凶

庁-

一二重口縁壷形土器の類例



直線的に聞く。体部中位に最大径をもち、体部はほぼ球状を呈する と思われる。肩部には単節斜縄文を

施し、頚部と肩部の結合部に円形浮文を貼付する。底部には外部か ら打撃を加えた穿孔があるが、意図

的なものであるかどうかは不明である。形態 ・文様構成 ・胎土・ 色調 ・焼成からみて在地の土器とみる。

時期は古墳時代 I段階(五領期)内に収まるものと思われる。 

5の壷形土器は口縁の複合部が狭いが、 一応、複合口縁壷形土器としておく。 口縁部内面には無節斜

縄文を施し、下端を S字状結節文で区画して内外面ともに赤彩されている。 頚部はゆるやかに外反しな

がら口縁部へと立ち上がる。胎土・色調・焼成なと、からみて在地の土器と思われる。 時期的には弥生時

代末葉の可能性が強く、あるいは住居跡からの流れ込みかもしれない。 

9は高杯形土器である。杯部は稜をもたず、底部付近からゆるやかに大きく塊状に開く 口唇部は先O

端で僅かに外反して内傾する。内外面ともへラケズリ後、丁寧にへラミガキされるが、 ハケメ痕を僅か

に残す。胎土は砂粒を多く含むが焼成は堅織で、色調はにぷい樺色であるところから在地性は薄い。外

来系として東海西部の欠山・元屋敷式の影響を多分に受けたものと思われる。類例として、愛知県廻間

遺跡、埼玉県附川遺跡、千葉県諏訪原遺跡出土のものなどが上げられる。ちなみに 11の高i不形土器の脚

台部破片は、脚台部の上位に 7本の直沈線文が施され、その下 3ヶ所に円形の透し孔が穿たれている。

以下へラ状工具で丁寧に磨いて整形する。 9の杯部とは別個体であ るが、欠山・ 元屋敷式の可能性を否

定できない。 

12と13は鉢形土器である。 13は平底の確かな底部をもつもので、内湾しながら立ち上がる。 調整は一

応へラミガキされているが、組雑でハケメ痕の残存が顕著である。器面も全体的に平滑さ に欠ける。口

縁部の内湾がゆるくなっていることなども考慮して、古墳時代初頭のものと思われる。ただし、住居跡

からの流れ込みの可能性がある。 これに対して 12は底部が明確で、体部はゆるやかに内湾し、 口縁部は

稜をもって、短く直線的に開く。口縁から底部にかけて丁寧に斜方向のへラミ ガキが施さ れるが、横方

向のハケメ痕を残す。整形は粗雑ではなくしっかりつくられ、内外面とも焼成前に赤彩される。胎土・

色調 ・焼成などからみて在地の土器であり、時期的には古墳時代前期 I段階内に収まるものと思われる。

以上、 17号方形周溝墓より出土した実測可能な土器を観察してきたが、中で も 1~ 4 の壷形土器と 1 6

の鳥形土器は共に土器祭杷に関わる主要な供献土器といってよ L、。これらの土器の出土状況を鳥轍して

みると、 1・2・4の壷形土器はコーナーの 1層より破砕された状態で出土 し、いずれも在地の土器で、

ある。 これに対して 3の二重口縁童形土器と鳥形土器は北東溝中央のブリッジ状の高まりの両端から、

あたかも「対」をなして出土している。ここから考えられること は、 当該方形周溝墓における葬送儀礼

が一度ですべてをとり行ったのではなく、時間差をおいて何回かにわけで行われたということである。 

1・2・4のコーナーから出土した土器は、いずれも破砕さ れた状態で出土している。そのうえ 2と 

4の土器は底部ないし体部に穿孔をもっ可能性がある。これらが方台部からの転落であるか、儀式終了

を意味づけるために故意に破砕して廃棄したのかはさだかではないが、福出聖氏が論文「方形周溝墓と

境界J(福田 1990)で主張されているように、 一定の 「聖域J(1ハレ」と「ケ Jの統合としての場)

を設定するための遺棄行為であったと思われる。ただ、当該方形周溝墓においては西コーナーからはま

とまった状態での土器の出土がなし、。それぞれのコーナーからいわゆる 「対」をなした状態での土器の

出土が報告されるが(本郷遺跡調査団 1995)、それが何を意味するのかはまだ明らかにされていない。

また、底部ないし体部穿孔土器についても様々な議論がなされているが、神聖な祭杷行為を行う道具立

てとして、又、死者があの世で使う仮器としての意味は否定しえない。 
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また、これとは別に、北東溝中のブリッジ状の高まりの部分では、鳥形土器と儀礼用に作られたとも

思われる二重口縁壷形土器を用いて祖霊を呼び寄せ、領域内での結束をはかる意味をもこめた祭杷行為

が行われたのではな t)かと推測される。従って、当該方形周溝墓での築造から一連の祭紀行為が行われ

た時期は、古墳時代前期 I段階から H段階初頭ぐらいの間で収まるものと考えられる。

最後に 17号方形周溝墓出土の二重口縁壷形土器といい、 10号方形周溝墓出土の高脚高杯形土器や聾形

土器のよう に西原大塚遺跡、には各地 (畿内 ・東海 ・北陸など)から影響を受けた、いわゆる外来系土器

が集まっている O この西原大塚遺跡の位置は、旧入間川の支流である新河岸川、さらにその支流の柳瀬

川と いう入り組んだ河川筋をかかえ、人とモノの交流にかなり便宜な場所である。といって、河川が物

流の役目を果たしたと は速断 し得ないが、ケモノ道を使用するよりも河川沿いに歩いた方が、ある程度

行動 しやすいであろう。とすれば、ここか らさらに、川筋を使って奥の方面に もモノが運ばれた可能性

も考えられる。

これと同じよ うな状況は鳩ヶ谷市三ッ和遺跡 (弥生~古墳時代〉にもみられる。荒川の支流の芝川沿

に方形周溝墓群をかかえ、畿内系の二重口縁壷形土器や東海系のパレススタイル壷形土器、 S字状口縁

聾形土器、そして北陸系の聾形土器、その他小形丸底壷形土器など各地の実に豊かな土器が出土してい

る(注入こ こは背後に有名な伊興遺跡をかかえているところから、西原大塚遺跡以上に一層物資の、流

通が盛んだっ たと思われる。

かつて、田部井功氏は外来系土器の分析を通して川が海と内陸を結び様々な物資や情報を運ぶ大きな

役割をはたした、さ ながら川を媒介としたネットワークを想定できるとまとめられた(田部井 1987)。

ただ、古墳時代になるとある程度政治的 ・経済的統合が進むと ころから水運だけでなく陸運にも目をむ

ける必要があるのではないか。換言すれば河川の拠点地という地形上の有利さだけでなく、社会的に広

範囲な物流ネッ トワーク の設定を想定することである。この点について、岡安光彦氏が「弥生時代終末

から古墳時代初頭にかけて、日本列島主要部の諸集団は近隣他集団との武力抗争を回避し、物流の安定

を図る ための秩序を自己組織化したんその理由として、「弥生時代の長く激しい抗争を通して、列島の

諸集団は目的合理的な経済行動をとることを学び、武力抗争を互いに強く規制し、自制する秩序を共有

するよう になったと推定される」として、古墳時代に入ると物流ネットワークが設定されたという示唆

に富む意見を発表されれいる (岡安 1998)。この意見のように古墳時代の始めころにすでに物流ネッ

トワー クと いうものがかなり広がっているとすれば、このネットワーク にの って関東の中心地とは決し

て言えない この西原大塚遺跡がある地域にも、 いろいろな地域からの影響を受けた土器が入ってきても、

それほど驚くには値しないのではないか。

(注)三ッ和遺跡、については、鳩ヶ谷教育委員会の浅野信英氏と黒済和彦氏より、ご教示をいただいた。
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附編 自然科学分析
 
1 弥生末・古墳初頭土器の胎土材料

藤根 久 ・今村美智子(パレオ・ラボ)� 

1.はじめに

土器は、古代人において日常生活において重要な道具であり、土器作りは重要な生産活動であったこ

とが考えられる。土器胎土は、粘土とこれに混入された砂粒など‘から構成されるが、肉眼観察によりあ

る程度識別されるものの、粘土の種類や ミクロ的な構成物は、顕微鏡観察によらねばならない。最近で

は、胎土中に含まれる珪藻化石や骨針化石なと、の記載により 、ある程度粘土の材料について知ることが

できることが分かつてきた (車崎ほか� 1996)。

こうした土器胎土の材料を調べる ことは、形態や形式とともに土器の構成要素として重要な事柄と考

えられるが、土器の製作地や製作集団の違いなどについても情報を得る ことができる。

ここでは、西原大塚遺跡から出土した古墳初頭および‘弥生末土器について、薄片を作成して偏光顕微

鏡による観察を行なった。� 

2.方法と記載

土器試料は、弥生末および古墳初頭の土器各� 2試料である。土器は、次の手順に従って偏光顕微鏡観

察用の薄片を作成した。なお、試料は、面積約� 6cnf程度を使用した。

(1)試料は、始めに岩石カッターなどで整形し、恒温乾燥機により乾燥した。全体にエポキシ系樹脂

を含浸させ固化処理を行なった。これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にしてその平

面の固化処理を行なった。� 

(2)さらに、 研磨機およびガラス板を用いて研磨し、平面を作成した後スライドグラスに接着した。� 

(3)その後、精密岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ� 0.02rnrn前後の

薄片を作成した。仕上げ として、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を塗布した。

各薄片試料は、偏光顕微鏡下� 300倍で分類群ごとに同定・計数した。同定・計数は、� 100μm格子目盛

を用いて任意の位置における約� 50μm(0.05rnrn)以上の鉱物や複合鉱物類(岩石片)あるいは徴化石類� 

(50μm前後)を対象と し、微化石類と石英 ・長石類以外の粒子が約100個以上になるまで行った。また、

この計数とは別に薄片全面について、微化石類(放散虫化石、珪藻化石、骨針化石、胞子化石)や大型

粒子なと、の特徴についても観察 ・記載 した。� 

3.分類群の記載

細磯~砂サイ ズ以下の粒子を偏光顕微鏡により 同定する場合、粒子が細粒であるため同定が困難であ

る場合が多い。 特に、 岩石片については、岩石片中に含まれる構成鉱物数がきわめて少ないため、岩石

名を決定することが不可能である場合が多い。こ こでは岩石名を付けず、岩石片を構成する鉱物や構造

的な特徴に基づいて分類する (菱田ほか、� 1993)。なお、胎土の特徴を抽出するために、鉱物や岩石片

以外の生物起源の粒子 (徴化石類) も同時に計数した。ここで採用した各分類群の記載とその特徴など

は以下の通りである。なお、各鉱物の光学的性質についてはその記述を省略する。
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[放散虫化石]

放散虫は、放射仮足類に属する海生浮遊性原生動物で、その骨格は硫酸ストロンチウム または珪酸か

らなる。放散虫化石は、 海生浮遊生珪藻化石とともに外洋性堆積物中によく見られる。 

[骨針化石]

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、 細い管状や針状などを呈する。海綿動物は、

多くは海産であるが、淡水産と しても日本において 23種ほどが知られ、湖や池あ るいは川の水底に横た

わる木や員殻などに付着して生育する。

[珪藻化石j

珪酸質の殻をもっ微小な藻類で、 その大き さ は 10~数百 μ m程度であ る。 珪藻は海水域から淡水域に

広く分布し、個々の種類によ って特定の生息環境をもっ。最近では、 小杉(1 988)や安藤(1 990)によっ

て環境指標種群が設定され、具体的な環境復原が行われている。こ こでは、種ある いは属が岡定できる

ものについて珪藻化石(淡水種)と分類し、同定できないものは珪藻化石(? )と した。なお、各胎土

中の珪藻化石の詳細については、計数外の特徴とともに記載 した。

[植物珪酸体化石]

植物の細胞組織を充填す る非品質含水珪酸体であり 、 大 き さ は種類によって も異なり、主に約1O~50 

μm前後である。一般的にプラント ・オノ fールとも呼ばれ、イ ネ科草本、スゲ、シダ、 トクサ、 コケ類

などに存在する ことが知られている。ファン型や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、こ こでは大型のファ

ン型と棒状を対象とした。 

[胞子化石]

胞子状粒子は、珪酸質 と思われる直径1O~30μm程度の小型無色透明の球状粒子で、 あ る 。 これらは、

水成堆積中で多く見られるが、土壌中にも含まれる。 

[石英 ・長石類]

石英あるいは長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。 長石類の うち後述する双品などのように光

学的に特徴をもたないものは石英と区別するのが困難である場合が多 く一日して扱う。なお、石英 ・長

石類(雲母)は、黄色な どの細粒雲母類が包含される石英または長石類であ る。

[長石類]

長石は大きく斜長石とカ リ長石に分類される。斜長石は、双晶 (主として平行な縞〉を示すものと累

帯構造(同心円状の縞)を示すものに細分さ れる(これらの縞は組成の違いを反映している)。 カ リ長

石は、細かい葉片状の結晶を含むもの(パーサイト構造) と格子状構造 (微斜長石構造)を示すものに

分類される O また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英と の連晶(微文象構造という)である。 累帯

構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶(斑晶)の斜長石にみられることが多し、。ノ fーサイ ト構造を示す

カリ長石はカコウ岩など、の Si02%の多い深成岩や低温でできた泥質 ・砂質の変成岩などに産する。

ミルメカイ卜あ るいは文象岩は火成岩が固結する過程の晩期に生じる と考えられている。これら以外

の斜長石は、火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する。 

[雲母類]

一般的には黒雲母が多 く、 黒色から暗褐色で風化すると金色か ら白色になる O 形は板状で、へき開

(規則正しい割れ目)にそって板状に剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。カコ

ウ岩なと、のSi02%の多い火成岩に普遍的に産し、泥質、 砂質の変成岩および堆積岩にも含まれる O な 
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お、雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類と した。

[輝石類]

主として斜方輝石と単斜輝石とがあ る。斜方輝石(主に紫蘇輝石)は、肉眼的に ビールびんのような

淡褐色および淡緑色などの色を呈 し、形は長柱状である。 Si02%が少ない深成岩、 Si02%が中間ある

いは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高温で生 じた変成岩に産する。 単斜輝石(主に普通輝

石)は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、 柱状である。主として Si02%が中聞か ら少ない火山岩によ

く見られ、 Si02%の最も少ない火成岩や変成岩中に も含まれる。

[角閃{j類]

主と して普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである。形は細

長く 平たい長柱状である。閃緑岩のような Si02%が中間的な深成岩をはじ め火成岩や変成岩などに産

する。

[ガラス質]

透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラ ス (バブル・ウオール型)や

小さな泡をたく さんもつガラス(軽石型〉などがある。主に火山の噴火により噴出された噴出物と考え

る。なお、濁ガラ スは、非品質でやや濁りのあ るガラスで、火山岩類などに見られる。 

[複合鉱物類]

構成する鉱物が石英あるいは長石以外に重鉱物を伴う粒子で、雲母類を伴う粒子は複合鉱物類(含雲

母類)、輝石類を伴う粒子を複合鉱物頬 (含輝石類)、角閃石類を伴う粒子を複合鉱物類(角閃石類)と

した。

[斑品質・完品質]

斑品質は斑晶(鉱物の結晶〕状の部分と石基状のガラス質の部分が明瞭に確認できるものをし 1う。完

品質は、ほとんどが結晶からな り石基の部分が見られないか、ごくわずかのものをいう。発泡斑品質は、

石基状のガラス質の部分に発泡した穴を伴うものである。 これらの斑品質、完晶質の粒子は主として玄

武岩、安山岩、デイサイト、流紋岩などの火山岩類を起源とする可能性が高い。

[凝灰岩質]

非品質でモザイ ックな文様構造を示 し、石英・長石類やガラスなどが含まれるものをいう。火山砕屑

物が固化したもので、起源となる火山によって鉱物組成が変化する。 

[複合石英類]

複合石英類は石英の集合している粒子で、基質(マトリックス)の部分をもたないものである。個々

の石英粒子の粒径は粗粒なものから細粒なものまで様々である。ここでは、便宜的に個々の石英粒子の

粒径が約O.Olmm未満のものを微細、 0.01~0.05mmのものを小型、 0.05~O.lmmの ものを中型、 O .1 mm以上の

ものを大型と分類した。また、 等粒で小型の長石あ るいは石英が複合した粒子は、 複合石英類(等粒)

として分類した。 この複合石英類(等粒)は、 ホルンフェルスなどで見られる粒子と考える。

[砂岩質・泥岩質]

石英、長石類、 岩片類などの粒子が集合し、それらの問に基質の部分をもつもので、含まれる粒子の

大きさが約0.06mm以上のものを砂岩質と し、約 O06mm. 未満のものを泥岩質とする。

[不透明・不明]

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質 して鉱物あるいは岩石片



として同定不可能な粒子を不明とする。� 

4.各胎土の特徴および計数の結果

胎土中の粒子組成は、 任意の位置での粒子を分類群別に計数した(表� 3)。また、 計数されない微化

石類や鉱物・ 岩石片を記載するために、プレパラ ート全面を精査 ・観察した。以下では、粒度分布や0 .1 

mm前後以上の鉱物・ 岩石片の砂粒組成あるいは計数も含めた微化石類などの記載を示す。 なお、不等号

は、概略の量比を示し、二重不等号は極端に多い場合を示す。� 

No.1 : 70~400μmが多い (最大粒径900μm)。石英・長石類》複合石英類(微細)、砂岩質、角閃石類、

単斜輝石、珪藻化石(陸域指標種群� Pinnulariaborealis)、骨針化石、植物珪酸体化石� 

No.2 ・ 70~300μmが多い(最大粒径1. 3mrn)。石英 ・ 長石類>複合右l英類 (微細)、 砂岩質、 雲母類、単

斜輝石、斜方輝石、放散虫化石(1個体)、骨針化石、植物珪酸体化石� 

No.3 : 80~400μm前後が多い (最大粒径 1 mrn)。石英・長石類>複合石英類� (微細)>砂岩質、ガラ ス

質、角閃石類、珪藻化石� (淡水種� Cymbella属、� Pinnularia属、不明種)、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.4 : 70~600μmが多い(最大粒径1 .1rnrn)。石英・長石類>複合石英類 (微細)>、砂岩質、斜長石

(双晶〉、凝灰岩質、角閃石類、 ジルコン、珪藻化石(海水種� Coscinodiscus属，Thalassiosira属)、 胞

子化石、植物珪酸体化石� 

5.化石による材料粘土の分類

検討した胎土中には、その薄片全面の観察から、珪藻化石や骨針化石などが検出された。これら微化

)、程度150μm(実際観察される珪藻化石は大きい もので� 100μm数0~1がは、珪藻化石石類の大きさ

放散虫化石が数百μm 、 骨針化石が1O~100μm前後で、ある (植物珪酸本化石が1O~50μm前後)。一方、

砕屑性堆積物の粒度は、粘土が約3.9μm以下、シルトが約3 . 9 ~ 62 . 5 μ m、砂が62 .5μ m ~ 2 rnrnで、る

(地学団体研究会 ・地学事典編集委員会編、� 1981)。この ことから、植物珪酸本化石を除いた微化記類は

胎土の材料となる粘土中に含まれるものと考えられ、その粘土の起源を知るのに有効な指標になる と考

える。なお、植物珪酸体化石は、堆積物中に含まれている こと、製作場では灰質が多く混入する可能性

が高いなど、 他の微化石類のよ うに粘土の起源を指標する可能性は低いと思われる。

検討した胎土は、微化石類により、� a)外洋性粘土を用いた胎士、� b)海成粘土を用いた胎土、� c)

淡水成粘土を用いた胎土、� d)水成粘土を用いた胎士、に分類される。以下では、 分類される胎士につ

いてその特徴を述べる。� 

a)外洋性粘土を用いた胎土� (No.2 ) 

これらの胎土中には、 放散虫化石が特徴的に含まれ、骨針化石も含まれていた。� 

b)海成粘土を用いた胎士� (No.4) 

これらの胎土中には、少ないものの海水種珪藻化石が含まれていた。� 
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c)淡水成粘土を用いた胎土� (No.3 ) 

これらの胎土中には、珪藻化石が特徴的に含まれていた。なお、� No.5の胎土中には、沼沢湿地付着生

指標種群Eunotiapraθrupta var.bidensが含ま れていた。� 

d)水成粘土を用いた粘土� (No.1) 

これら胎士中には、骨針化石が含まれていた。なお。海成か淡水成かは明瞭な珪藻化石から見られな

いため不明である。� 

6.砂粒組成による分類

ここで設定した複合鉱物類は、 構成する鉱物種や構造的特徴から設定した分類群であるが、地域を特

徴づける源岩と は直接対比できない。このため、各胎土中の鉱物、岩石粒子の岩石学的特徴は、地質学

的状況に一義的に対応 しない。

ここでは、比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行なった(表� 4)。岩石の推定は、砂岩質や

複合石英類(微細)が堆積岩類、複合石英類や複合鉱物類(含輝石類 ・含角閃石類・ 含雲母類)が深成

岩類、斑晶質が火山岩類、凝灰岩質が凝灰岩類、ガラスがテフラ(火山噴出物)である。

これらは、起源岩石の種類および組み合わせにより堆積岩類を主体として凝灰岩類や深成岩類から構

成される� A群に分類された。なお、このA群は。ほぼ堆積岩類から構成される組成� (A。群〉、凝灰岩類

を伴う組成� (Al群)に細分された。� 

7.考察

土器の薄片を作成 し顕微鏡観察を行な った結果、材料粘土については放散虫化石を含むような外洋成

粘土、海水種珪藻化石を含む海成粘土、淡水種珪藻化石を含む淡水成粘土、骨針化石を含む水成粘土、

に分類された。一方、砂粒については、ほぼ堆積岩類を主体とした� A。群、堆積岩類のほか凝灰岩類を

特徴的に含むAl群、に分類された。

土器製作地を指標する分類群は、製作地域の地質環境を反映した砂粒ま たは微化石類である。ここで

は、� No.2の胎土において放散虫化石が含まれていたが、これら放散虫化石は、 地質時代において外洋域

で堆積した地層中に含まれていた化石である。

関東地方において外洋域で堆積した地層は、房総半島の上総層群や三浦半島の三浦層群、 埼玉県比企

丘陵や武蔵丘陵あるいは高麗川上流部毛目山町周辺部に分布する松山層群(藤本 ・福田、� 1980)、群馬

県の藤岡から富岡周辺地域に分布する藤岡層群 (松丸、� 1977)が知られている。これらの地層は、いず

れも新第三紀中新統(約520~2 .300万年前) に堆積した地層である。これ ら の地層中には、骨針化石や

海水種珪薄化石を多く含んでいる。ま た、これ ら地層中には、凝灰岩類(テフラ層)を複数層準に見ら

れる� なお、群馬県の富岡層群や比企丘陵などの松山層群は、後背地に変成岩類を伴っている。 このよO

うに、放散虫化bが含まれ得る地層は分布域が限られていることから、土器の製作地を指標する分類群

である。

これらの中新統の地層は、 ハンマーを用いないと採取できないほど硬い堆積物であることから、直接

採取して土器の材料として利用 したとは考え難い。実際的には、材料粘土は、こうした中新統の周辺部

に形成される段丘堆積物中の粘土層などを採取・利用 しているものと推定され、放散虫化石などは、後
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表4 上端胎上の粘上および砂粒の特徴
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背地か ら流れ込んで再堆積した ものと考える。

なお、� NO.1やNO.4は、� NO.2と同様の砂粒組成� Al群を示すため、類似した地質環境を示す地域と予想

される。� 

8.おわりに

ここでは、胎土を構成する粘土および砂粒について、 これら材料の特徴について検討した。従来から

土器の胎土分析は、土器製作地の推定を目的と して砂粒あるいは鉱物組成について検討されてきた。し

かしながら、土器製作、 材料となる粘土が基本であり、 如何なる粘土を利用していたかなど、その特徴

を知る ことは土器の製作技法の一端を担う重要な事柄と考えている。

なお、土器製作地については、 その特徴的な粘土の分布域あるいはこれに付随する砂粒組成から、製

作地の範囲を含めて推定する ことが可能になるものと考えている。
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2 植物珪酸体分析

鈴木 茂 (パレオ・ラボ〉

西原大塚遺跡第45地点の発掘調査においてワラ様の炭化した植物遺体が検出された。また、覆土に混

じった状態で灰様の灰白色粒子が認められた。イネ科植物は別名珪酸植物と も言われ、根より大量の珪

酸分を吸収し葉や茎の細胞内に沈積することが知られている。 こうして形成された植物珪酸体(機動細

胞珪酸体や単細胞珪酸体など〉のうち機動細胞珪酸体については藤原(1 976)や藤原・佐々木(1978)

など、イネを中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている O こうしたことから、西原大塚

遺跡において検出されたイネ科植物とみられる植物遺体および灰試料より機動細胞珪酸体を検出・観察

することにより、それらの母植物についての検討ができるものと考え、以トーに植物珪酸体分析について

示した。

1.分析方法

得られた炭化植物遺体 (228号住居跡〉 については現生植物の標本作製と同様の方法を用いて植物珪

酸体の有無を調べた。すなわち、炭化植物遺体よりその一部を採りだし乾燥させる。この乾燥した植物

遺体を管瓶にとり、電気炉を用いて灰化するのであ るが、灰化する行程は藤原(1 976)にほぼしたがっ

て行なった。その行程は、 はじめ毎分 50Cの割合で温度を上げ、 1000Cにおいて 15分ほどその温度を保

ち、その後毎分 2 0Cの割合で 5500Cまで温度を上げ、 5時間その温度を保持して、試料の灰化を行なう。

灰化した試料について一部を取り出し、グリセリンにてプレパラー卜を作製し、生物顕微鏡卜で観察

した。

また、灰試料 (243号住居跡)については遺構覆土(ローム質土) と分けることが困難なため、土壌

試料におけるプラント ・オパール分析と同様の方法で分析を行なった。すなわち、観察から灰が多いと

思われる部分(灰混じり ローム質土)約 1 gをト ールビーカーにとり、これに 30%の過酸化水素水を約 

20~30cc加え脱有機物処理を行なう。処理後、 水を加え、超音波ホ モ ジ ナイザーによる試料の分散後、

沈降法により 10μm以下の粒子を除去する。 この残撞よりグリ セリンを用いてプ レパラー卜を作成し、

検鏡した。 

2.母植物について

1)炭化植物遺体 (228号住居跡)

検鏡の結果、若干の機動細胞珪酸体が観察されたのみで、多く は棒状に珪化?した組織(繊維状)で

あった。以下に若干認め られた機動細胞珪酸体について記すと、断面形態は模形をしており、 裏面側に

おいて こ ぶ状の凸部 と溝状の凹状が認められるものもある。縦長は約30~40μm、横長は約 25~30μm

である。側面形態は長方形を呈 しており、裏面側にこぶ状の高まりがみられる。また、裏面形態は長方

形をなしている。 こうした形状の機動細胞珪酸体はススキ属、チガヤ属などのウシクサ族と判断される

が、この機動細胞珪酸体が細胞内において連なっているものは認められなかった。また、ウ シクサ族を

支持する単細胞珪酸体も観察されていない。 一方、他分類群の機動細胞珪酸体も認められていない。以

上のことか ら得られた炭化植物遺体はススキ属、チガヤ属などのウシクサ族の可能性が高い と思われる



が、 先にも記 したが積極的にそれを支持でき る観察結果は得られておらず、ここ ではウシクサ族の可能

性がある に止めたい。� 

2 )灰試料� (243号住居跡)

観察の結果、棒状の珪酸体や珪化 した植物組織片が多く観察された。ま た、機動細胞珪酸体も点在 し

ているのが認められる。この機動細胞珪酸体についてはその形状からネザサ節型 (アズ、マネザサ、ゴキ

ダケなど)、クマザサ属型(チ シマザサ、 スズダケ、ミヤコザサなど)、ウシ クサ族と判断される。その

他、イネ型(図版� 35-7)やキビ型 (図版 35-8)の単細胞珪酸体列が観察されている。また、根拠は

無いもののオオ ムギやコムギの穎部と思われる珪酸体の破片も認められる� O

これらのう ち、 ネザサ節型、クマザサ属型、ウシクサ族の機動細胞珪酸体について、分析試料にはロー

ムなども多く混入 していることから、こうした土壌成分からもたらされた可能性が高いように思われる。

すなわち、 ネザサ節型やウシク サ族は遺跡周辺に普通に認められるアズマネザサやススキと考えられ、

クマザサ肩型も ローム中に含まれていたものが観察されている可能性が高い。一方単細胞珪酸体につい

て、イネ型にはイ ネやサヤヌ カグサ属、 ヨシ属などがあり、これらの機動細胞珪酸体は認められず、い

ずれの分類群であ るかは単細胞珪酸体のみでは判断できない。 これはキ ビ型も同様であり 、この単細胞

珪酸体についても分類群を特定できない。

以上のことから灰の母植物についはイネ型やキビ、型の単細胞珪酸体を持つイネ科植物と思われるが、

その分類群については特定できない。ま た、ムギ類の穎部も含ま れている可能性があるが、これらの同

定根拠は現時点において確立されておらず、今後の課題である。

〈引用文献〉
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おける機動細胞珪酸体の形状一.考古学と自然科学，� 11， P. 9 -20. 



3 出土炭化材の樹種同定

1.はじめに

2. 炭化材樹種同定の方法
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植田弥生 (パレオ ・ラボ)

3当遺跡は埼玉県志木市幸町 丁目一帯に広がる大規模な遺跡であ る。ここでは、弥生時代末の住居跡

から出土した炭化材の樹種同定結果を報告する。武蔵野台地北端部の標高約18m前後に立地する当遺跡

では住居建築にどのような木材が利用されていたのか、弥生時代末の住居跡出土炭化材か ら当時の木材

利用を明らかにする目的で、この調査は実施された。 

先ず、炭化材の横断面 (木口)を手で割り実体顕微鏡で分類群のおおよその目安をつける。アカガシ

亜属・コナラ節・クヌギ節 ・クリは横断面の管孔配列が特徴的で実体顕微鏡下の観察でも制定可能であ

3るが、それ以外の分類群については 方向の破断面(横断面 ・接線断面 ・放射断面〉 を走査電子顕微鏡

で観察し同定する。またコナラ節やクヌギ節などでも、年輪幅の狭いぬか目や逆に年輪幅の広い試料な

どは実体顕微鏡下では誤同定の恐れがあるので、このような試料については走査電子顕微鏡で確認した。

3 5 1走査電子顕微鏡用の試料は、 断面を 角以下の大きさ に整え、直径 の真鍛製試料台に両面テーmm cm

5 6表 に樹種同定結果の一覧を表示し、表 に各住居ごとの検出樹種と点数を比較した。 

186Yから出土した炭化材は、ヤマグワであった。 213Yの 2試料は、イヌエンジュ とクヌギ節である。 

214Yの 1試料はクリであった。 215Yの 3試料は、すべてクリであった。228Yの 8試料は、 クリが 5点、

以下に同定の根拠と した材組織観察を分類順に記載する。
IN 種|時住居遺構試料 樹 期o.

Q Quercus(1)コナラ属コナラ亜属ク ヌギ節 subgen.Ni 186Y lヤマグヮ 弥生時代末テー 

代
一
代
一
代
一
代
一
代

1
-

一
一 一①

②
一
③

一

プで固定し、その周囲に導電性ベーストを塗る。試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕

微鏡(日本電子(鮒製 JSM-T100型)で観察と写真撮影を行った。 

3.結果
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の壁孔は交互状、穿孔は単一、 チロースが発達 しているO

N iテー228Y① 1クリ

N iテー228Y② |ヤマ グワ |弥生時代末 樹種

Nit二 22SY③ L~I)..J 弥生時代末 クヌギ節

Ni.. ギj
クリ

一一 t:三22$.Y③ J?.)( 節 一一一 L9!J'生時代表 -

Ni安一一22.!?Y⑤ L空烹空節 l弥生時代末 
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表 5 住居跡出土炭化材の樹種 表 6 住居別の検出樹種と点数 
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放射組織はほぼ向性、単列の ものと集合状のものがあり、道管との壁孔は交互状や棚状であ る。

クヌギ節は暖帯の山林や二次林に普通に生育する落葉広葉樹で高木となる。 、。L材は重厚で割裂性が良 

(2)クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科図版36 2a-2cCNiテー 215Y②〉

年輪の始めに大型の管孔が蜜に配列し徐々に径を減じてゆき、晩材では非常に小型の管孔が火炎状に

配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、 穿孔は単一、チロースがある。放射組織は単列向性、道管との

壁孔は大き い。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。材は加工がやや困難だ

が粘り や耐朽性にすぐれている。特に縄文時代では柱材にクリが使われていることが多い。 

(3)ヤマグワ Morus austoralis Poiret クワ科図版36 3a-3cCNiテー228Y②)

年輪の始めに中型の管孔が配列し徐々に径を減じてゆき、晩材部では小型から非常に小型の複数の管

孔が斜状や塊状に複合して分布する環孔材。道管の壁孔はやや大きくて交互状、穿孔は単一、小道管に

らせん肥厚があり、内腔にはチロ ースが発達している。放射組織は異性、 1--5細胞幅の紡錘形で上下

端に方形細胞があ り、 道管との壁孔は大き くて交互状に配列している。

ヤマグワは落葉高木または低木で、温帯から亜熱帯の山中に広く分布する。材は重硬 ・強靭で心材は

特に保存性が高い。 

(4)イヌエンジュ Maackia amurensis Rupr. et Maxim. subsp. buergeri CMaxim) Kitamura 

マメ科図版37 4a-4cCNiテー213Y②)

年輪の始めに大型の管孔が配列 し徐々 に径を減 じて行き、孔圏外では多数の管孔が塊状や斜状に複合

して年輪界に向かい更に径を減じてゆき年輪界では接線状に配列する環孔材。道管の壁孔は小さ く交互

状に配列し、 穿孔は単一、小道管にはらせん肥厚がある。放射組織は異性、主に 3--4細胞幅である。

イヌ エンジュは北海道以南から中部地方の温帯の山地や河原に生育する落葉高木である。材質はやや

軽軟であるが耐水性は広葉樹材の中ではクリに次いで高い。 

4. まとめ

弥生時代末の竪穴住居跡 5軒から出土した炭化材 15試料からは、落葉広葉樹のクヌギ節 ・クリ ・ヤマ

グワ・ イヌエンジュ の 4分類群が検出さ れた。いずれの樹種も落葉広葉樹材の中で、材質が極めて固く

丈夫であり耐久性も良好なことで知られている。従って建築材として良質な適材を、当遺跡においても

選択使用していたことが判った。ま た全体的にはクリが最も多く、次にクヌギ節がやや多く検出された。

そしてクリ・ クヌ ギ節の材は、 1年輪幅が約 1cmほどの比較的成長のよい材が目立ったことから、 二次

林や樹木聞がゆったりした立地環境で生育した材であ ったのではなし 1かと想像された。

当遺跡の住居建築材に関わる樹種選択性を、周辺遺跡や同じ武蔵野台地北東部の遺跡の報告と若干の

比較を試みた。周辺遺跡では、古墳時代前期(富士前遺跡第15地点 1号住居跡)と古墳時代後期(城山

遺跡第35地点 129号住居跡)そ して平安時代 (中道遺跡第41地点第23号住居跡)の住居跡出土炭化材樹

種調査の報告がある(志木市教育委員会 1999)。その結果は古墳時代ではクヌギ節が多くほかにコナ

ラ節・クリ ・マメ 科が検出され、平安時代ではクリが優占しほかにトチノキ・コナラ節・ススキ属類似

が検出されている。 朝霞市岡に所在する岡・向山遺跡の弥生時代中期と後期の住居跡では、クヌギ節な

たはコナラ節が優占しほかにヤマグワ・クリ ・イヌシデ類・タケ亜科が検出されている(藤根 1994)。

富士見市鶴馬の 2遺跡からは平安時代の調査結果が報告されていて、宮脇遺跡ではクリとクヌギ節が同 

no 
F
h
d
 



数であり、谷津遺跡ではコナラ節 ・クヌギ節・クリの順に多く 検出されている(山田 1993)。当遺跡

から南東に位置する下戸塚遺跡 (東京都新宿区西早稲田)では、弥生時代後期と古墳時代はクヌギ節が

圧倒的に多く 、平安時代ではクリが卓越していた。(鈴木ほか 1996)。このよう に近隣および周辺域の

弥生時代から平安時代の各時期の住居跡出土炭化材の樹種は、ク ヌギ節・コナ ラ節 ・クリが主体である

当遺跡の結果も、弥生時、。L点は共通だが、時代変化に伴い利用樹種が一定変化した傾向は読み取れな 

代や古墳時代ではクヌギ節が優占する事例が多い中でクリの検出がクヌ ギ節よりも目立った。関東地方

の各時期の建築材を集計して集落周辺の二次林化を調べようとした千野 (1991)や、全国的の資料を集

計した山田(1993)の報告を見ても、弥生時代はクヌギ節やコ ナラ節の材を多く 利用 した遺跡が多い。

クリが目立つ当遺跡の結果は、単に検討した試料の偏りによるのか、同時期にも クリ材を多用する住居

があったのか、今後も調査が蓄積される ことにより、再検討されることが期待される。
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